
丸

墓

山

古

墳

埼
玉

1

¥

7
号

墳

将

軍

山

古

墳

埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
木
且
報
告
書
第
六
集

埼

玉

県

教

育

委

員

会



昭
和
六
十
三
年
三
月

史
跡
埼
玉
古
墳
群
は
、
埼
玉
県
名
発
祥
の
地
と
称
さ
れ
る
行
田
市
埼
玉
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
旧
状
を
良
く

残
す
九
碁
の
大
形
古
墳
が
集
中
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
後
期
の
全
国
有
数
の
古
墳
群
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
こ
の
地
域
を
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
と
し
て
環
境
整
備
を
進
め
、
埼
玉
古
墳
群
の
保
存
と
活

用
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
墳
の
規
模
等
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
古
墳
群
整
備
の
碁
礎
資
料
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
書
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
丸
墓
山
古
墳
と
そ
の
南
側
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
円
墳
群
、
さ
ら
に
将
軍
山
古
墳
に
関

す
る
数
度
の
発
掘
調
査
の
報
告
書
で
あ
り
ま
す
0

.

こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
丸
墓
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
埴
輪
や
墳
丘
表
面
を
覆
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
礫
の

一
部
を
検
出
す
る
と
と
も
に
墳
丘
の
形
態
・
規
模
に
つ
い
て
の
資
料
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
円
墳
群
に
つ
い

て
は
、
い
ま
ま
で
大
形
古
墳
だ
け
が
集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
埼
玉
古
墳
群
内
の
地
域
に
、
小
形
の
円
墳

が
併
行
し
て
築
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
将
軍
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
形
古
墳
と
同

様
に
、
二
重
の
堀
が
巡
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
な
ど
多
く
の
重
要
な
新
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
書
が
、
埼
玉
古
墳
群
の
保
護
並
び
に
教

育
・
学
術
資
料
と
し
て
、
広
く
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
終
わ
り
に
、
発
掘
調
査
か
ら
本
書
の
刊

行
に
至
る
ま
で
御
指
導
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
機
関
並
び
に
関
係
者
各
位

に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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埼
玉
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教
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墳
出
土
遺
物
・
・・・・・・・・・・・・・・

゜

••••••••

•••
•• 

7
 

梅
塚
古
墳
出
土
遺
物

梅
塚
古
墳
、
埼
玉

3
号
墳
出
土
遺
物

埼
玉

4
号
墳
出
土
遺
物

埼
玉

5
号
墳
出
土
遺
物

埼
玉

6
号
墳
、

7
号
墳
出
土
遺
物

II 

図
版
2

II 

図

版

目

次

II II II 

83 

第

52
図

図
版
13

図
版
14

図
版
15

図
版
16

図
版
17

図
版
18

図
版
19

埼
玉

7
号
墳
周
堀
遺
物
出
土
状
況

天
王
山
古
墳
、
梅
塚
古
墳
出
土
遺
物

第
50
図

第
51
図

II 

第
49
図

第

48
図

II 

第

47
図

II 

第
46
図

II 

第

45
図

II 

図
版
9

図
版
10

図
版
11

図
版
12

第

44
図

埼
玉

5
号
墳
出
土
遺
物
・

5
 

•••••••

••••••• 

6
 

64 

図
版
8

第
43
図

図
版
7

第
42
図

埼
玉
3
号
墳
出
土
遺
物
・
・
・・・・；
．．
．．．．．．
．．．．．．．
．
 

埼
玉

4
号
墳
出
土
遺
物
・
・
・・・・・
・・；
．．．．．．．．
．．．．
．．．．．
．．
．．．
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6
 

3
 

••••••••

••
••••
••• 
;
 
•••••• 

6
 

図
版
6

第
1
、
第
2
ー
第

4
ト
レ
ン
チ
出
土
遺
物

第
4
、
第

5
、
第
1
ト
レ
ン
チ
出
土
遺
物

丸
墓
山
南
方
円
墳
群
遠
景
、
天
王
山
古
墳
近
景
、

梅
塚
古
墳
遠
景
、

同
周
堀

土
層
断
面

梅
塚
古
墳
東
南
側
プ
リ
ッ
ジ
、
円
筒
、
人
物
埴
輪
出
土
状
況

梅
塚
古
墳
土
師
器
、
須
恵
器
出
土
状
況

埼
玉

4
号
墳
周
堀
土
層
断
面
、
遺
物
出
土
状
況

埼
玉

5
号
墳
周
堀
、
土
層
断
面

埼
玉

5
号
墳
遺
物
出
土
状
況

埼
玉

6
号
墳
周
堀
遺
物
出
土
状
況

．．． 
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， 
ノ‘ 五 四

九
年
二
月
九
日

第
二
次
、
昭
和
六

0
年
度
（
昭
和
六

0
年
一

0
月
一
六
日

i
―
二
月
六
日

小
久
保
徹
、
杉
崎
茂
樹
、
若
松
良
一
、
田
中
正
夫
）

埼
玉
1
ー

7
号
墳

月
一
八
日

将
軍
山
古
墳

昭
和
五
九
年
度
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
は
文
化
庁
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。

各
事
業
の
組
織
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

樹
が
当
り
、

出
土
品
の
整
理
及
び
本
書
の
作
成
は
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
行
い
、

小
久
保
徹
、
若
松
良
一
、
田
中
正
夫
の
協
力
を
得
た
。

者 者
丸
墓
山
古
墳

昭
和
五
九
年
度
（
昭
和
五
九
年
六
月
―
一
日
し
六
月
二
三
日
、
担
当

小
久
保
徹
、
中
島
宏
、
杉
崎
茂
樹
）

例
担
当
者

本
書
は
、
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
二
七
ほ
か
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
丸
墓
山
古
墳
周

堀
、
及
び
そ
の
南
方
に
所
在
す
る
埼
玉
ー
し
7
号
墳
、
並
び
に
将
軍
山
古
墳
外
堀

（
行
田
市
埼
玉
―
ニ
―
ほ
か
）
に
関
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

丸
墓
山
南
方
円
墳
群
中
の
梅
塚
古
墳
は
麿
梅
塚
の
呼
称
も
あ
る
が
同
一
の
古
墳
で
あ

る。調
査
は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
実
施
し
た
。

発
掘
調
査
の
実
施
期
間
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
整
理
、
報
告
は
昭
和
六

二
年
度

の
実
施
で
あ
る
。

第
一
次
、

昭
和
四
八
年
度
（
昭
和
四
八
年
―
一
月
二
四
日
ー
昭
和
四

栗
原
文
蔵
、
田
部
井
功
）

昭
和
四
九
年
度
（
昭
和
四
九
年
―
一
月
一
日
し
昭
和
五

0
年
一

栗
原
文
蔵
、
田
部
井
功
）

担
当
者

百

主
に
杉
崎
茂

担
当

J¥ 七

行
田
市
教
育
委
員
会

文

化

庁

塚

田

良

道

中

島

洋

橋

本

博

文

増

田

逸

朗

亀

井

正

道

車

崎

正

彦

斉

藤

国

夫

田
中

．
 

郎

市
毛

勲

ま
た
、

岩

崎

卓

也

大

塚

初

重

全
体
に
つ
い
て
中
島
利
治
が
加
除
筆
を
行
い
、

金
井
塚
良
一
が
監
修
し
た
。

写
真
撮
影
は
、
各
遺
構
に
つ
い
て
は
各
調
査
担
当
者
が
、

杉
崎
茂
樹
が
行
っ
た
。

金

子

正

之

ま
た
、
遺
物
に
つ
い
て
は

発
掘
調
査
か
ら
整
理
報
告
に
至
る
ま
で
左
記
の
方
々
及
び
各
機
関
か
ら
御
指
導
、
御

協
力
を
賜
っ
た
。

- iv -



澄
（
昭
和
四
八
年
度
）

男
（
昭
和
四
八
年
度
）

博
（
昭
和
四
八
年
度
）

宮

崎

朝

雄

（

昭

和

四

八

年

度

）

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

課

岩

明

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

長

田

同

同

島

村

昌

子

同

横

山

正

学

芸

員

田小大小栗鈴

部
林舘

久

井保
重勝

子
（
昭
和
四
八
年
度
）

川

一

（

疇

言

oA
戸口）

木

村

な

を

子

（

昭

和

六

0
年
度
）

木

子

（

昭

和

六

0
年
度
）

蔵
（
昭
和
四
八
年
度
）

徹
（
昭
和
六

0
年
度
）

治
（
昭
和
四
八
年
度
）

義
（
昭
和
四
八
年
度
）

功
（
昭
和
四
八
年
度
）

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

館

長

山

英

光

副

館

長

兼
庶
務
課
長

庶

務

係

野

ロ

文第文

化二

財係
化同

係長財

塩

野川

学

芸

係

長

学

芸

課

長

ロ

三雄和

吉

國

義
（
昭
和
四
八
年
度
）

持
田
ま
り
子
（
昭
和
四
八
年
度
）

夫
（
昭
和
四
八
年
度
）

原

桂

正

同

文廣

同

桂

正

澄

同

太

田

和

同

庶

務

係

持

田

ま

り

子

庶

務

係

同

崎

栄

柿

沼

幹

夫

庶兼主室

務室
長

係補

長 佐 幹長

町

田

勝

同

島

村

日
芦

柳

田

敏

司
（
昭
和
四
八
年
度
）

庶

務

係

横

山

正

克
（
昭
和
六

0
年
度
）

三
（
昭
和
四
八
年
度
）

課

長

補

佐

文

化

財

第

二

係同

吉

川

國

男

野

村

鍋

青

木

廣

作
（
昭
和
四
八
年
度
）

庶

務

課

長

風

間

俊

課

長

柳

田

敏

司

五

十

嵐

孝

仁

（

昭

和

六

0
年
度
）

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
室

横

川

好

富

（

昭

和

六

0
年
度
）

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

同

野

ロ

光

雄
（
昭
和
四
八
年
度
）

教

育

次

長

石

田

正

利

同

佐

藤

司
（
昭
和
六

0
年
度
）

金

井

塚

良

（
昭
和
六

0
年
度
）

同

豊

田

重

穂

同

酒

寄

武

陽

（

昭

和

六

0
年
度
）

副兼副兼参館
庶

館務館館
係

長長長長事長

山

口

英

教

育

長

中

谷

幸

次

郎

教

育

次

長

伊
古
田
昇
二
（
昭
和
四
八
年
度
）

和
（
昭
和
四
八
年
度
）

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

主
体
者

埼
玉
県
教
育
委
員
会

同

荒

井

修

二
（
昭
和
六

0
年
度
）

同

鈴

木

秀

雄

（

昭

和

六

0
年
度
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会

中
谷
幸
次
郎
（
昭
和
四
八
年
度
）

庶

務

係

埋
蔵
文
化
財

係

長

文

化

財

係

水

村

孝

行

（

昭

和

六

0
年
度
）

埼
玉

1
ー

7
号
墳
の
調
査
（
昭
和
四
九
年
度
）

教

育

長

主
体
者

梅

沢

太

久

夫

（

昭

和

六

0
年
度
）

嘱

託

金

子

芳

亀

田

孝
（
昭
和
六

0
年
度
）

同

田

中

正

夫
（
昭
和
六

0
年
度
）

（
昭
和
六

0
年
度
）

丸
墓
山
古
墳
の
調
査

庶

務

係

長

持

田

紀

男

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

若

松

良

（
昭
和
六

0
年
度
）

調

査

の

組

織

同

早

川

智

明

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

岡

本

雄
（
昭
和
六

0
年
度
）

課

長

補

佐

高

野

貞

夫

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

杉

崎

茂

樹

（

昭

和

六

0
年
度
）
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同

正

亀

孝

柚

木

博

梅

沢

太

久

夫

宮

崎

朝

雄

鈴

木

秀

雄

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

館

長

坂

巻

庶

務

係

埋
蔵
文
化
財

係

長

文

化

財

係

井梅井保

沢

太
久秀清

肇 夫夫

上 田 永

子

同

埋
蔵
文
化
財

係

長
文

化

財

係

庶

務

係

長

光

同

森

田

嘉

小

康

彦

鈴

木

須

美

江

浜

中

紀 山

課

長

補

佐

横

川

好

富

河

辺

美

津

江

庶

務

係

田

課

長

百

瀬

陽

加

藤

春

江

課

長

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

早

川

智

明

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

荻

野

敏

子

町

田

勝

義

指

導

次

長

橋

本

昭

臨

時

職

員

太

田

博

之

金

井

塚

良

指

導

部

長

五

十

嵐

孝

仁

嘱

託

金

子

芳

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

同

田

中

正

夫

同

荒

井

修

主
体
者

教

育

埼
玉
県
教
育
委
員
会

長

荒

井

修

同

若

松

良

同

岩

上

進

同

杉

崎

茂

樹

教

育

次

長

沼

尻

和

也

整
理
報
告
（
昭
和
六
二
年
度
、
各
古
墳
と
も
）

学

芸

員

柳

正

博

教

育

長

長

井

五

郎

嘱

託

大

熊

達

夫

徹

主
体
者

埼
玉
県
教
育
委
員
会

学

芸

課

長

同

岡

本

雄

同

J
 

小

久

保 崎

栄

同

杉

崎

茂

樹

同

田

中

由

夫

将
軍
山
古
墳
の
調
査
（
昭
和
五
九
年
度
）

学

芸

員

中

島

宏

庶

務

係

木

村

な

を

子

同

大

友

務

学

芸

課

長

,＇’. 
小

久

保

徹

庶

務

課

長

鈴

木

二

三

男

同

田

部

井

功

同

崎

栄

中

島

利

治

学

芸

員

大

舘

勝

治

庶

務

係

鈴

木

廣

子

事
務
局
（
整
理
報
告
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

指
導
部
参
事

兼

館

長

副

館

長

金

井

塚

良

学

芸

課

長

栗

原

文

蔵

庶

務

課

長

風

間

俊

克

同

川

崎

栄

副

館

長

横

川

好

富

同

書

上

元

博
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埼
王
古
墳
群
は
、
北
武
蔵
最
大
の
墳
丘
規
模
を
持
つ
二
子
山
古
墳
（
全
長
一
三
五
”
い
）

や
国
宝
金
錯
銘
鉄
剣
を
出
土
し
た
稲
荷
山
古
墳

（全
長
―

二
0
ば
）
な
ど
一
0
0
”
い
を
超

え
る
規
模
の
前
方
後
円
墳
四
基
と
、
全
長
が
八
〇
ば
に
満
た
な
い
中
小
の
前
方
後
円
墳
四

碁
、
そ
れ
に
本
書
で
取
扱
う
、
直
径
一
0
五
ば
の
わ
が
国
最
大
の
円
墳
、
丸
募
山
古
墳
を

中
核
に
、
小
規
模
な
円
墳
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
古
墳
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
、

当
該
期
の
大
形
前
方

後
円
墳
が
集
中
し
て
築
か
れ
て
い
る
点
で
、

昭
和
―
―
―
一
年
八
月
八
日
付
け
の
文
部
省
告
示
に
よ
り
、
国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

埼
玉
県
は
同
古
墳
群
を
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
と
し
て
史
跡
公
園
化
し
、
整
備
す
る

計
画
を
立
て、

昭
和
四
二
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
得
て
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
伴

い
、
各
古
墳
の
規
模
等
の
資
料
を
得
る
た
め
の
発
掘
調
査
が
同
年
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
。

第

一
次
は、

昭
和
四
八
年
度
の
実
施
で
、

四
日
ま
で
、
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀
復
原
の
確
認
調
査
と
同
時
に
実
施
さ
れ
た
。

眼
に
実
施
さ
れ
た
周
堀
復
原
の
資
料
を
得
る
た
め
の
ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ
る
。

第
二
次
調
査
は
、

丸
墓
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
四
度
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

全
国
有
数
の
古
墳
群
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、

同
年
の
一
―
月
七
日
か
ら
翌
四
九
年
二
月
二

こ
の
調
査

は、

昭
和
四―
―
一
年
に
埼
玉
古
墳
群
を
撮
影
し
た
航
空
写
真
に
写
し
出
さ
れ
た
、
墳
丘
南
西

側
の
前
方
部
の
痕
跡
ら
し
い
部
分
と
稲
荷
山
古
墳
周
堀
と
の
切
り
合
い
関
係
の
確
認
を
主

昭
和
六
0
年
度
の
実
施
で
、
調
査
期
間
は
同
年
―
0
月
一
六
日
か
ら
、

古
墳
の
築
造
時
期
は
、

埼玉県教育委員会による古墳群調査一黄

年度 古墳名（ 調査 箇所 ）

二子山， 鉄砲山，奥の山古墳
（周堀トレンチ調査）

43 I稲荷山古墳（主体部）

42 

48 

54 

稲荷山，丸墓山古墳（周堀 卜
レンチ調査）

49 I卸塚， 天王山等小円墳群及び
＿子山古墳（中堤造り出し部）

瓦塚古墳（前方部南側周堀）

/I I鉄砲山古墳（前方部西側周堀）

55 二子山古墳（後円部北方外堀）

56 I愛宕山古墳（後円部東側及び
前方部南側周堀）

57 瓦塚古墳（墳丘西側周堀）

58 鉄砲山古墳（後円部東側周堀）

59 I将軍山古墳（前方部西方地区）

" I二子山古墳（前方部南方外堀）

60 丸墓山古墳（北，南側周堀）

報

『鉄砲山古墳』（

『二子山古墳』（

『愛宕山古墳』（

『瓦塚古墳』（

『鉄砲山古墳』（

今回報告

告

『二子山古墳』（県教育委員会 昭和62年3月）
奥の山古墳は未報告

『埼玉稲荷山古墳』（県教育委員会

” 
丸磁山古墳は今回報告

今回報告

『瓦塚古墳』（県教育委員会

II 

II 

II 

II 

II 

『二子山古墳』（県教育委員会

今回報告

書 等

昭和55年11月）

昭和61年 3月）

昭和60年3月）

昭和62年3月）

昭和60年 3月）

昭和61年3月）

昭和60年3月）

昭和62年3月）

調
査
に
至
る
経
過

丸
墓
山
古
墳
の
調
査

―
二
月

―
一
日
ま
で
で
、

第
三
次
、

61 I瓦塚古墳（東側周堀）

丸墓山古墳（墳丘南崩壊部分）

62 I中の山古墳（北東周堀部分）

丸墓山古墳（墳丘南崩壊部分）

『館報 No.18』（県立さきたま資料館昭和62年 8月）

四
次
は
、

昭
和
六
一
、

六
二
年
度
の
墳
丘
南
斜
面
の
崩
壊
防
止
の
た
め
の
盛

土
修
理
工
事
に
先
立
ち
実
施
さ
れ
た
、
墳
丘
盛
土
の
遺
存
状
況
を
確
認
す
る
調
査
で
あ
る
。

（調
査
結
果
は
保
存
修
理
報
告
に
掲
載
予
定
な
の
で
、

本
書
で
は
取
扱
わ
な

い。）

l

l

 

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
で
あ

っ
た
。

II 

昭和63年度報告予定

II 

周
堀
の
墳
丘
側
立
上
り
部
分
を
、
墳
丘
の
北
側
と
南
側
で
明
ら
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確
認
で
き
ず
、
ま
た
、

周
堀
の
範
囲
も
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
。

―
一
月
二
七
日

l
―
二
月
六
日

墳
丘
南
西
の
各
ト
レ
ン
チ
の
平
面
図
、

墳
丘
北
側
に
第
12
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

パ
ッ
ク
ホ
ウ
を
利
用
し
て
発
掘
す
る
。

一
部
堀
底
ま
で
掘
り
下
げ
。
第
2
ト
レ
ン
チ
は
河
原
石
検
出
面
ま
で

一
月
一
七
日
し
一
八
日

―
一
月
ニ
―
日
ー
ニ
六
日

石
田
堤
東
側
に
第
11
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、

第
15
ト
レ
ン

チ
と
共
に
パ
ッ
ク
ホ
ウ
で
発
掘
゜

土
層
断
面
図
作
成
。
結
局
、
前
方
部
の
痕
跡
は

第
1
ト
レ
ン
チ
、

の
発
掘
に
と
ど
め
る
。
第
5
ト
レ
ン
チ
は
昭
和
四
八
年
度
の
第
11
ト
レ
ン
チ
が
重
複
す
る
。

レ
ン
チ
よ
り
少
な
い
。
第
1
、
2
ト
レ
ン
チ
内
出
土
埴
輪
片
、
河
原
石
等
実
測
。

一
月
一
三
日
し
一
六
日

昭
和
四
九
年
一
月
八
日

l
―
二
日

墳
丘
南
西
の
、
前
方
部
ら
し
き
痕
跡
が
航
空
写
真
に
認
め
ら
れ
た
地
区
に
、
第
15
、
16 ヽ

17
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
第
16
ト
レ
ン
チ
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
利
用
、
碁
盤
の
ロ
ー
ム
検
出
。

バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
利
用
し
表
土
除
去
、

墳
の
外
堀
は
明
瞭
に
検
出
さ
れ
ず
。
）

一
日

第
18
ト
レ
ン

チ
で
丸
募
山
古
墳
両
堀
の
落
込
み
を
確
認
し
、
平
板
実
測
。

近
で
丸
墓
山
古
墳
周
堀
の
落
込
み
を
検
出
、
埴
輪
片
の
出
土
あ
り
。

―
二
月
―
―
日
ー
ニ

0
日

稲
荷
山
古
墳
外
堀
の
西
コ
ー
ナ
ー
と
丸
墓
山
古
墳
周
堀
と
の
切
合
関
係
確
認
の
た
め
、

東
西
一
五
仄
、
南
北
二

0
り
い
の
第
18
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、
表
土
除
去
。

―
二
月
ニ
―
日
し
二
五
日

（
稲
荷
山
古

-
0月
二
二
日
ー
ニ
四
日

第
1
、
2
ト
レ
ン
チ
で
周
堀
覆
土
を
確
認
、
第
1
ト
レ
ン
チ
で
は
西
壁
に
サ
プ
ト
レ
ン

チ
を
設
定
し
掘
り
下
げ
る
。

-
0月
二
五
日
ー
ニ
九
日

両
ト
レ
ン
チ
、
墳
丘
寄
り
で
河
原
石
の
出
土
多
し
。

第
1
ト
レ
ン
チ
の
墳
裾
部
分
を
拡
張
、

テ
ラ
ス
を
検
出
。
周
堀
覆
土
か
ら
埴
輪
片
と
多
数
の
河
原
石
が
出
土
。

-
0月
三
一
日
ー
―
一
月
一

第
1
、

2
ト
レ
ン
チ
、
埴
輪
、
河
原
石
出
土
状
況
写
真
撮
影
。
墳
丘
南
側
に
第
3
i
5

ト
レ
ン
チ
設
定
、

―
一
月
―
二
日
ー
ニ

0
日

第
3
ー
5
ト
レ
ン

チ
掘
り
下
げ
る
。
埴
輪
片
、
河
原
石
が
出
土
す
る
が
、

ロ
ー
ム
面
を
削
平
、
整
形
し
た
と
考
え
ら
れ
る

只
、
長
さ
六
八
•
五
只
と
し
た
。
こ
の
第
13
ト
レ
ン
チ
の
東
の
起
点
か
ら
＝
ニ
・
五
ば
付

古
墳
北
側
に
第
1
、

2
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、

稲
荷
山
古
墳
前
方
部
西
方
外
堀
確
認
用
第
13
ト
レ
ン
チ
を
丸
墓
山
方
向
に
延
長
、
幅
二

ノヽ（
 

田
和
四
八
年
一
一
月
二
四
日

l
―
二
月
五
日

第
一
次
調
査
（
昭
和
四
八
年
度
）

調

査

の

経

過

一
月
一
九
日
ー
ニ
月
三
日

二
月
九
日

各
ト
レ
ン
チ
を
埋
戻
す
。

ノヽ二
第
二
次
調
査

（昭
和
六

0
年
度
）

（
 

昭
和
六

0
年
一

0
月
一
六
日

i
ニ
―
日

土
層
断
面
図
作
成
。

周
堀
落
込
み
を
確
認
。

第
1
、

2
ト

バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
て
客
土
、
耕
作
土
を
除
去
。

第
18
ト
レ
ン
チ
の
周
堀
覆
土
を
掘
り
下
げ
る
。
第
15
、
16
ト
レ

ン
チ
土
層
断
面
図
作
成
。
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そ
の
形
態
は
、

ら
れ
る
の
は
、

最
も
北
に
位
置
し
て
お
り
、

半
代
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

墳
が
数
基
知
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
古
墳
時
代
後
期
、
六
世
紀
初
頭
頃
か
ら
七
世
紀
前

戦
争
ニ
ハ
石
田
治
部
少
輔
コ
ノ
塚
上
ヨ
リ

丸
墓
山
古
墳
を
含
む
埼
玉
古
墳
群
は
、

こ
う
し
た
ロ
ー
ム
低
台
地
上
に
所
在
す
る
が
、

す
る
部
分
も
多
い
。

び
て
い
る
。

し
か
し
、

ら
れ
る
。

各
ト
レ
ン
チ
実
測
を
済
ま
せ
気
球
に
よ
る
写
真
撮
影
を
終
え
た
後
、
砂
を
撒
き
埋
戻
す
。

古
墳
の
立
地
と
概
観

行
田
市
周
辺
に
は
、
秩
父
山
地
に
源
を
発
す
る
荒
川
と
、
群
馬
県
と
の
境
を
流
れ
る
利

根
川
の
氾
濫
原
が
広
が
っ
て
お
り
、
関
東
造
盆
地
運
動
と
呼
ば
れ
る
地
盤
沈
降
現
象
の
あ

一
方
、
大
宮
市
を
中
心
と
す
る
ロ
ー
ム
台
地
の
北
足
立
台
地
は
、
行
田
市
付
近
に
も
伸

ら
北
で
は
、

こ
う
し
た
河
川
の
氾
濫
や
地
盤
沈
降
の
た
め
か
、
鴎
巣
市
付
近
か

周
囲
の
沖
稿
地
と
の
比
高
差
は

一
ば
前
後
し
か
な
く
な
り
、

そ
の
標
高
は
約
一
八
ば
で
、
あ
た
か
も
自
然
堤
防
の
よ
う
な
微
高
地
と
な
っ
て
い
る
。

埼
玉
古
墳
群
は
、
稲
荷
山
古
墳
や
二
子
山
古
墳
な
ど
の
八
基
の
前
方
後
円
墳
と
、
大
円

墳
の
丸
募
山
古
墳
な
ど
が
現
存
す
る
が
、

ほ
か
に
煙
滅
し
た
前
方
後
円
墳
や
小
規
模
な
円

丸
墓
山
古
墳
は
、
群
中
の
大
形
古
墳
の
う
ち
で
は
、

規
模
に
つ
い
て
は
、

水
田
下
に
埋
没

そ
の
東
方
の
稲
荷
山
古
墳
と
共
に

ロ
ー
ム
低
台
地
の
縁
辺
の
立
地
で
あ
る
。

(

1

)

 

一
時
前
方
後
円
墳
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
調

査
の
結
果
か
ら
円
墳
と
み
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
帆
立
貝
式
古
墳
の
う
ち
、
円
墳
に
帰
属
す

る
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
乙
女
山
古
墳
な
ど
の
例
を
除
け
ば
、
日
本
最
大
の
円
墳
で
あ
る
。

周
堀
の
立
ち
上
り
上
端
で
の
計
測
で
約
一

0
五
ば
と
推
定
さ
れ
、

る
地
域
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

高
さ
は
、

同
じ
く
こ
の
周
堀
上
端
面
か
ら
の
計
測
で
は
一
八
・
ニ
ば
（
旧
表
土
上
面
か
ら

は
一
七
•
四

い
）
で
あ
る
。
墳
丘
東
南
に
は
、
標
高
ニ
―
―
―
ー
ニ
四
ば
及
び
三
三
し
三
四
2
9

付
近
に
や
や
傾
斜
が
緩
や
か
に
な
る
部
分
が
あ
り
、
三
段
築
成
の
可
能
性
が
あ
る
。
埋
葬

施
設
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
未
調
査
で
あ
り
、
不
明
で
、
具
体
的
な
言
い
伝
え
も
な
い
。

周
堀
は
一
重
で
、
東
側
で
は
約
三
七
区
、

稲
荷
山
古
墳
の
周
堀
と
は
切
り
合
っ
て
い
な

い。

西
方
の
調
査
は
実
施
さ
れ
た
が
そ
の
範
囲
は
明
確
で
な
く
、
北
側
は
旧
忍
川
に
よ
り

失
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
墳
丘
に
は
全
体
で
な
い
が
、
葺
石
が
あ
る
の
は
誤
り
な
い
。
ま

た
、
埴
輪
を
伴
っ
て
い
て
そ
の
特
徴
か
ら
、
古
墳
の
築
造
時
期
は
六
世
紀
前
半
代
と
考
え

の
は
、
文
政
六
年
(
-
八

二
三
年
）

丸
墓
山
古
墳
の
大
き
さ
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
す
る
文
献
の
う
ち
最
も
古
い
も

(

2

)

 

の
成
立
と
い
わ
れ
る
『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
あ

る
。
そ
の
「
埼
玉
郡
埼
玉
村
」

の
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
西
行
寺
の
項
目
に
丸
墓
山
古
墳

に
つ
い
て
「
客
殿
ノ
北
ニ
ア
リ

続
リ
三
百
間
（
五
四
六

ば
）
高
サ
ハ
三
丈

（
九
•
一
”
9)

二
余
レ
ル
古
塚
ニ
シ
テ
喬
木
生
ヒ
茂
レ
リ
・
・
中
略
：
・
：
・
モ
シ
ク
ハ
コ
ノ
塚
上
代
國
守
ノ

墳
墓
ナ
ト
ニ
テ
ア
リ
シ
モ
知
ヘ
カ
ラ
ス
・
・
・
・
・
中
略
：
．．．．
 

天
正
一
八
年
(
-
五
九

0
年）

ノ

（
忍
）
城
内
ヲ
望
ミ
地
理
ヲ
察
シ
テ
水
責
ヲ

ナ

セ
シ
ナ
ト
博
ヘ
リ
サ
モ
ア
リ
シ
ニ
ャ
塚
上
二
大
日
堂
ヲ
安
ス
」
と
あ
る
。

本
墳
が
す
で
に
「
丸
墓
山
古
墳
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
西
行
寺
と
呼
ば
れ

こ
れ
に
よ
る
と
、

る
寺
の
位
置
は
墳
丘
の
南
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

現
墳
丘
の
南
斜
面
に
崩
壊
が
認
め

て
い
た
こ
と
や
、

こ
の
西
行
寺
の
建
物
が
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
周
囲
の

長
さ
や
、
高
さ
に
つ
い
て
は
、
実
際
と
か
け
離
れ
る
が
、
上
代
の
国
守
の
墓
と
認
識
さ
れ

石
田
三
成
の
忍
城
水
責
め
の
陣
が
墳
頂
に
敷
か
れ
、
大
日
堂
が
あ
っ
た

こ
と
も
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
古
墳
の
南
北
に
遺
存
す
る
土
堤
状
の
遺
構
は
石
田
三
成
が

-3-



｀``  
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
瓦
塚
古
墳
』
（
県
教
育
委
員
会
、

前
方
部
の
痕
跡
ら
し
き

昭
和
六

0
年
三
月
）
な
ど

て
は 丸

墓
山
古
墳
の
立
地
と
概
観
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
庵
辺
の
遺
跡
の
分
布
に
つ
い

こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る

『
武
蔵
埼
玉
稲
荷
山
古
墳』

（県
教
育
委
員
会
、

昭
和
五
五
年
一

一
月
）
や
、

（註）
1

昭
和
四
四
年
一
月
に
撮
影
し
た
、

理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

航
空
測
量
図
作
成
用
の
航
空
写
真
に
、

同
年
度
か
ら
墳
頂
部
と
墳
丘
南
崩
壊
斜
面
の
保
存
修

。

重
点
に
確
認
調
査
が
さ
れ
て
お
り
、

に
複
原
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六

0
年
度
に

は、

（
中
略
）
：
・
：
村
中
古
墳
頗
子
多
く
然
れ
共
一
も
誰
人
の
墳
也
と
云
ふ
こ
と
を
博

へ
ず
獨
り

此
の
墳
の
み
口
碑
に
蘇
我
調
子
麿
の
墓
な
り
と
云
ふ
．
（
後
略）・
：・
:
」
と
あ
る
。
古
墳

(

4

)

 

の
規
模
と
共
に
、
聖
徳
太
子
の
舎
人
で
あ
っ
た
蘇
我
調
子
麿
の
基
で
あ
る
と
の
言
い
伝
え

丸
墓
山
古
墳
の
最
初
の
学
術
調
査
は
、
昭
和
―

0
年、

い
わ
ば
埼
玉
古
墳
群
の
分
布
調
査
で
、

二
年
、
後
藤
守
一
、

郷
土
史
家
清
水
雪
翁
に
よ
る
明
治
四

0
年
刊
行
の

「
:
・
・
:
（
前
略
）

．．．．．
．
 
圃
丘
に
し
て
周
囲
三
百
間
高
さ
五
丈
位
：
・・
:

具
体
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

柴
田
常
恵
氏
ら
に
よ
り
、

ま
た
、

な
さ

長
径
一

0
0ば
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
 

三
木
文
雄
氏
に
よ
り
初
め
て
測
量
図
が
作
成
さ
れ
、
古
墳
の
形
状
が

昭
和
四
四
年
一
月
に
航

昭
和
四
八
年
度
の
範
囲
確
認
調
査
に
碁
‘
‘
つ
き
、

周
堀

の
墳
丘
側
の
立
ち
上
り
部
分
を

空
測
量
図
が
作
成
さ
れ、

周
堀
が
部
分
的

そ
の
後
は
、
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
の
整
備
事
業
に
伴
な
い
、

プ m

クー タ -｀`‘` ｀ 
第 1図 丸磁山古墳測紐図（昭和12年， 後藤守一，三木文

雄両氏による）

高
さ
一
六
ば
、
横
径
九
六
ば
強
、

昭
和

れ
た
。

こ
れ
は
、

調
査
表
に
は
、

丸
墓
山
古
墳
は

を
紹
介
す
る
が
、
確
固
た
る
根
拠
は
な
い
。

次
に
、

(
3
)
 

志
』

「
墳
墓
志
」

こ
ま
、

~
ヽ

時
代
は
降
る
が
、

水
責
め

の
際
に
築
い
た
と
い
わ
れ
、

「
石
田
堤
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
北
武
八

部
分
が
写
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

2

以
下
に
引
用
す
る
の
は
、
歴
史
図
書
社

『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
七
』
（
昭
和
四
四
年
―
一
月
）
に
よ

った。

3

以
下
、
引
用
は
、

歴
史
図
書
社
『
北
武
八
志
』
（
昭
和
五
四
年
一

0
月
）
に
よ
った。

4

丸
墓
山
古
墳
の
名
称
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
言
い
伝
え
か
ら
「
麿
墓
」
と
呼
ば
れ
、
訛
っ
て
「
丸

墓
」
と
な

っ
た
可
能
性
を
記
し
て
い
る
が
、
丸
い
形
状
か
ら
そ
の
名
前
が
付
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
風
土
記
稲
』
で
も
「
丸
翡
山
」
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
天
保
年
間
の
成
立
と
い
う

『
忍
名
所
図
會
』
に
も
「
丸
墓
山
」
と
し
て
記
述
が
あ
り
、
（
そ
の
南
に
あ
っ
た
と
い
う
西
行
寺
に
つ
い

て
は
、

同
書
に
か
な
り
詳
し
い
。
『
忍
名
所
図
會
』
同
編
纂
委
員
会
、
昭
和
六
一
年
九
月
）
江
戸
時
代

に
は
「
丸
墓
山
」
と
い
う
呼
称
が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

5

国
史
跡
指
定
申
請
書
に
活
付
さ
れ
た
も
の
で
、
本
書
掲
載
の
図
は
左
の
文
献
か
ら
転
載
し
た
。

『
古
墳
調
査
報
告
書
第
六
編
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
三
八
年
―
―
―
月

- 4 -



1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 
ー

埼

若

若

小

斉

酒

新

羽

佐

丸

第2図

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

毘沙門山古墳

真名板高山古墳

小針鎧塚古墳

大日塚古墳

袋・台遺跡、古墳

小針遺跡

陣場遺跡

鴻池遺跡

武良内遣跡

高畑遺跡

将軍山古墳

八幡山古墳

愛宕山塚古墳

荒神山塚古墳

地蔵塚古墳

小見真観寺古墳

虚空蔵山古墳

とやま古墳

酒巻 1 号墳

大稲荷 1 号 墳

群

群

群

群

群

群

群

群

群

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

古

古

古

古

古

古

古

古

古

古

山

子

玉

玉

王

小

見

条

巻

郷

生

間

墓

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

長野神明遺跡

長野中学校々庭遣跡

星宮皿尾遺跡

池 守 中 里 地 区 追 跡

丸墓山古墳の位置とその周辺の遺跡
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第
13
ト
レ
ン
チ

（第
3
、

4
、
5
層
）
が
あ
り

ロ
ー
ム
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

層
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
14
ト
レ
ン
チ

昭
和
四
八
年
度
は
、
昭
和
四
三
年
度
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
に
写
し
出
さ
れ
た
、
前
方

部
ら
し
い
痕
跡
の
確
認
お
よ
び
周
堀
の
範
囲
、
規
模
を
確
認
す
る
た
め
の
ト
レ
ン
チ
に
よ

る
調
査
で
あ
る
。

設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
は
、
北
側
の
第
12
ト
レ
ン
チ
、
稲
荷
山
古
墳
外
堀
と
の
切
合
い
を

確
認
の
た
め
の
東
側
の
第
13
、
18
ト
レ
ン
チ
、
前
方
部
ら
し
い
痕
跡
の
確
認
の
た
め
の
、

（第
5
図）

墳
丘
北
側
の
周
堀
範
囲
確
認
用
の
ト
レ
ン
チ
で
、
全
長
三
六
ば
の
部
分
と
、

そ
の
外
方

の
六
•
六
ぃ
いの
部
分
か
ら
成
る
。
地
表
か
ら
約
二
ぃ
い
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
が
、
厚
く
客
土
さ

れ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
そ
の
下
に
灰
褐
色
の
水
田
耕
作
土
が
あ
り
、

や
黒
褐
色
土
が
続
い
て
い
る
が
、
明
確
な
ロ

ー
ム
土
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
六
〇

年
度
第
1
ト
レ
ン
チ
内
で
は
、
明
確
な
ロ
ー
ム
翔
が
墳
丘
寄
り
で
検
出
さ
れ
、

（第
7
図）

さ
ら
に
暗
褐
色
土

旧
表
土
面

は
淡
灰
黄
色
粘
土
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

か
ら
約
二
ば
下
方
（
耕
作
土
面
下
八
〇
パーント[
)

あ
る
い
は
、
こ
の
第
12
ト
レ
ン
チ
の
第
4
層
、
第
5
層
の
下
方
に
同
様
の
ロ
ー
ム
（
粘
土
）

第
18
ト
レ
ン
チ
と
共
に
、
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀
と
の
切
合
関
係
を
確
認
す
る
た
め
に
設

ず
周
堀
が
浅
い
か
掘
削
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

ど
で
、
堀
底
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
。

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
、

昭
和
五
五
年
―
一
月
）

す
で
に
『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
（
埼
玉

で
触
れ
て
い
る
が
、

以
下
に
改
め
て
記
述
す
る
。

本
ト
レ
ン
チ
内
で
は
、
土
層
断
面
図
に
示
し
た
と
お
り
、
南
壁
の
東
の
起
点
か
ら
三
一
・

九
”
い
で
周
堀
の
上
端
部
分
を
検
出
し
た
。
稲
荷
山
古
墳
外
堀
と
は
約
七
・
七
ば
の
距
離
が

あ
る
。
耕
作
土
（
第
1
層
）
下
に
周
堀
毅
土
の
黒
褐
色
土
（
第
2
層
）
、
暗
褐
色
土
（
第
2

層
）
が
あ
る
が
、
第
4
層
の
暗
褐
色
土
以
下
は
湧
水
の
た
め
堀
底
は
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り

確
認
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

周
堀
底
ま
で
は
、
耕
作
土
上
面
か
ら
約
一
・
ニ

l
-
．
六
ば
あ
り
、

お
お
む
ね
平
坦
と
推
定
さ
れ
る
。

（第
8
図）

稲
荷
山
古
墳
外
堀
と
の
重
複
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
東
西
約
一

中
程
よ
り
や
や
西
で
周
堀
の
落
ち
込
み
が
検
出
さ
れ
、
覆
土
は
、
耕
作
土
の
下
に
暗
褐

色
土
が
三
層
に
堆
積
し
て
い
る
。
耕
作
土

な
お
、

本
ト
レ
ン
チ
内
で
は
稲
荷
山
古
墳
外
堀
の
外
方
立
ち
上
り
は
検
出
さ
れ
て
お
ら

（第
6
図）

墳
丘
の
南
南
東
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
、
外
方
の
四

O・
二
ば

(
Aー

A
)
墳
丘
寄

り
の
一
六
•
五

M
(
B
|
B
)
部
分
と
か
ら
成
る
。

A
I
A

部
分
で
は
、
灰
褐
色
の
耕
作

土
の
下
方
に
黒
色
土

こ
の
ロ
ー
ム
は

A
か
ら
約
六
•
五

ば
か
ら
墳
丘
方
向
に
向
か
い
急
激
に
低
く
な
り
、

周
堀

（
地
表
）
面
か
ら
堀
底
ま
で
は
約
一
・
五
訂
ほ

第
12
ト
レ
ン
チ

五
仄
、
南
北
約
二

0
2い
の
方
形
の
ト
レ
ン
チ

（
グ
リ
ッ
ド
）

で
あ
る
。

し
た
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀
調
査
用
ト
レ
ン
チ
と
連
番
に
な
っ
て
い
る
。
）

第
14ー

17
、

25
ト
レ
ン
チ
、

合
計
八
本
で
あ
る
。

（
ト
レ
ン
チ
の
呼
称
は
、

同
時
に
実
施

第
18
ト
レ
ン
チ

約
六
五
パ
い
ご
は
の
で
、

こ
れ
よ
り
は
る
か
に
深
い
。

こ
の
付
近
で
の
稲
荷
山
古
墳
の
外
堀
は
、
耕
作
土
か
ら

昭
和
四
八
年
度

(-) 

遺

構

四

調

査

の

成

果

両
ト
レ
ン
チ
の
状
況
は
、

-6-



土
間
に
黄
褐
色
土
が
堆
積
す
る
箇
所
が
あ
る
。

る
攪
乱
が
存
在
す
る
。

こ
の

第
16
ト
レ
ン
チ

断
し
切
れ
な
い
。

い
ず
れ
も
粘
質
土
層
で

存
在
し
て
お
り
、

こ
れ
も
ロ
ー
ム
と
す
れ
ば
、

こ
の
部
分
を
周
堀
の
外
方
立
ち
上
り
と
判

一
部
に
ロ
ー
ム
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
ロ
ー
ム
は
、

ト
レ
ン
チ
南
端

(
A
)
か
ら
約
一
八

B
|
W
部
分
で
も
土
層
の
堆
積
状
況
は
ほ
ぽ
同
じ
だ
が
、

第
16
、

（第
6
図）

周
堀
底
の
確
認
に
は
至
っ
て

17
、
25
ト
レ
ン
チ
と
共
に
、
前
方
部
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た

ト
レ
ン

チ
で
あ
る
。

し
か
し
、

航
空
写
真
に
写
し
出
さ
れ
た
前
方
部
ら
し
ぎ
遺
構
は
、

構
）
と
判
明
し
た
。

土
層
は
、

灰
褐
色
の
耕
作
土
下
に
茶
褐
色
土
、

り
い
付
近
で
途
切
れ
る
が
、

そ
の
北
に
は
暗
褐
色
で
あ
る
第
6
層
が
、

（第
8
図）

第
25
ト
レ
ン
チ
（
第
8
図）

耕
作
土
下
に
暗
褐
色
土
、

黒
色
土
、

暗
褐
色
土
、

ト
レ
ン
チ
南
端
に
近

い
位
置
に
あ
る
。
耕
作
土
中
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
攪
乱
（
ご
く
新
し
い
時
期
の
溝
状
の
遺

黒
色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、

ほ
ぽ
同
一
レ
ベ
ル
で

「
T
」
字
に
東
西
、
南
北
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
耕
作
土
下
に
暗
褐
色
、
黒

色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、

第
15
ト
レ
ン
チ
か
ら
連
続
す
る
、
耕
作
土
中
か
ら
掘
り
込
ま
れ

第
15
ト
レ
ン
チ
東
方
に
、
東
西
約
三
九

M
の
長
さ
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。

暗
褐
色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、
耕
作
土
と
暗
褐
色

昭
和
六

0
年
度
の
調
査
は
周
堀
内
側
立
ち
上
り
部
分
を
確
認
す
る
目
的
で
、
墳
丘
北
側

第
1
ト
レ
ン
チ

南
北
約
二
七
•
五
ッ
ベ
幅
約
三
区
で
、
墳
裾
に
近
い
周
堀
立
ち
上
り
部
分
を
東
に
五
只
、

幅
五
ぃ
い
で
拡
張
し
た
。
ト
レ
ン
チ
付
近
は
、
公
園
化
の
際
に
八
〇
し
一
四
〇
パ
ー
ン
ト
ニ
で
客
土

が
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
下
に
水
田
耕
作
土
が
三
〇
し
四
〇
パ
ー
ソ
ト
文
の
厚
さ
で
存
在
し
て
い

る
。
現
在
土
面
か
ら
こ
の
耕
作
土
は
重
機
を
利
用
し
て
排
除
、
そ
れ
以
下
の
部
分
は
人
力

で
掘
り
下
げ
た
。

周
堀
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
立
ち
上
り
部
分
ま
で
、

水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

（
パ
ミ
ス
）

耕
作
土
中
に
は
天
明
年
間
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
軽
石
粒
（
浅
間
A
降

下
軽
石
、

以
下
「
浅
間
A
軽
石
」
と
略
）
が
含
ま
れ
る
（
第
3
、
4
層）。

灰
色
土
（
第
5
層
）
、
明
灰
色
土
（
第
7
層
）
が
堆
積
し
て
お
り
、

あ
る
。

南
側
に
三
基
（
第
3
ー

5
ト
レ
ン
チ
）

の
ト
レ
ン
チ

以
下
覆
土
は
暗

立
ち
上
り
部
分
に
は
さ
ら
に
暗
灰
褐
色
土
（
第
10
層
）
が
堆
積
し
て
い
る
。
第
7
、

10
層
が
最
大
層
で
周
堀
底
と
な
る
が
、
周
堀
底
付
近
の
同
層
に
は
、
葦
な
ど
の
禾
本
科
植

物
の
根
と
思
わ
れ
る
植
物
遺
存
体
が
含
ま
れ
て
い
る
。

墳
丘
寄
り
の
周
堀
覆
土
中
か
ら
は
、
多
数
の
河
原
石
及
び
埴
輪
片
が
出
土
し
た
。

没
し
た
後
落
下
し
始
め
、

そ
の
上
の
第
8
、

河
原
石
は
小
は
拳
大
、
大
は
人
頭
大
で
第
10
層
が
10
し
15
バ
ー
ノ
ト
り
堆
積
し
て
周
堀
が
や
や
埋

9
層
が
堆
積
し
て
周
堀
が
約
半
分
埋
没
す
る

ま
で
転
落
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

周
堀
上
方
の
テ
ラ
ス
縁
部
に
貼
ら
れ
て
い
た
葺
石

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
埴
輪
片
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
第
9
層
中
か
ら
で、

的
上
方
の
葺
石
と
ほ
ぽ
同
一
の
レ
ベ
ル
の
出
土
な
の
で
、

比
較

そ
う
し
た
葺
石
と
近
接
し
て
樹

（第
9
、

10
図）

第
15
ト
レ
ン
チ

を
設
定
し
て
実
施
し
た
。

、

、

。

＼
＞
 

ょ

＼
＞
キ
ー

に
二
基
（
第
1
、
2
ト
レ
ン
チ
）
、

外
方
の
立
ち
上
り
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

昭
和
六

0
年
度

こ
の
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第
3
ト
レ
ン
チ

第

4
、

5
ト
レ
ン
チ
と
共
に
墳
丘
南
東
の
崩
壊
の
認
め
ら
れ
る
部
分
の
周
堀
内
側
立
ち

（第
11
図）

周
堀
覆
土
中
か
ら
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
。

上
端
は
ト
レ
ン
チ
外
で
あ
る
。

第
1
ト
レ
ン
チ
の
東
側
に
設
定
し
た

ト
レ
ン
チ
だ
が
、
調
査
期
間
の
関
係
で
、
途
中
ま

で
の
発
掘
に
と
ど
ま
っ
た
。
周
堀
立
ち
上
り
下
端
は
ト
レ
ン
チ
南
部
内
と
思
わ
れ
る
が
、

周
堀
内
で
確
認
さ
れ
た
溝

(
S
D
o
o
1
)
は、

そ
の
覆
土
の
状
況
か
ら
古
墳

の
可
能
性
が
高
い
。

土
が
存
在
し
、

第
4
ト
レ
ン
チ

メー
、

レ

＇ 

昌一――卜

庫

長
さ
一
―
い
い
の

ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
客
土
の
厚
さ
は
約
一

ば
あ
り
、

に
約
一
〇
竺
炉
心
の
厚
さ
で
浅
間
A
軽
石
と
思
わ
れ
る
パ
ミ
ス
を
含
む
灰
褐
色
の
水
田
耕
作

こ
れ
を
取
り
除
く
と
ロ

ー
ム
及
び
周
堀
毅
土
が
現
わ
れ
、

（第
12
図）

そ
の
プ
ラ
ン
が

こ
の
下

度
は
約
五

0
度
で
あ
る
。

部
分
で
あ
る
。
途
中
屈
曲
が
あ
り
、
上
部
が
崩
壊
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
平
均
角

第
2
ト
レ
ン
チ

立
ち
上
り
は
、

ト
レ
ン
チ
端
部

(
A
)
か
ら
一
・
―
―
―
ヅ
い
の
部
分
、
上
端
は
ニ
・
ニ
ば
の

と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ら
に
深
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、

ー

ム
検
出
面
か
ら
約
一

・
ニ
ば
あ
り
、
標
高
は
一
五

•
五
ば
前
後
、
ト
レ

ン
チ
外
方
で
さ

は、

榛
名
山
ニ

ッ
岳
降
下
火
山
灰
層
(

F

A

)

周
堀
底
は
ト
レ
ン
チ
内
で
良
好
に
検
出
で
ぎ
な
か
っ
た
が

ト
レ
ン
チ
の
端
で
は
、

ロ

層
か
ら
の
出
土
で
、
葺
石
よ
り
遅
れ
て
転
落
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
覆
土
内
か
ら
は
埴
輪
片
も
出
土
し
た
が
、

こ
れ
ら
は
、
中
し
上
層
の
第
10
、
11 

墳
丘
は
こ
の
テ
ラ
ス
部
分
か
ら
約
三
五
度
の
傾
斜
で
立
ち
上
っ
て
い
る
。
裂
土
で
あ
る

第

14
層
の
暗
茶
褐
色
土
と
は
凹
凸
の
あ
る
不
整
合
面
を
形
成
す
る
が
、

で
の
若
干
の
土
砂
の
流
失
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

色
の
粘
質
土
で
、

ト
レ
ン
チ
南
端
の

a
層
は
、
青
灰

旧
表
土
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
部
分
的
に
観
察
で
き
る
間
層
の

1a
層

こ
れ
は
こ
の
部
分

上
層
の
第
11
、

13
層
に
及
ん
で
い
る
。

(
d
層
の
ほ
ぼ
上
面
ま
で
）
を
削
り
出
し
て
成
形
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

周
堀
と
墳
丘
の
間
に
は
幅
約
一
・
五
ヅ
い
の
平
担
面
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
ロ
ー
ム
層

も
の
で
あ
る
。

周
堀
覆
土
中
か
ら
は
、
第
1
ト
レ
ン
チ
同
様
、
葺
石
と
考
え
ら
れ
る
河
原
石
が
出
土
し

た
。
第
15
、

14
靡
が
約
二
〇
パ
ー
ソ
ら
ほ
ど
堆
積
し
た
後
、
転
落
し
は
じ
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、

り
面
は
、
下
方
は
比
較
的
遺
存
状
況
が
良
い
が
、

上
方
は
若
干
崩
壊
し
て
い
る
。

黄
褐
色
土

（第
15
層
）
が
堆
積
し
て
い
た
。

い
ず
れ
も
ほ
ぽ
、
自
然
な
埋
没
状
況
を
示
す

周
堀
は
墳
丘
側
で
そ
の
底
か
ら
約
七

0
度
の
急
角
度
で
立
ち
上
る
。

ニ
し
一
五
・
―
―
―
ば
で
あ
る
。

（第
13
、

こ
の
付
近
の

ロ
ー
ム
層
は
所
謂
プ
ラ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
下
方
が
淡
灰
黄
色
で
、

ら
に
下
方
で
は
、
黄
色
味
が
薄
れ
る
が
、

周
堀
底
は
こ
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
標
高
一
五
・

こ
の
周
堀
立
ち
上

れ
た
が
、

旧
表
土
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、

ロ
ー
ム
も
耕
作
で
若
千
削
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。

き
よ
う
。

さ

含
む
水
田
耕
作
土
が
存
在
す
る
。

こ
れ
を
取
り
除
く
と
す
ぐ
に
ロ
ー
ム
と
周
堀
が
検
出
さ

周
堀
底
は
ゆ
る
い
凹
凸
が
あ
る
が
、

ほ
ぽ
平
坦
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で

立
さ
れ
て
い
た
も
の
が
破
損
し
て
転
落
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

上
り
を
確
認
す
る
た
め
に
設
定
し
た
。
幅
一
・
八
只
、

約
八
〇
忙
/
卜
心
で
客
土
さ
れ
て
お
り
、

長
さ
は
七

•
O
”い
で
あ
る
。

そ
の
下
に
浅
間
A
軽
石
と
思
わ
れ
る
パ
ミ
ス
粒
を

周
堀
覆
土
は
暗
灰
褐
色
土
（
第
10
燭
）
、
明
灰
褐
色
土
（
第
11
層
）
、
灰
褐
色
土

14
層
）
が
堆
積
し
て
お
り
、
堀
底
に
近
い
部
分
に
は
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
暗

- 8 -



分
よ
り
下
方
、

こ
の
た
め
か
、

第
5
ト
レ
ン
チ
（
第
13
図）

堀
底
と
は
約
六

0
度
弱
の
角
度
を
有
す
る
。

ト
レ
ン
チ
南
手
を
中
心
に
攪
乱
が
目
立
つ
。

チ
同
様
時
間
差
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

確
認
さ
れ
た
。

周
堀
覆
土
は
、

墳
丘
側
か
ら
自
然
に
埋
没
す
る
状
況
を
示
し
て
お
り
、
立
ち
上
り
付
近

で
は
暗
褐
色
土
（
第
12
し
16
層
）
が
斜
め
に
四
し
五
層
に
堆
積
す
る
。
そ
の
上
方
に
は
暗

褐
色
土
（
第
8
し
10
層
）
、
灰
褐
色
土

周
堀
覆
土
中
か
ら
は
第
1
、
第
3
ト
レ
ン
チ
同
様
葺
石
と
考
え
ら
れ
る
河
原
石
及
び
埴

輪
片
が
出
土
し
た
。

葺
石
は
、

は
大
半
が
第
10
、

周
堀
が
第
16
、

る
途
中
に
転
落
し
始
め
て
お
り
、

15
層
が
埋
没
し
、

第
14
層
が
堆
積
し
て
い

上
層
の
第
9
層
中
に
及
ん
で
い
る
。
埴
輪
片
に
つ
い
て

11
履
に
包
含
さ
れ
て
お
り
、

葺
石
と
の
落
下
と
は
第
1
、
第
3
ト
レ
ン

周
堀
底
は
、
緩
い
凹
凸
が
認
め
ら
れ
る
が
平
坦
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
く
、
標

高
は
一
五
•
四
ー
一
五
・

六
ぃ
いで
あ
る

。

立
ち
上
り
部
分
は
比
較
的
良
好
な
遺
存
状
況
で
、

幅
ニ
・
七
〉
べ
長
さ
九
区
の
ト
レ
ン

チ
で、

B
部
分
）
と
一

部
重
複
し、

ト
レ
ン
チ
付
近
で
は
、

下
に
水
田
耕
作
土
（
第
7
、

灰
色
土
（
第
9
し
12
層
）

昭
和
四
八
年
度
の
第
14
ト
レ
ン
チ

(
Bー

七

0
り

ぶ

ら
一
・
ニ
ば
の
厚
さ
で
客
土
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

8
層
）
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
下
の
暗
褐
色
土
や
暗

の
存
在
は
、

周
堀
の
確
実
な
覆
土
で
あ
る
第
13
層
以
下
と
は
断

続
す
る
堆
積
状
況
に
あ
り
、
後
世
、
同
部
分
を
削
平
す
る
事
業
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

堀
底
は
確
実
に
検
出
し
て
い
な
い
が
、

第
4
ト
レ
ン
チ
の
状
況
か
ら
、

掘
り
下
げ
た
部

ほ
ど
な
く
の
部
分
か
と
思
わ
れ
る
。
立
ち
上
り
も
、

崩
壊
が
起
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、

比
較
的
古
い
時
期
に

凹
凸
が
目
立
っ
て
お
り
、
堀
底
か
ら
の
立
ち
上
り

角
度
は
約
二
五
度
前
後
と
、
他
の
ト
レ
ン
チ
内
の
状
況
と
比
較
し
て
緩
や
か
で
あ
る
。

（第
11
層
）
が
堆
積
し
て
い
る
。

ハ
ケ
メ
の
も
の
は
な
い
）
。

内
面
は
タ
テ
の
ナ
デ
、

及
び
ヨ
コ
な
い
し
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
を

昭
和
六

0
年
度
（
第
16
ー
21
図）

が
、
古
墳
の
時
期
を
直
接
示
す
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

覆
土
中
か
ら
は
葺
石
と
考
え
ら
れ
る
河
原
石
と
埴
輪
片
が
出
土
し
た
が
、

攪
乱
の
た
め

点
数
は
少
な
か
っ
た
。

ーヽ
ノ二（

 
主
に
調
査
法
に
起
因
す
る
が
、

第
18
ト
レ
ン
チ
以
外
の
遺
物
は
少
な
く
、

第
18
ト
レ
ン
チ
内
の
周
堀
覆
土
中
の
出
土
で
い
ず
れ
も
破
片
で
あ
る
。
な
お
、
未
確
認
と

は
い
え
稲
荷
山
古
墳
外
堀
に
隣
接
す
る
箇
所
で
あ
り
、
稲
荷
山
古
墳
に
帰
属
す
る
遺
物
が

出
土
遺
物
の
種
類
と
し
て
は
円
筒
埴
輪
、
形
象
埴
輪
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
あ
っ
た
。

ー
ー
3
は
普
通
円
筒
の
口
縁
部
、

4
し
6
は
朝
顔
円
筒
の
口
縁
部

(
6
は
下
方
部
位
）
で

あ
る
。

7
し

22
は
円
筒
体
部
で
、

い
ず
れ
も
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
タ
テ
方
向
の
ナ

デ
と
そ
の
後

の
タ
テ
ま
た
は
ナ
ナ
メ
方
向
の
ハ
ケ
メ
で
仕
上
げ
て
い
る
。

の
大
巻
い
も
の
は
な
く
、
偏
平
な
台
形
を
し
た
も
の
が
多
い
が
、

形
に
近
い
も
の
も
あ
る。

片
で
あ
る
。

23
ー

28
は
円
筒
の
底
部
、

37
は
須
恵
器
の
甕

の
破
片、

29
は
楯
形
、

38
を
除
き
、

タ
ガ
は
突
出
度

20
、

21
の
よ
う
に
三
角

30
は
人
物
の
顔
面
の
破

31
以
下
は
形
象
の
破
片
だ
が
器
種
不
明
で
あ
る

(34
は
馬
の
一

部
か）。

6‘ 3
 

38
は
第
13
ト
レ
ン
チ
周
堀
覆
土
中
出
土
の
高
杯
脚
部
破
片
だ

各
ト
レ
ン
チ
と
も
墳
丘
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、

比
較
的
ま
と
ま
っ
た
量
の
埴
輪
片
が
出

土
し
た
ほ
か
若
干
の
土
師
器
、
須
恵
器
片
も
あ
る
。

埴
輪
片
で
最
も
多
い
の
は
円
筒
の
破
片
で
、
各
部
位
の
破
片
が
あ
る
。

成
形
及
び
調
整

は
、
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
を
碁
本
と
し
て
い
る
が
、

ナ
ナ
メ
と
な
る
も
の
も
あ
る
（
ヨ
コ

混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

昭
和
四
八
年
度
（
第
14
、

遺

物

15
図）
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5
 

れ
以
外
は
未
確
認
で
あ
る
。

形
象
に
つ
い
て
は
点
数
も
少
な
く
、
器
種
の
判
明
し
た
も
の

（
こ
の
ほ
か
、

墳
丘
表
採
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
第
22
図
に
掲
載
し

て
お
い
た
。
）

（註）

1

川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
諭
」
『
考
古
学
雑
誌
』
6
4
|
2
日
本
考
古
学
会

2

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年
―
一
月

3

『
二
子
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六
二
年
三
月

4

丸
墓
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
片
中
に
は
、
稲
荷
山
古
墳
の
一
箇
所
に
タ
ガ
を
三
条
貼
る
円
筒
の
系
譜

と
考
え
ら
れ
る
三
稜
タ
ガ
の
破
片
が
あ
り
（
第
20
図
75
等
）
二
子
山
古
墳
の
も
の
に
は
そ
れ
が
認
め
ら

れ
な
い
。

両
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
註
3
の
文
献
中
で
述
べ
て
お
い
た
。

靱
の
翼
状
の
飾
り
の
部
分
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
三
年
九
月

も
少
な
い
。

2て

28
は
そ
の
台
部
で
、
大
刀
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

3
ま
9
ー

ま、

3‘

て
し

1

32
の
よ
う
に
円
形
（
正
確
に
は
不
正
円
形
）

の
も
の
が
確
認
で
き
た
が
、

そ

こ、
、
1

ま
ト

゜
う

底
面
に
ほ
禾
本
科
植
物
の
茎
の
痕
跡
を
残
す
も
の
が
多
い
。

ス
カ
シ
に
つ
い

タ
ガ
部
分
で
破
損
す
る
が

25
は
底
部
低
位
に
タ
ガ
を
貼
り
廻
ら
す
例
で
あ
ろ

74
の
よ
う
な
三
ケ
所
に
稜
を
持
つ
特
殊
な
も
の

--9が
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--’ --・・ ..,. 
¢/ 

,. / ---• 
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あ
っ
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、ヽ

突
出
度
の
大
き
い
も
の
も
や
や
目
立
ち
、

例
外
な
く
端
面
を
作
り
出
し
て
い
る
。

タ
ガ
に

つ
い
て
は
、

台
形
や

M
字
形
を
基
調
と
し
、

用
い
る
。

ロ
縁
部
は
、
外
反
さ
せ

（朝
顔
は
直
線
的
）

ョ
コ
ナ
デ
で
仕
上
げ
る
が
、

ま．一ま
,“̀，＂̀ 

位．｀―
I~ .•: 

.. .．ヽ・．̀ 
―̀‘ ・;:,. • .L ~・ヘ ｀ 這で→．、 ．、こ、~

ー^・‘
へマヽ

＾ミ芯・'‘

-̂、

息
蛾
認
望

一
ーて

．．
 』

第 3図 『忍名所図會』中の丸墓山古墳
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め
ら
れ
ず
、
墳
丘
コ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
も
円
丘
状
に
整
然
と
し
て
い
る
。

丸
募
山
古
墳
の
墳
形
は
、
そ
の
南
西
方
に
航
空
写
真
に
写
し
出
さ
れ
た
堀
状
の
地
下
遺

構
に
よ
っ
て
、
比
較
的
小
規
模
な
前
方
部
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が

こ
れ
は
昭
和
四
八
年
度
の
調
査
で
、
新
し
い
溝
状
遺
構
と
判
明
し
た
。

埼
玉
古
墳
群
周
辺
で
は
、

昭
和
に
な
っ
て
稲
荷
山
古
墳
や
若
王
子
古
墳
な
ど
、

ば
規
模
の
大
形
前
方
後
円
墳
が
削
平
も
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
が
、

規
模
工
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
丸
募
山
古
墳
の
場
合
、

た
記
録
も
な
く
、

ま
た
、
前
方
部
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
う
し

そ
れ
は
南
側
階
段
部
分
の
南
西

以
上
の
点
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
部
分
的
な
が
ら
、
今
ま
で
の
調
査
結
果
に
よ
る
限
り
、

前
方
後
円
墳
で
な
く
、

な
っ
た
。

わ
が
国
最
大
規
模
の
円
墳
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

丸
墓
山
古
墳
の
規
模
は
、
昭
和
六

0
年
度
の
調
査
で
は
、
周
堀
の
内
側
立
ち
上
り
上
端

の
計
測
で
直
径
一

0
五
ば
（
み
か
け
の
墳
丘
立
ち
上
り
部
分
の
直
径
で
は
一

0
二
”
い
）
と

周
堀
の
外
径
は
、
外
側
の
立
ち
上
り
が
確
実
に
捉
え
ら
れ
た
、
昭
和
四
八
年
度

第
18
ト
レ
ン
チ
付
近
で
幅
約
三
七
ば
な
の
で
、
昭
和
六

0
年
度
調
査
で
確
認
さ
れ
た
内
側

の
立
ち
上
り
を
碁
準
に
し
た
同
心
円
形
で
推
定
す
る
と
、
約
一
八

O
Mと
な
り
、
今
ま
で

推
定
さ
れ
て
い
た
周
堀
よ
り
小
さ
く
な
る
。

内
側
の
立
ち
上
り
部
分
は
、

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
確
認
さ
れ
た
、

い
ず
れ
も
部
分
的
な
確
認
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
形
態
・
規
模
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、

周
堀

こ
の
古
墳
の
周
堀
の

ま
だ
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
不
十
分
で

付
近
の
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
の
部
分
の
墳
丘
に
は
、
大
規
模
な
採
土
の
痕
跡
や
崩
壊
も
認

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大

あ
っ
た
が
、

墳
形
及
び
周
堀
に
つ
い
て

五

ま

と

め

1
0
0
 

（
註
は
前
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

は
円
形
の
ほ
か
、
半
円
、

六
世
紀
前
葉
頃
に
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。

二
子
山
古
墳
が
六
世
紀
前
半
で
も
そ
の
中
ば
頃
と
推
定
さ

方
形
の
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、

行
す
る
要
索
が
認
め
ら
れ
る
。

古
墳
に
伴
う
こ
と
が
確
実
な
昭
和
六

0
年
度
出
土
の
円
筒
埴
輪
か
ら
、
丸
墓
山
古
墳
の

年
代
を
検
討
す
る
。

ス
カ
シ ス

形
状
は
、
大
き
な
破
片
（
第
16
図
1
)
か
ら
推
定
す
る
と
、

に
も
達
す
る
、
古
墳
群
中
の
円
筒
埴
輪
と
し
て
は
最
大
級
と
な
る
も
の
が
あ
り
、

の
多
段
タ
ガ
の
大
形
品
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
で
仕
上
げ
て
お
り
、

(

1

)

 

ス
カ
シ
は
円
形
の
も
の
ば
か
り
で
、
製
作
技
法
の
特
徴
か
ら
川
西
編
年
の
＞
期
の
範
疇
に

入
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
 

こ
れ
ら
に
類
似
す
る
円
筒
埴
輪
を
出
土
し
て
い
る
埼
玉
古
墳
群
内
の
古
墳
は
、
稲
荷
山

(
3
)
 

及
び
二
子
山
古
墳
で
あ
る
。
稲
荷
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
外
面
を
タ
テ
ハ
ケ
メ
で
仕
上

げ
る
も
の
を
主
体
と
す
る
が
「
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ
」
を
加
え
る
も
の
が
若
千
認
め
ら
れ
、

カ
シ
も
円
形
の
ほ
か
、
半
円
、
方
形
の
も
の
が
あ
り
、
丸
墓
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
よ
り
先

次
に
二
子
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
外
面
を
タ
テ
ハ
ケ
メ
で
仕
上
げ
て
お
り
、

ス
カ
シ
の
形
態
を
除
け
ば
、

(

4

)

 

タ
ガ
の
突
出
度
や
作
り
の
点
で
、
丸
墓
山
古
墳
の
も
の
よ
り
後
出
的
と
言
え
よ
う
。

完
形
品
が
な
く
、
破
片
に
よ
る
検
討
で
は
あ
る
が
、
丸
墓
山
、
稲
荷
山
、

の
円
筒
埴
輪
を
比
較
す
る
と
、
稲
荷
山
↓
丸
墓
山
↓
二
子
山
、
と
い
う
時
間
的
序
列
が
考

え
ら
れ
る
。
古
墳
の
築
造
時
期
の
順
序
も
同
様
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
稲
荷
山
古
墳

が
五
世
紀
末
し
六
世
紀
初
頭
、

(
5
)
 

れ
る
の
で
、
丸
募
山
古
墳
の
年
代
は
、

あ
る
。

こ
れ
ら

古
墳
の
築
造
時
期
に
つ
い
て

二
子
山
古
墳

ロ
縁
が
直
径
約
五
五
パ
炉
”

そ
の
補
足
調
査
が
さ
ら
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第12トレンチ土層断面

A → 

土 --

立 三 二
3
 

4
 

疇
ヽ

A 
17.900m 

3
 

B
 

B' 
17.900m 

1
 

3
 

第12トレンチ土層説明

l客土 V暗褐色

2灰褐色（耕作土）

3．暗褐色（鉄分含む）

4．黒褐色

5．暗褐色
5
 

第14トレンチ土層説明

A-AI B-BI 

1灰褐色（耕作土） 1灰褐色（耕作土） l'.暗褐色（客土、ロームプロック含む）

2．暗褐色（鉄分含む） 2．暗褐色（鉄分含む）

3黒 色 ， 3．暗褐色（ロームプロック、鉄分含む）

4黒 色(3に比べ灰色味がある） 4黒色（灰色味があり、鉄分含む）

5黒色（鉄分含む） 5．黒色

6．黒 色(5に比べ青灰色味があり、粘性強い）

8
I
 

第14トレンチ土層断面

A → 

゜
4m 

第 5図 丸慕山古墳第 12, 14トレンチ土園断面図



全 14トレンチ土層断面（前ページから）
E
 

,A00 
3
 

7
 

ー
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旦— B 
， 

17.300m 
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4
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第15トレンチ土層断面

A → 

二攪乱 一、一一
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ニニ
三 V

I
 

6
 

~ → 

4. 

5
-
6
 

＼、.. ． 
A 

17.300m 

1
-
2
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゜
4m 

第15トレンチ土層説明
l．灰褐色（耕作土）
2．茶褐色（ロームプロック含む）
3．暗褐色（鉄分を含み、高師小俯発達する）

4．黒色
5．黒色(4よりさらに暗い）

6．暗褐色（ロームの変化土？）

第 6図 丸砥山古墳第 14, 15トレ‘ノチ土層断面図



第13トレンチ土層断面
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土 土 立 巳
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I
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.. A
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17.300m 

土層説明

l客土

2灰褐色（耕作土）
3黒褐色

4．暗褐色

5 ．暗褐色（粘性に富み、灰白色の粘土層をはさむ）
6．黒褐色

4m 

第 7 図 丸墓山古墳第 13 トレンチ土層断面図
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第16トレンチ土層断面
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第18トレンチ土層断面
A 

第16 トレンチ土層説明

l ． 灰褐色（耕作土）
V灰褐色(1と略同質の耕作土）
2 ． 暗褐色（鉄分を含む）
3 ．黒 色（やや灰色をおびる）

第18 トレンチ土層説明

l ． 灰褐色（耕作土）
2 ． 暗褐色（ロームプロック含む）
3 ． 暗褐色（灰色味あり）
4 ． 暗褐色（粘性強い）
5 ． 暗褐色（灰褐色の粘土層を包含する）
6 茶褐色

17.700m 

第25 トレンチ土層説明

1 灰褐色（耕作土）
2 ， 暗褐色（鉄分を含み高師小僧発達する）
3黄褐色（鉄分を含み高師小僧発達する）
4黄褐色（鉄分、ロー ムプロック含む）
5 ．黒 色
6 ． 暗褐色（粘質土）

9
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゜ 4m 

第25トレンチ土層断面
A 

→ 

-

5＿
6
 

� 
,

A
00
 

3
 

7
 

ー

-
5-
6

ニ 5
 
6
 

第 8 図 丸墓山古墳第 16, 18, 25 トレンチ土層断面図
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a ． 青灰色（白色のパミス、 橙色の粒子少是含む。粘性強くかたくしまる。）
b ． 暗黄褐色（ロ ー ム層）
C ． 鮮黄掲色（ロ ー ム層）
d ． 暗灰 黄色（ロ ー ム層）
e ． 黒褐 色（ロ ー ム層、プラックパンド相当層）
f ． 淡灰黄褐色（ロ ー ム陪）

ぷ灰 色（aの明るい部分）

第9図 丸墓山古墳第1トレンチ乎面図及び土層断面図
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第10図 丸墓山古墳第1トレンチ葺石，埴輪出土状況
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3T土層説明
1 ．客 土（茶掲色土。ロー ム ・ 小石含む）
2 ． 客 土（明灰色砂質土）
3 ． 客 土（浅間山 A 降下パミス含む。黒灰色 、 灰掲色、明灰色、 暗掲色土のプロ ック含む）
4 ． 客 土（暗渇色土。わずかに焼土粒子含み 、 灰褐色土粒子混入）
5 ． 客 土（暗褐色土。小礫多逗に混入）
6 ． 客 土（旧道路盛土。礫を多証に含む明掲色土）
7 ． 暗灰掲色（ロー ム、暗掲色土の小プロ ックを多磁に混入。天明パミス少迅含む）
8 ． 灰 褐 色（浅間山 A 降下パミス、 焼土粒子をごくわずか含む。ロー ム粒少是混入）
9 ． 暗 掲 色（灰色味があり、 焼土粒子、茶褐色土粒子少最含む。ロー ム、明灰色土のプロック多く含む）

10 ． 暗灰褐色（茶掲色土粒子、 焼土 、 炭化物粒子含む。ロ ー ム、灰色土粒子混入）

11 ． 明灰掲色（茶褐色土粒子 、 焼土、炭化物粒子含む。ロー ム 、 暗掲色土粒子混入）

12 ． 暗灰褐色(10に近似。炭化物、 茶掲色粒子含む）
13 ． 灰 掲 色（焼土、 炭化物粒子、 茶掲色粒子含む。ロ ー ム粒子、 暗褐色、灰色土混入）
14 ． 灰 掲 色(13に近似。13よりやや明るくしまる）
15 ． 暗黄掲色（ロー ムプロック多蓋に混入） 16 ．暗褐色土プロック

a ．ロ ー ム基盤（黄褐色）
b ． ロ ー ム基盤（黒掲色）

第11図 丸墓山古墳第3トレンチ平面図及び土層断面図
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5T土層説明
L客 土（茶褐色土。ロー ム、小石含む）
2客 土（明灰色砂質土）
3客 土（暗灰褐色土。小礫含む）
4客 土（灰色土。天明パミス含む、黒灰色、灰褐色、明灰色、暗褐色土のプロック混在層）
5客 土（暗褐色土。小礫多盪に含む）
6客 土（旧道路盛土。礫を多批に含む明褐色土）
7．暗灰褐色（浅間山 A降下パミスわずかに含み、ロー ム、暗褐色土の小プロックを多批に含む）
8．暗 灰 色（浅間山A降下パミス、焼土、炭化物粒子わずかに含む）
9．暗 褐 色（ロー ム、暗灰褐色土のプロック、粒子を多是に含む）

10．暗灰褐色（焼土 ・ 炭化物粒子含む。ロー ム ・ 明灰色土のプロック、粒子を含む）
11．暗 灰 色（焼土炭化物粒子含む。明灰色土・灰褐色土粒子混入。粘性に富む）
12．暗 褐 色（焼土 ・ 炭化物粒子含む。ロー ム ・ 明灰色土粒子混入）
13 ．黒 褐 色（炭化物粒子含む。ロー ム ・ 茶褐色土・灰色土粒子含む。植物性繊維含む）
14．暗灰褐色（炭化物粒子含む。ロー ム ・ 茶褐色土 ・灰色土粒子含む。植物性繊維含む）
15．暗 褐 色（ロー ム粒子含む）

昭和48年度第14トレンチ跡

第 13 図 丸墓山古墳第5トレンチ平面図及び土層断面図

-20-



§ゴ ー
A
 

9
,

＇ 

ー
ム
'
’
9
9
9
,

ヽ

ー

ー

A
 

A ＇ 
18.000m 

゜
3m 0葺石

●埴輪

•— A 
， 

18/lOOm 

4T土層説明

］吝 土（茶褐色士。ローム、小石含む）

2吝土 （明1火色砂質土）

3客 土（浅間山A降下パミス含む。黒灰色、灰褐色、明灰色、暗褐色土のプロック含む）

4客 土(II沼褐色土。わずかに焼土粒子含み、灰褐色土粒子混入）

5吝 土（賠褐色土。小礫多菰に混入）

6．吝 土（旧道路盛土。媒を多品に含む明褐色土）

7./火褐色（浅間1l1A降7‘’パミスわずかに含み、ロ ーム粒況入）

8.l1音褐色（焼土、炭化物粒子少批含む。ロームプロック混入）

9.11音褐色（焼土、炭化物粒子少屈含む。灰褐色、黄褐色土の微粒子含む）

JO. II粁褐色（焼士、炭化物粒子少紐含む。灰褐色、黄褐色、黒色土の微粒子、黒色土のプロック含む）

]],/火褐色（焼土、炭化物粒子少羅含む。灰色、黒褐色土のプロック含む）

12.11音褐色（焼土、炭化物粒子少屈含む。黒褐色土プロック混入）

13.11音褐色（焼土、炭化物粒子少悩含む。黄褐色、灰褐色土混入）

］4．暗褐色 (I火色味があり、焼土、炭化物、茶褐色土、ロ ーム粒含む）

15．暗褐色（硬質。炭化物含む。ローム、灰色土、黒褐色土プロック混入）

16. II附褐色（硬質。炭化物含む。ローム、黒褐色土プロック混入）

0 . 

. ・: 
ゞーヘ、こ ． 

------- -------0--------

第 12図 丸慕山古墳第 4 トレンチ平面図及び土層断面図
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i
-
l
 

;I.§ 

ざ，

7．＇
i-i

さ

9,
t.i,

• 

互’i-g

苓．，
r

と
言条

裏
"̀

え`、＿姿
羞迄

含ゞ
』＇

さ
令
．``

乏

ジ`
、
・l"
ー`

／
ー`i

．'̀｝ 宙

ふ心
l
l

8
 

’↓

b々
.

／ヽ

ー：
 

l
 

f
涵

[i

竺
g・

m
 

因
迂
・
辛
竺

’ヽ・{-へ'「
'、

"≪
 

c
 

＼
べ

，

1

なB
L
 

丸
舟
，
J

t
"

心
‘
ゞ
ふ

．t

．it

O2
 

9,̀
l
-

9

,

 

戸

7

î
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第 14図 丸墓山古墳第 18トレ ンチ出土遺物
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ǹ
 

a

心t
‘
~

.

.
,
＼
¥
 

心～
9
バ

r‘. 

<
 

髯
、
ざ

•
9 

2
r
 

囀
’

5
 

2
 

門

□□□
）

な
も

l
 
•. 

4

J

 

盆

鋼畠
喜

゜ヽ

意
意
ヽ
＞
心
ぷ
’yi

翌
鐙
詈
亨

{c.ィ

蓋
ざ
，
．．．
 
‘、9
.

＂．
"

“

3

．
ぷ
予
〗
'
,
;
〗
奇

暑
言
-,4

予

青`
巳
t

ぃ

i
tり
も

＂＂ 
．3
.

払

ぎ

、，ヽ
・

*
r
,
-
．r
'
,
9

、.
 

.. ，
 _.,
 

｀
＇況
内
．
t
，
ヽ
：

i
'，．
'
y
&
 ．．

 
ざ

.
,
t
,‘、5t‘
・-t'

．
 

.9-―
 

9.

＂
バ

・ゞー
・

—

`
，
'
‘

奇
災
母

ー

．．
 
，ヽ
‘.蓋

●
-

•— 
．．．
 忍

咆
・
・
｝
・

‘晟
f
"
パ
，
恐

．．
 
・ヽ人名
・
忍、

3

5
A
．い

2
 

門

□い
」•• 

．`
 さ

f

え
＇
肛
9
-
•
一
ニ
・
｀

唸

忌
＃
温

憂｝

9

.

 ま

き
4
盆
む

・↑,．

i
-ご

貸
印
会
灸
‘ぞみ

•••• 言
〗
畠
ご
答

ヽ

1
.
J
.

9
.
b
 

＾
 

、．

.｝
＜
ふ
ぶ
’
`
•

•59
9.a'

:` 

r
l
 

,
．9

紗
．．
 
pr‘, 

・
ヽ
‘
『ふ・

J‘
ー

危，
．．．． 

・ヽ
し

t
.

翠
‘4‘

ぃ
.• 

．
．．
 し．．
．．
 

J

、,`
'
.

^
 

．．． 

ヽ

'‘

"ゞ¥ふ＇・

・

•09 
9
.
 

グゞ
・

,．,`

r
.-

＇ 

..

.
 
9
 

1
 .. 
‘
 

f
 

'‘
 

9
 ..
 r
 

9
ァ

．

．
 

i

．, 
．
 

．．
．
 
；^』

.‘
 •

• 9
『・

,
．,
．‘‘
 
'‘.，
 

ベ＂い

し‘
4

’ゞィ

.
9
 

9

、•. 忍・＂：ら
7•. 

I
 

',．，
 

．．
 

．．． 

6
 

,
 

••• 

i
r
 

．
 

2
 。

•

一

••

. 

1

.

 

2
 

•
. 

こ

•
-

、

＇

-

f

-

・

 

p
”
』

5

r
 

“} "
-．． 

ヽ

.’
 

，
 

”
 

••• 咋
,
9
[
3
 

•”. 
．．
 

•• 

i
.
9・

ぐ
ぶ
t

．．．
 
，
 

，
 

‘
 

々
芯

；
 ヽ

ヽ`
・
r̀
 

., 杜

・丸

J

.5
:
．ヽ
．．．
 

亀．

.

.
 
9・ 

{
•9.1

...,

.,. 
、,．
9

A
9
,

・

ヽ
'
9
,

＂f

べ
迄

・ヽ
ニ
漬

9・

●ゞ曇．＇E
 

べ＂．＂

‘．

、＂ぶ
3
.
5
．pヽ̀・

9ヽ: 

心
ぶ
辰

l
,
i
 
•••• 

i'̀
．
,
．
「
ぷ
ぶ
a
.,’‘

．．．
．
 ダル

、し
(."い“
マ

3
.
9
＼苔

t'，；

&‘ム

l`

．．
 
，I"' ざ‘. 

4
 

□2
 

•. 
，・

りし・
4.、

9

··
,

9
•
9.
>

••• 
's̀

い

l
h
.‘.S
9
9
.
,
．,．
 

•• 
‘.‘~ 
•

• 

‘
,

9

 

•9

, 

.

.
 l
・
し
．
t

•

j
“
"
し
，
｀
．
＂
，
．
＂
ー
ょ
‘

i

:

‘
h
,
．t,i"
U
じ

・

,．
 

｀
 

ー`・

ヽ
＇̀’
↓
,
＇
 

e
,.',
•9999 

••• 

,
．
 

.,．``

.＇¥,'̀
 

‘~ •

• 

¢
ぃ
ぃ

t,＂・↓ベ

.

0

9

 

＇ ・
・
,1,．4

、

,. 

し
』9

 
.

.

 ＂・
 

．
ヽ
ぃ
'
•
•
‘
`
‘

"

9
^
9
 .

.

 

5
 

9
,
 

V
-

9
 

.

.. ・
 

・し＼
ヽ'J

、.̀’

9
9
.
,

．
9,
・『

.

9

・l

.

 

•9

. 

や`

".2
.
d
“
,
V{
、

‘,
9
 

: A 4 ← 9~- .， 9` ，．ヽ•
ヽ rr、 て·9 鼻• 9 9 ：窃~·.,

..,:, ,,'•.;• -
合・ベ＼`＇一＇ ビi•l 
t .,,,,·..• 

し
呼的喋ミ乞：・疇ヽ•i99J•ふ．．年知; 4 ．， 

7
 

2
 

門

□い

淀

ァ

.. ～. 

。f
-9

り

ゞ
唸
t.

ig 

.
i

笠

ヽ

r
f

で

,
9
.
 

守
炉
‘
,

.p 

↓
 

9

9

・ヽ
t

‘
.
9
 

•
9
9

、

知
¥

.rt5いを、・
・1
[

：
•• 

；
 

r¥
・
 

J
・

i
ザ・；
；

.t:.”

．̀．
し
紫
を
ャ
・

“

•Jr' 

9
9
 ..
.
 

｀r＿い・

-.

J
t
'
 

姜
芦

．．
 
ぷ

r

:
•

さ

ーふ
：＼

が
[
}
f
ぷ

勺

5
≫

.••• 
さ

．

．．
 
＇ 

ふ

“打J

ゞ

.
‘̀ •• 
、．、

r
 ，

．
．
〗r
扇
誓
．
．
，

1
.
 

9
.
’

ヽ
竺
屯
＇

．；
・ト．ヽ．，

8
 

I
J
2
 

瓜

9

-

‘、
q
,
'
;
．．
 
r
 

●
●
,
．
 

會ヽ五翠
ふ
恩
峨
も

匂
闘
嬬
誓
9
ぷ
食
ヽ
奴

i

〗
'□
箋
蒻
＆”

t

五
征

'□急
喜
万
』

，

．

ぷ

“
}
 

―言食―
十•ゲヽ•9• t・伶',;• •̀.,. 

,...,., 
.9i9,' 

，．．＜ぅ．．
・’・. ・ ;・ • ギ．•f::·

b ;・ら・・J,．．ゎ：・1,．
ト・ t'，. 

. ・ 9S •• 4l・ ／ヽう •.. .b,I’I 
吋 • •.,., ．V" ::.__,;,ぶ、，．，ヽ・・ • 9•. . .' , ，．；、ヤ．．．r ．．

・̂ • • • 9 • : • • • 9 [ I・ ;• ,........,,,. ·.• 
.，. 9’・

· ·•··. - ·.<e"' ヽ； • • 9; 1p; ふヽ・ Cf'
心高‘...t.，．、‘‘・筏 ．．．が

,・. ．．寸芯I、1••I•9;n•‘;;;. • 

一匹囀菱？
l
 

•9 

ざ
•  ̀

，
 

唸r
 

•. 苓

ミ．
一

{
]
[
1
-
l
-
l

亨
舎

―
ーニ全．『i『

、-
J
-
き
―
―
-
—
早
た
．
｝

．
ぷ
乙
憂
三
―

―
_
『
-
―
―
]

-
〗
1
,
-

•
I
こ
｝
、

／
／

31 

口／ 、ここ
33 

＼ー゜
3
 

／
 -

ヽ

／ （ 

こニニニコニ ／
 

二
29 

35 

ご
し----)

/ I ＼̀ 
38 

゜
20cm 

・,．^ ．曹．ヽ
そ9 ^̀  
四炉々；；・・ク芦‘’

,.... 
ー`・̂-’・滋！／919パや-9ャ

sと
”I,,... 

／点・・..99̀・• ノが＇；・・‘:‘そ唸‘§写
約芦＇ク・ヤ＇翠． ：ふ・i

．．今ヽ ••>:ミペゞ
;,ゞヽ --9‘‘̂ヽ`・‘ャふ． ·..．．．．ヽ． 一ヽ． ．→•・ •• ..ャ̀・...9二•• ・ ̀ ,..‘“,,・

6
 

3
 

炉

り'‘
 • 
• 
‘,． 爵惑

ー ，.→,•、
.-••つ芯ぞCC， さ和、

，． -t.7・•••• , •9 9', 9 ・ ＇-．．．，． .．..,...,,,・;:.'.＼・1

ど":.: ・ 
．●，.． 

•. £• ’ヽ ●―‘
• ： 9 -.9 -::.’, 9.9. ・ ••、

< ; :., 9i • •ミ；で 9e-’·’’.．・’・ ·ヽ•.・., 

苓翌名；象`，ざ・;•, .• ,•• < •" • 
->.-・"・曹・ヽ t_ • ・ゞ・ ・ •. 
,. . ..•ょ.' .，.。，・ゞ
.、.9.ig．なぶ芯
，．．．．．ヽ・..:• · 

1 、=-•しヽ．．． l, •:· 
,. 

／
37 

第 15図 丸墓山古墳第 13, 18トレンチ出土遺物

- 24-



-・ 
＇ 
年で←一•::.:....
-←で‘マ•-.，．

、 ..... ,,1ふ．ヽ．
s ．^ ．  • •.← ご•一：立が； ,. • .• --.-• --~ 足ゴ今‘こ--r ;．;．-~ 9.．-．辛．-

ヽ•―`．一、 .. . <- -- . .. -•.:..,e'.:' -:-,・し
．．，．． ^  ←ーー ・’.J・t -.:, ·,•.ヽ••石．‘ヽ• ・ ．． →・--^...-

¥ 9 : .• : 9,．9 ： → ． ．．．．：ふ：・. •. ーマu,. ．•ぶ． .. .`^..•:. . .,::、- ．---
.;.•. , 1 !'.．i., ・ • -．...． 9. i., •む-.\_·:: ":.:.-:;:、;;; ：; ,.. • ・ • 9... ．. • ;,．,,., 

・..'.,.. :・ 
-,. __ ;.,..・・.,.; 

•• 9 :―.．: .． :・--,:,、;・ •..:'...· ; 9.． .9 

、 ―;..．．i七；：;:・．．
・..... : ,_ ; .・, -: .. ・.,::・,・・・．． ..―---• · —•—-,.... 
・出...•一．．

ぞ空．、こ＇茎 疇：望．，勺'_.，
・"' 
哀多・こ合吉舌芦争今ー・・
亨―.,.•三• • 9―̀..＝二至手琴弓

字上；．
予そそ戸吾手／手圭翠幸盆否
=•e- ・'圭 ヽ
．．．．．． ・一方芸' 9.，亭示迄苓：そ・
..，. ．．．＝二" ―←
写芦—-•... •ま歪寄-＝恣辛釦；；；尭そ• 圭玄デ争,.;..`．互·ぎ手ギ—,i芦ー：：咤ざぷ→で2デ：委． ニ
＝;~翌二手呑 'f‘・・=ニ- ． -•一 :> 
.—-二=
四＝一•.．" ・ •—— 豆デ・ふ;~忠.,,..,_ ---・ 
．．囀•

を・・=今手← ，・ ： ;l．歪疇• •. 
今二芦え•-：忍疇亨，品疇芦：迂

・ギ よぶン•と・

-玄か99二7.—·らー ・ ・
• 一，＇塁，＂苔令公琴迄••→

;: ＇ざ翌'--.,； ••'=.i．‘:..9•`
9ご、琴疇＇芯翠•苺•こ、ら，．

字芸宇：：． ，． s，；迄•合．i ．． ー•=.，， .. 9，ー f.；•..翌姿•;··~
，ぶ此·=••， ..s

•←'よ-土-．-占--999. ， ．， .
・丸 畜、．塁＇廷ゞ

., ,. ．， ．・'••
芦・一ょ・ • 

窒
ニこ．．→

丘苓翠ま等応•+・定・ー噂[[・・̀,r這
芦芦年·.呈 • ．芦｀

な·- ...．心•

:S 三'•- ．．- •- - - 、：姿 ・S-

弄• ,..．深．． 9<ボ環..:.'，．
・ ニ・ —-•,．．.,．~--,.:'··,•c:•.こ・忘 ..，ぷ→• "＂ミ ‘ •

ご芦三平這誓・：ミ-全ご．巨令芦：：琴
恒呈．寄・幸芦ぶ心・パ _a.至． ，.,.令;¥~呈垂芸

弓芦辛恥；冗喜・s，亭后
否 琴姿志-,・．:-．．琴，；～ふ～．し、忍．、 ・唸S

五クデ．芦・全；9- 歪·：● 9. ＇ . ， 9•’• ••'臣•・ ・ 泰号角
み―：全デぎこ;..；っさ．；ぷ・；

. ；至令・ ・9·. ．ぞと••'ら ． マ
ヽ••9, ： ！きぷ．唸；‘ヽ ン・天志芦;:;

一 ．．• ` ：寄・"_.，..•：・●'．て五• .•砂疫，‘‘ ,．し
«ヽ ぜ•：六ヽ． i• s:． -•',:: ,. . ． ．ン？~ ～^ ~ 

・ヽ ．．．． ．;・,;_屯 ．．9．-"’<, :•;,: 
•,=ゞ：森也・ ・•. .. :‘,••,..t·# •, —·. ・ •9. 

心．ヽr• :'·'和， ．・'...j' ．と ． 、 ．ぶ99,• 、:． ＂
ぷ・•••. •そ 汗忌·，...、も：芯；:

•. “脊 ．．・• 9年、ン・；；•,,.:-・,・；・,．1，Ir.
'',.; " .. ~ ・.．、.`_,, 

、一/
パ
け
日
且

3

---・-・ 函,_•9-. ・.-
ヒ・S忌

••9た·s.,.-....•-.··

-ぷ岳苓呈し
~ •べ．

-. -・一・-.';_.
言芦・'江ニユ・5e．で：：：ミ

一、＇，．．翠••••• ―:=→--‘̀ ・、
J••9,:, ＇；恣翠翠亨
9.；ー、屯；h ．ざ・朗，＼g•必• 9 

恐知＼．，_ぷ．や'’ぶ； •:,;,·. • • 9, • 9 

''.•.じ．;•.. ・・ ... ・--.. 
•., .. ii iしt: •. : ： !I • 、
:,,.. :'\\:.• 'ゞ・＼ヽ•・̀ •. 9.， • •ヽ．．．． 上；・一， ． ．．． 
.'ヽ．・ .. ．.. •.、.... -..,, ．．． -.,......,・. 
“・;，i ・，¥ ；，＼ ;,．如． ＼ 緊．＾•:

・け・.,,-つ-+―べ•¥ •• ●,¥:!・・・ _._;;/’ ―̀̀ ・.,,,..、¥，i9 
，．，心＼ゞ

、.：，．....、.........：←' 

- • 9 ←ー・．｀・ゞ•• 9・ : ~ ． ;,:-,心・...--;;閲~ぷ9
f:f·.:=’`～ー•.P •9

.．．．～＇9:;：. ‘̀‘．志t．祠g
ご：｀ •. ;;.. ;f:,·,,:.~ もべ←さ

'.ィ沿`ふ了基’・ J 
＾ー ：•一,. :・ ・ s ・ • •.、 •’ゴ

ーマ・• 9 9.．；.．... ..，．...“ 
・ ¥．:'，I:}、＼: ・ ：ヽ・‘‘；沿．？・

,．`沿．、＇・,． i'翠 ：
·,,:·.•知‘ぷヘ・·• :g、\•-,．．、̀・.:l_'',:.': ,,.,... ̀ ・一,..．土・・・. ・・・・・ • J. ・ •‘̀ ”··..':: ．． 

..• 9Sit‘’;¥9, .,．．．, :=..，.-』・;•9,以• .'1 • •,·9'．墨炉右
: ,.芯:.••四・； ，・・’·ゞ・し’:： 
•,\(•お：·＼ 9••｀心··.:＇·，,;鴫、
t.，ゞ•心＼浜．ヤ． ．．，．心

殴尿●；、V.’芯咄泊•
’‘‘̀ ‘→ ·^'-•: ·-口”-•_,·, •:..,. .. • ．・．．．し・一 二”とー ・•一·--・. 
t: ・ -. . _._;,.:・ ⇒：・・タャ•d-,． 
•=っァ→歪｀ギ；；;f;~、, 9 、 • ` C 

. •• .i ニ-=心必唸--
べし

J ・ • ._.•ヽ•__,ク・・・ プ‘,・.-・ :,.. -・.，，，. :．： ・.． 
．̀ ．： 9ふ．．
必．．．ヽ・.'・・.t;． ．．．；嘉；名．． 戌迂

1ふ：→ ••• 一
謂i.［均啜唸苓．． • ．...'.·,,..
..• ;-ふ翌t'．‘(s,・；沢 ・-・ 
じ・・己••、..；税； a， ． : 
'.•::·•.•:'.)ー 9. ．. ：•ご」 ． 曹 ； ．

9 ~ :..、、．・ ・ヽ
;Iぺ心：• 9. ・ヽ-,,,・・・唸均怜ふ．

• 9、 e:•:，．恙・（ぷ‘.．．少
• さ•: ;..・'・・，・，....＼ジぅ．． 
.. • :: 

ヽ
”叫．． ギ齢渇．ii.9 
紐I’ヽふ •::~;・・
:i ... ．: •とr-•.， 

2
 

• -~,....." 9.． 
:--9-• ←ニデーぞ：苫き二生デミ ・全妥. ・-----'_ -. • 

歪全ふ
――’トーヽ・9--こー・・ょこと';;:-,::•~'''-=-こ--＿．

ー・---、-
-•• .:---~;:-;.-. -̀.、-=： : ..,._..,_._みな

玉:-，茎9 ：姦→苓・-ニ-＿ ー9. ．`'・•—'"' ·•. :=：：--9二9 ;i.9．ペ・,.= -・ • ・ • -9 •.... · 
:土さ云・,-‘’ ・• • •.." . • -’'ぶ—•• -'・
:.. -=ァゞ•_, .． .—— ...;- ← ,． .. ；ン
;_:・::ヤ・・.
．含乏,.. ,._-.-~-ーー←．ふ―-----・・.-. 

； ·-示．． —.~ ー
....-

-子.----， ^•"-=:-,~ -·--:•,,' =；上C — ―-．^--- ．．-．'=... 
・→二＝＝；て,··,•::-,~ 
二号二→-る.=；：
至宣ご翠
守圭令監 ．マ

か:> ・ベミー・・
ぶ宝李→姿．:7,
;-'：：： 
’’̀  = • :•ミ：き芯．ーぎ'.

9 →•:、か ．芦圭—· • '年ぶ．
£ヽ ・ '
sヰ;・ • 

．．．．→』―ぶ芦ヽ・
.と• ・ • *• • ・ • 9 -

令ぶ這冬此．？翌：ンダ
ヘぺ:__.:...;.,.~•一 ぞ．’

.-・. ...ー、

℃戸・_：え-．--̀‘
.、ユ¢、．． .-.. ・ ・- ． 

" •. 、， ．；．ヽぶ ~ ．．． ，．＿ 
蕊 ・_ -- -： ．--··,'；． ．．咋• 9 

；ゞ・合姦 ’ ・: 
-: :`忘ヽ．--'-',:・ ,・ 
K士．ぶ,;-_,._:_:•.'·. 

._..ー・ ・ヽ、．．•,・ ・
、ー：．-.,>"- ·•'• 

、_—.

r - • --• 一—• 一 ’`-•..，一 ▲9

ゃ占午了ろ寄丘ざ．ぇ⇔•吝r.. 
•••. .9, ., .. • • 9 . 9 :，.;-.:,.・,1.3'・ .. : ・ 
9 9- -; ·,' ．、． • :‘一，~9 •.,·., ., 

•^’. ·ヽ •••9 .̂.,．．．．9.:：愁．9．-.
·••辺:―ぶ• • 

.． ． ． ••ig•：デ．ふ岱··-~,
・七シ`’-^ 

万
口5

．． ―-・... • "'---.・・ 
ら芯；―-→・心;..;:-.・・・・・ 、9
ざ：．．．．“-• -．．．へ、．．， ．•‘’、．^,.,'．.,...,. ．．．． .. . .,•,.-,.. 

—•. ． と.,:· ・. c--:,.'・、
とさ→~9..• ’• ,,.,,,... ....,. •·. 

ー：ぢ＇．．．・:． 曹 . ..ー・..,・.'←・ . -.-:・.:. : -..：て

一^．．.... ..,•"-·· --・・ :,・,_:・,・・.'. 
・・・ ．．．・ ' ．’ . お
＇^：ー． ・,・ • 9.. ヽしょ••

~ ．^ . ̀‘ ”<C’.、•. •. ・ •, ,̀.・.ヽ．． ．・• V: • ・ウ

; -~~--- . .. -. ・.・ 
.. i:9~，.：今ざ氏ユふ
ゞ？•i.9!:’•.- •一をュみ-ゞ.．．．．̂・.．． .., 9. ．． ． 
(---r:,ぶ．9年・9;ュ-

•• : 9 ．．ざ• -ざ．．吝．ヘ
ー・・1-- ·· , •ふ . .,,..c?¥ • 1’ ・ ヽ ••一 9.9:・ 

.,. ； 
:_, y.•,i -- '·.. ,·.1•:}.'’t.- i•I 

．．．，．．．． 9.．A -．1, `•II 
•’ : ．・ •9 9:: , ；! !• . ・・；：，． 
. i.．：, r. . .• •': • 1 r r it ． .' ．．'ヽし 9:： a.．̀ 

:.., 9. I.． 9 ・,; • • •..,;• S・ 
` • ・ • ・. ，； ；・ヤ・ •.9 ,． • ・

,.:=-:'.... : : ・ •i, •！蛇｀さや？’`.. _,.. .. .. .. ,．,． ，． 、
._.,.· • ,r7ふ • , ；でいが 、； 9．'-
．．←呵 ・.. ・,・.---・... "一.,., ... 
．、．一—9~*”- ・’ ：ぶ，ら ：．． ．て点・・ ふ'•--—·•ジ・e● ..'.. : 

`’• 
-・-・.---:,-.,-.,-,．、ピ:9:-3.•- -9 , 

・タそゞ‘・・". .... -•. . •,• 

● ’• .・.．ーし、 —_ _ -• '7 -、:.. -・ • 

； 9.＼娼＼，
• 9,.. -9沿渋

r ・ た琴造．、
• • • O ー・....，． ・-、．．

しfr ヽ ’ し·-•.．• .． 、-ゞ;・'. .人

•`- ・ ~.，．，， ゃ・・ン”f.. - .. -. 
.. 鴫• .,,・ . 

. ‘ . 9・．： 戸．：,;·,-~
-・．ヽ．.-、-:．．？ヽ， 

• 
I(•

"̀
9 

翌

｛｝記
i
l
g
[

ウ

こ
究
図
’’名

鰐

．

．

門
ご
〗
望

翠
茎
9．ヽ．
 

F,. 

-＂／ 

", ．
．
 

9
.,:'\•
' 

守

9
"
し

r
9

,
 
•' 

•"· 
.,＇

9

.
 

翠
危
”
ィ
4

}
r
L

苓
義
，
手
＇
；

ぷ
5
:

,．,．芸・・^9
.
 

,', ~＇
、
屯
；
•
9
i．．
 
盈’/

デ
・し喜
贔ゞ

翌苫
．．
 

吝ll6 

5
 

t
 

v
.
 ＾
 

9
『r

 

i

ざ●歪了
.f
l.w
 
..• 

Z

・・・

w
 

唸
芦
ぞ
／

．
 

．
 含

竺

翠
翌
岩
．
．
．

．．

．．
 

•
そ
．i-

老
．
9

9

.

/〕
8

.• 

L

,

 ．．．
 

1
1
9
i
r
 

ふ
ぞ
．． ~

き
巧
；
・

吾賓尋＇い

茫一『＇一ぶ
y

ぎ―．一摩ミ

•.
.• 

-・
 

A

-

ー・‘.i

．． 
•]-

．．．
 

零ぎをだる；：・ •;'` ．． "太，
怠翌・字忘裂．翌虹
亨・沿．． ？禽’;• 

， てゞ．． ・＇：全て・・
"'••···'· ::'.":::···. .,,.咋-・'、..,ヽ

冷尋気智・•‘‘ぺ·、.-
｀並．9 ．．．•.

．；該翠
^ •....... J 

“←，，念••;"•;•••、-.-
:;,; ,;•ぶ ,;,.,;和、ミ

蕊翌．：・．．笠：． ．，．．． 
・ー・'m・̀_-..• • ..9:・・・年；9
，．^． ヽそ ‘ • '約·: ・‘→ .J 

＇・＇̀ ：．砂予‘・ぶーや．．．、:.'.,• •'·:y 
ふ・‘咲・・ ・・•で．·慈 ― 

尽索ふ
^ ・砂・，ヽに料翌・’． ・・ 袋··•:? ，．．・、、●．心 パ恣ヽ ．“

i •全
ふ苓さ→sゞ:
• ; •9 ベ,..:.;.辺.:

ー・・が9シ：・.竺迄唸．；蒻貸．．，メ「―.、9

琴{;ゞ·柘．．ゞ;.＇痴．；：？滋 •9注•心：‘：.:··式 ·
・人2

ジ唸琴翠 't.E•;’; ．．ご唸賓·ご．．i：；：‘ .,、.＂ ....... 

ベ ； •． ：5-一．．．ぶ・
.. -,.,,.. 

ぶ． ・ぬ・ •・ ～ ・. ．：し．•.
. ••9•3.; ；． ，•ぷ

如ぐ -・・・ミ存• こ：哀 ・て“..：• • ー· • ;• ・，:へ一
・令屯・・-=‘’-• ． ．．し・•.・・．．．．．．ン・・ゞ全 ・・忍硲｀・ぶ迦ぷ；吟·:f;•·ギご

・C :・:.’..：屑望．,.

を長幽：姐I¥
.. ，.. ,．．．~•一9,. ＂,.9, 99 

.. .. .......,,,... ,, .,.... 
ょ

,． ．． 
ヂ云芝妄翠王翌会ヨ

， 

• ---ヤて今
・r ー一

. ,;．玉

芦戸 9E--9.，:;:3臼
人 ・ヤf, I 9 ! 1, ： I :'• :.~,9 ! 9 9 • 9 : ：..,.，. -'，'・~ ざ，．喝栢謡． ．咤
, 9, 9 ~ ’’’9ふ屯：乃II！叫 I9 9 

9. •,! :：'’: ： ； • K 塁打'j:・，:,．F 
II, • 9.,'．. 9'. '，； i'! ： •,.: :．,．., 9.; ・, ：Iii : 1,！ 
Iii'i 1、叫•ゃ；認．＇， k： 9,i I,：、i,＼, 1¥iし＼，i• :：91 • 1,． 
仙i¥:.,.，¥i.＼討＼v,玲9i翡咆翠：；：iし9-•9 9 99999 ふ9?，;,．．99,ぷ心9,--’ ‘’ ,. ・ ••印 ＇ン•9 9 9,'’”・ ~ " ～ \"",—---9 ---- -＃ご‘.... ‘ ” -

｀ 
9'I,  

.．．^ .，~、' . ＇ S・`1、 • ~ • 1 ・・・9£r．→ ． 

・ブ竺ご冗乏苓ーニ底｀
t •：二 —ら一＃→：--...-
'I - - -#  ＊み・―:―・
―̀  ～-•.. → ---—•" ～―・・ヽ．
三，一9;-r工｀—．

゜

．
．各
姿

i.
C名
・｝`
ゞ`
ふ

で
芦
，
嘉
愈

i

—f
．
さ
・
ご
互
・
含

｀

忍心
．i

・']-

-— {•A.
" 

―
-l
.c
..＂ 

巴
t

f

:

-
i
.

ぷ
塁
奏

l
]
、

.b
.
いこ
．．
 夏'一／

7

与...i •• 
i
-

哀｝｛．
苓
竺
ゞ

•. 

..
 
N
.
 

/， 
』.‘

一
咤
呑
デ
翌
・・

ゃ
吝
"l.--•. 

,
1・

-{ii]＝}[9
]

．＂ 

ヽ

9
9
 

ヽ
9
1
.
,．
 

J

'
 ．．
 
3
5
,．1
ー
｀`
．．． 

.、1̀
‘.

.
f

．
ノ
．
、

,．．．．．,． 

r

、
• • 

,'..，ト，
．．
 d
•̀9 

.. 

ヽ

．

．

．

 

9ャ
h
J
'
9
.
.
.
.
.
.
`

.

.

.••• 

J
.
 

・・
・・『9:3
.-̀
h

•9 

.
 

• 
:
 

．．． 
し

‘.K

1
.
，
•
”
;
｀
‘
贔
）

．．
 
3

，．
9.. 

.

,

．

,

．

 

‘.f
ふ
忍
孔
｀

，

•9

.

“ 
....• 

．．
．
 

"
P

、
••. 

-．

，
．．．．．． 
．
．
．
．
 

，
 ．

．

 

、,

••• 

.

.
 』

．．．

．

．． 
’ヽ
≪A'

`^..
.....
....fr
、”

ふ
閃

‘
5
9

責．いや'
[：
直

•.•.
•• 

・`
、
r'
yべ
r
を．＼

．”9
,．,
9,'
‘、

.‘4
J
・'t
..rI.

.....

..f..,
'ふ
5
:
；i

.
4

•••• 

i
、

.
L
5き

‘
•
5

••• 

`̀
`
‘
,
．
ぃ
．
，
．

1

し
ヽ
~

、
．，
．

7り
,
.
i
"

..

.
,

ヽ`d

．ヽ
9
．．
 
，1
1
'
 

...

.• 

•... 

”
 

．．
． 
．．
 
•••• ゞ

．．
 
，
 

唸

‘"怜
沿
・
対
ん

5
,．しー・
r:E．竺
．
i

．
'

,．
 y

 

.J'̀≫
y9し

r
 

..

.

 ,．，
1
,
．、.‘

,
 ．

．

 

•t:

' 
•• 

,
 

.• 
t
.
 

ヽ
・
｀
》

.
t
 
• 

.
 
,
 .

.

.. 9
9
 .. 

••

•
.. 
• 

，.
9
.
 

，`

 

9
 .

.

 

＇．`・ 

••.• 

,• 

、..
 
1
●

J
r・．
ヽ

•• 
'̀ •• 
．
．
．
 

..

.

..＇,． 

.. 

9
 •. 

1̀ 

．．．． 

ーヽ19

,
 
．
 

．．
 ．．
．
 

,r
§
U
`
 

J
.

“
 

、u
ヽ

戸

1

20cm 

11 

第 16図 丸墓古墳第 1トレンチ出土遣物

- 25 -



左．／＇竺釜

茄ゾ平琴｀’
心豆戸‘二》

望姜恣岱心(•9...;.i.·.. ：高？ ；メ

ぎゞ・
今̀;?..，

・兄唸
ぷ．I．・•‘ 

．．、．ャ
Jヽ

）
 

忌
-

J

卓，

．

.5
 

•• 

・^l-

f
ょ
ジ

象
ヽ

茫”み．”
.

を

翌

{

‘

.
t
,n

名

谷
註

．．
 
lr
．

克
t
．)

迄＇叫
f • 

.
 t-

畠
i
r•• 

、ゞ,
． 

企
ぎ
る

C
-i
虎
芦
ゞ

茫
し[

答禁急．,.・,,.・.,r,^ .9』・

ぐ寮ぇ•匹·
.，名4・. • . .，≫, ,.,． 

ぷ•:< ` .，．ら

ャ
.•·. 

忍存·7ら•;?. t:幻 ｀ ツ

螂‘:，ご苫；”；”
公全·•ダsgt·

:-., 
9 ‘・ • :．2令 ・ ... .戸 ：＇.,.. ___ ・・ ・:_., 夕土しJ

ぞ：．；．：クム ．9

;•- とヽヽ ・

・ •‘:i 

亭 .;な、 謬ぷぷ••か；,,.、 ヽ ．．‘希 ． ~・ ：~戎·:,ベ注ゞミ、,,
(・-9, ..“—•,. ..... ` ,., 
さてf・・；・文・

．．．ヽ
.;:.::！渇厨：；”-こヽヽ・．廂．さ.. =二へ •一‘｀ーヽ"·9べふ・ミーこ．． ．，• ・心．,.,.

蒼ゞ疇~
ヤ・”‘• 

一． 9．：．s,s逹哉を澁姿娑譴J

｀ 
＼ 
： 

3 

．和；ヽ•.． 
咄．iihl. 

i i 1 1 lじ．．'---"....,., 
:::·-..-忍：ャ●ヰ 1,•.. ̀.，''.・ゞ‘
.、 '
辛 わ-”デをな．K五・-::-‘
、mベ・・‘ゞさし→~ ー・・•—• •--: ・し心心啜知， •ヤ奴i: •••>ド叫，•E .`•. • ..．．．．f・・’ ととご

¥̀！ {! I II Il{！し如’¥¥!［噸り！ぶ，‘1

i¥ ＼l}贔Ii¥i¥l!’91!, i, 

. "ズ．ク
. 疇-＾泣炉ょ：•

、...

‘̀ ．， ．．．． ぶ-·>•'•マ・・こ i:．； 9 で訊ク・ ・ァ
¢- •” 料-~ゞ．、．．．．．．； • と^，．．．々t9,．t;．，・； • :．．，； •., ；● ：託．屯•.．．み．，．`しに ，•，•"· ••：'>i.·-...さ女-~" ,'--'・・・'-~ -・ ·.~...... •· . 
云タ-心ぺ-ば-’・ --;・ 
ャふ・ 9• .. ・ •:• v • 、',.

さヽ ・
.. 

ゞ• ・・ヤ • • • • . ． • • : 
ぷt.;、・・： 心 • r:.:ゞ、` ， ．．アゞ‘̀.ン?-•--・'：．． ．． 

ぷ o・-ふ：；．し^・
・.:・-:..:ゞ:'，.•e .• `  ● ● ,... 
・コ心':

i'．＇ 

、f
"

／

．

＇ 

ヽ

,
、

.

,
＇

•
"
ー
・

••• 

‘
 

•

•. 

,̀.t

.l

::~;' 

,＇9
.
t
"
`
r
 .
 

•

•• 

1
,' 

••••

. 

• 
”.. 
•
. 

,
 

••
• 

7
 

•9 •. 

，．＂
i
'
 

ぐ

1"屯
．
i
＇`、

．
．、

.

..

.

J

.

I
:
 

、,＇
,
.
）
・

．ヽ
"ヽ
,L.
,
．．
 ，
 

l
.＇ 

•9

9 

‘、’
，
 

J

.

＇
1
 

f
,

．
翠
ヶ
•• 

f
『

9

ー
•••

• 

、

．

，

.＇會ぃ

．．
 

＇ 
.,．
 

l,ぶ、
ょ • 9 .{.'.9.＇ ,.1 • , \II•̀ I<．{；）.’，や＇：＼` 

-・-・、ふ呪・),<9忍’心
立·;：命．•

J,,．ょ’••ふ；

叫コす足総ぷ裕冷< • → • 
怜さ名一ぃ・△＂戸手一念'giだ¥>'廷 ＇`

i ·:•, •. ：、• に；」．モヽ

匂年屯和・j咄

4
 

門
口
巳
ー

, 、 』 •--
：‘・年.;:-:-
・・. ---- ．． 
”. 9 -9 . ： : .,. ＇ . -・-. 

J!i./・免・• ;;:： ： !; ! 
守 ss--．．．ふ`よ・ヘ、 ・ー・ •一 ． 

．さ“
一、ミミ‘.，.-．
.．.;_.・..  

-:,．、S-/:';:J.,..'冠ゃ・心ー～．
芯廷涵こ・， ．．` ・・-.,. 

. ・ • --. ～ ^‘ 9 --•一<s硲遥企
・ヽ・ペヽ ．1

．． 
-,̀，ヽ忍ヽ”. 3• . .，； -．．：-・ 

/'-•―｀ ・ーが‘.c—らとし・シ； 9 ジ＇

乙ミニ~{；；；
シ̂i'i.；ぐ洪ぶ

i→バ，ヽ'.. 
・ 「勺←•••一ふ,~.!’1'； 9, i i＼ヤ！I ： i. 1、-

、み＇，企喜’；禄
!,．'. ：・＼；＼ ！ 9，.. i'’¥’'i’9 :―i { i! i i拉討I収
、t,.1,，；,i9 ?： i判：；，i！h ::i i賃ぐ
,'.9,’'.‘’;i'： ‘ ’9 , 9•山：！
疇＇匂心 IJ 

--”とタ..;.;:_;;y 

冴ぶ'9,.
、• ’.,!,．ヽ 9 ．．C.`,．

-.9 →9こに`＇ 、,．,,. 
,̀． 9.,．.．． 
｀＇炉•`

｀ ’̀• 
・ •- I ••. ¥/_,: i 

屈；9,'•, ̀‘‘", • 9.．,． ．ゞ:.,.-・ 
S 9,9ヽ'

••
••. ．．．．． 

.• 
f
.
』
・
，
~
全

．，

,
 ．．
 

浴ぞマ
．

C
．
喜
~
ふ
・
ノ

•.•
• 

忍知
．．
 
‘
 

．．
 

令
'-

L
o

-

．
ぐ
～
芝
＂
r
[

ジ
・
一

ふ
J

}

3

.

＼
f

F

•

. 

．
．
．
．
 

•••• 

・ヽ
・・
"·~.,‘ 

•• 

．．
 

t
が
".i

.̀
．．i-i:
.,
．[。ヤ・・・

●均．
3r；
翌
．
ざ
油
．．
 

i
 

f

』
.
，
嘉
ゲ

．

・・

・農
．

J

．

•
も
し

~r
.↑
 

9
9
r

て

゜

:
2
 

ょ，i・ぶ＼し！．
•1 ‘·しぶ＼＼．.-:ャ,・.-，，999

埒深・零9・
●: • .；屯払＼·

f翠淀岳硲
ら加蹂逸・芦茎．．， ，．．， ．・ . •29·`.• 
,.,. : :,.'•. ・・: ．． ．．． 
r .、．.．:.:0 

一,;~屯•←---+.;
呈袈ふ-.̂

『
塁
[

三
責
戸
t
f
9

むぷ
5

8ー

八
口
叶
且

J

さ

：
贔
至

．．
 忍
喜
危・

．．
ふて．
t

．．
 ヽ晨

誓
謬

，
 

門
1

9 9 ――・ • 
_¥ 

• でふ＇究•`”

迄
・. •石｀．｀．ぃへ．，．，一
元ヂ吟允

｝ 

ら・氏叫斧否喋！．
＼ヤ・ •一，．．芯~・::;,.直

｀：：；t\9.11W.:森'ii,;；、 ~?'\,i;i,·\

.. 

： 2 ー
史苓箆岳竺‘

啜
起

蜜
乙

昏
鳶
lこヤ

.J

ぢ

4
 

2
 

門

□〕

忍
落
f

喜
ご
迅5
か

9

.

 

が
咤
＂

:
f
t
r
 

t

北
森
化

魯
冒
嘉
・
涵

月匁
・r
芯
ぶ
＂

・ヽ
・・
K

、
ウ,
 

.•• 

―: 
ヤ••、;’·唸．：9． i 巧·

, 1・ が月；や 、
"‘も ．ヽ•地＼決·：` ． 

-噌-字具琴．！虚・翠竪 “ゞ”ー・・
.Ji¥ ¥？．：●●→謬饂

鯰翌迂7灼，．g．`'-，..
心ゞふ‘・'＆．．捗泳、91•• ？．ふ

--- ・・一.,.

しらぶ烹．^ ：誓；，．ヽ＇＼ゞ屯．3:＼竺t.さ．：
.、.i 炉-・位•:}心:;,.、, ．： 
，ヽ令・• --：.．.”. • • ↓ 

-.; '心・9ぐ．．．； • ヽ •'\\ ; し
ヽ硲．9`t:：ざ・・ふ．ヰ．`

25 

応・f.，・ ; ・・；i'.:,.;ヽ・ 匹・：芍`．`―ごで::・j.
. ····.g• 2辛 9ヽ．心．．～：ふ§:

22 

` t'T‘• 鴫 書や｀．t
·~’、•‘ ．・、'‘’ 9̀、.1 r ヽ ．•~ •> 、•'• 4 • . ： 
‘1t, " ‘•,•3サ ｀＼ ． ↓.'’‘・・ -.・・ •9 ヽ

.,.,. こ ミ9.,.
遠r印

空←`,{

,...，I. r.,"" ”っ→
·~,、,.~_;-· 
{～-r 

3
 

ロー
.•• 

.
 
2”:・↓

.
 

t.fa.l
 

¢
f．かさ

的
終

1

、さ．
i

A
,
 

-
．．
 

り
．
翠
ぐ
・

怒
い
恰
戸
ー

ぷ・;
4」-で

,~-
•—~· J. 
とミよ=-

・= 
｀ 
｀ ー；・・全-こミ．＃,.,_,.
・し、

9、心t;ミ；三≫.·• 
l-<,,.・::・.,i・! ,．．.．=．、
•一ふJ

t^  → ・てょ祉．、

詈・、t”'
ぷ諏饂汎．
伝h溢古如初iは、
→・ ・

ーロ26

4
,．
マ
•

,
'•
,

t
.

参

,
9
.

、.
r

.，
．
{
•

”●
芸

•. 
，，'’
t
す

ヽ

J
9
 
.

.. 
9

9

,

 

，
 
．．
 
ン
・
，”．

-

芦

"2.
.'

'`
 

啓
衰
．

.t.
 ・名

．ヽ

~

→
~
 

,'’ 
4
.

，＇ •• 
．噸，r'’
 ,99
、

9
●

9
9

.

,

 

.
J
,
'
 

,'？
i

，彎
，

ょ；’，
．r
ー

•9,' ・

~
9
·．＂ーし、

‘rr

9,.;.

“.,~
. 

•9~.~ 

.
,.
 

言

•

9

.

＇

9

9

9

 

ぃ

1,7ik"1・，． 

9,・’ 
9.t~• 
'
,
 i
 

9,~9,

... 

’~-

1, 9

9

 99
9
 

.＂,． 
'， ̀f

.
"，
 
．．
 

27 

ヽ ••-、U I
5 A. ．:i 

./ぷ！， ．；
9 .， 、̀ ......: ．̀ ●, ’ヽし.・,. , 

f• と i..;＇：戌．ti
\-.,．が•,J·'

J..；応笞 S
、--\’•F.K.9
｝！:rr,・` ｛ 

.•· · ゞべ＾屯

;,: ．． たざ ::.f:--・' 
・・そ ・シ・ヽ・;..

-.•'ヽc・...., "_',ll' ・
r t.-.. •.. _.,'；..』．.．．、`も字`.'.. " `,4• , ； ̀

 ・ }．、一＾ ら •-
・石、 ・、

‘ • .-- 、

28 

゜
20cm 
I 

第 17図 丸墓山古墳第 1トレンチ出土遺物

-26-



--．」 ＇ ．． 

心 I¥tmli：ぶ• : 直：ぜ．；’ . 32 

冒
33

号/
30

/／／
3
1
)口

6/

37

．＇ 

.
"
ヽ
I

c
・,
9
"
.
 

4

.

 

~

~
·P
. 

,
 
••
• 

ぷ

，b

,＂．
1
 

i
-
— 

'，
 

'

,

 

會

5

,

‘

’

ゞ

｀
 

r~

ヽ
＇

.

＇

 

＂ぷ＂＇

門
38

、
./
＂
．
五
宝

員二｝，咲，長
〗

尋竺，
．．．
 
•• 

．．
 

／
 

ぷ
1
.0
¥

•• 

,．． 

．
．
．
 

i.g,
．
 
，
 

.-•J.

,' 

•• 

f..
... ..

-
；
．
 

.•• 

ヽ
．．
 
しし

．．．

．
 

・
‘
-
r
.
.
っ
ぃ
．
『．．
．．
 

....,.

.. 
.
＂．̂
 

•••• 

5
 

．．．．
．．ん，．”.9 ,．‘ 

•
`
〗
、

i へi
:；、.f

.

.＂

.
<
‘
y

、
．ャ

：

.̀.
.

g

.
t
g
.
：'い兵

．．
 
J
 ．．
 

•

△
.
9

，
．
ぞ
へ"•••• 

r...
｀

i
t
 

9. 

．． ゞ

s
,'•••• 
•. ．

．．． 
A

な
ら
が

-

9

.
 

ヽ
t
・

・バ＇・

．
 

.
t
.べ,
.
 

• 

，
f,
f. 

"，
5

い

噂

乞

吝

・岱'.̀.

、
J

．
ゞ
ヽ
が
方
・
、
．

、

."

＂＂
t

、.
9
 

"t 
•. 
§
 

•9 

•. 

，
．
 

•9‘ 
•• 

• •• 

t" 

≫ふ
，．

9
.

を‘

."‘

.
 

森
忍

8•• 

，‘’c”

名
':
:
6
.＂． 

ゃ）．ー
5
"
e
洛
・

•••• 

"f.
1召

．．
 
‘．＂
・
3
,
．．＇.
9
 

.
9
}
、

., 
．．
 

4
4

.
，
 

9
 
.• 

9
 

•• 

,．
 

希．．A．．．．

．， 
．．
 

え
d
ク

．．．．
．
 

心
い

5

.9
•• 

9

，
ぷ

．．．
 
9

．
 

..

..、
．'
，．．． 
ャ
t
J

r

••••
• 

,．
 

.

.
J
 
•• 

`
 
．．
 

"’,＂]＂"．名

・
，．．“．

．
．̀．“

克
｀
・
四
疇

、

．
‘

`
．＂, 
•• 

r̂ 
••• 
‘
f
9
 
.•
. 

．5

．．
 
．．
 

さ・
J,．
．．
．{••
. 

• 
[
 ．

． 
沈

討`
t

．
ぐ
．
互
一

,3.
p
.
s
？・
・・
‘̀. 

.d
 

・"
；
 ．．．
 
[
 

•• 

“・’ 
し・

r
d

.
 

5
.
4
"
 

..••. 

;
 

3
 

r

翌
や
ぷ
ー
し

門

m
 

,．
 

、-．． 
；ヽ
‘．
:

、．

c
 

r:・:`令" ．．．
 

..,．ぶ

．
9,

菜
涵
・
:
7
,3

02
 

ヽ
‘r
-••••• 

¥
 ．．
 
↓
 

3̀....9 

ヽヽ・

．9．ヽ9ヽ・

..i.“{
A
 

••••• 

：
¥
 
．．．． 
未
‘
~̀

•••• 

｀
 

ぎ^

t97桑
．
t
．
塁
・
、

阻

：く＇芝
7
.

9

令
．．
 

9
 

;
 ．．
 
・̀ f

{

 

ヽ
油
点

・`―i.
r
・
・
・・ゞヽ̀

9

ぶ
・ヽ．．
 

，？ベィ・

を
・1.

，
 

を、●：`

・℃
翠

．．
 
べ
．
 

．． 

．困
忍
．
＼
．
．
．．．．．．

.
‘
 ・・さ、

．

．
 ｀
 

.‘

.. 

ぷ
翌
竺
、
さ
？
・

．翠
る
＇
、．．

．ら

•
. 

蕊
洛
，

．．．

．

 

、‘

.＇ 

一ヽ
‘̀••• 

．．
 ．．
 

ヽ

・

ミ
竺
慈
・'ふぢ
．
．
 

.• 

••• 

5.、芯
．．
 

t
・ヽ
s
．翌．

j
[

．

．．
 

•• 
9
"
t
 

.
＾
、

-E.. 

尺
41

(
.,； ヽ＼，

翠

．t．．
 
翌

ム’-̀
’̀" ••• 

.•• 

9.9．ヽ・

.

f

 •. 
、9
ャ
・・

し`

¥
 

．
．
 

、
ふ
肛
＂
心

．

姿

．

誓

闊

‘

刈
7

認

-'
気
号
〗
二
〗

.

-

K

□'
]

1
ご
二

。

＂̀
•
ペ
ニ
・
r
1
2
1

.
 

••• 

‘
.
.
 

•• 

）
そ
う

・心

．

・、
)

.

.

.
 
9
 

.

.
 

l
,
j
.f

-

一

熔

、

こ
．

j

5
 

3
 

:-‘、

ロ
〗
い54
0

三
雷
〗

打

＇ 

¥

,

4

V
．辛

',：塁

・

•.• 
)
 

、ふ・
じ
苔
羹
喜
（

，ら一

妥
f.
r
.
9
L
i

年・}＇
．

.t
 

と

-
」
-
え
5
.
9
:

r

[

l
..
 if
ガ
｀

-

．
，
 

ー

[
9
9
5
・

□-
i
,
[

-も

～．
 

9
 .

.

.

.

 

-
•ニ

”Ju

.

｀
 

・”

ぃ`

-、．．
 

｀ヽ．.
、
？
咎
‘

”̀ゞ

．
さ，
リ・

ふ

ぶ
t•• 

ぐ
‘
、
．
と
活
'
fプ

ふ`

i
‘

.

.‘’fT9

..，ょ切・

•• 

t
.う

．ゞ．
．．．

.' 

し
，

＂r
·

ヽ
§

,
＇t
-
•
,
S
・
ぎ

｀
＇

•
..• 

¥
‘
、
.
.
、
し
．
、
，

．．
． 

,`
 

.

r

5
、
]

f
.‘.`
• 

9.

~‘\‘ 

.
,)べ忍・妥j̀
‘f̀
・

Jf.＂＂
，
4‘、"

．．．
 

ゞ
ゞ
ぶ
＂
忍

ふ`』．

,9
"

，‘
 f

'

4.1、‘

｀ヽ
．f．
,；"

＇ 

.‘
 ••. 
；’ぶ-・念・

.
f
i
.
,
・

食

L
 .
.
 

:

K.9五
．x
、

.＂＂

'r
.‘. さ

：
怠

1.‘

.
 一．．．

 

、
•.• ‘ヽ-t

.

;

‘、.
A

し

這

歪
℃
，
ー
、

:、もヽ．

；
ぐ
r

"

姿
心
、
'

竺ヽ
‘.
冬

，3
 

_

1

ー

|

.r
、
．
（
 

七
．ぅ"4、7

吋ゴ

羞
危

9
,

．，
 

.
9
 羞

；
．̀ ̀t
 

•9 

？
、

9-
9
 
•
•• 

晶
亨
哀
'iL'i

,

5

、

'-t[•• •• 

‘
 

9, 

.,
'•9 

•

『
●

晨贔
〗
口
]

ぷ”↑

r
.
,
9
9
b
'

ャ
i

2
 

八必

立
宮

]-．芸
‘t

,t
3

三+
翌

i
-9

第 18図 丸墓山古墳第 2トレンチ出土遺物

- 27-



•一ノ·ン．．→t9 •・ノ・：・ータ・・ ギ
ご＿—•ヘ •. -・= ・全ぞ．と-

．囀
.. ．． 

必i巧’--~. .... 
＇・ ーニ—• • ． --='""-"·-~ 

'. -・ ..．． 
.--. -・. ... ·• .. ..,-• .. ．，．，．，ー・

i;．“ 

•
寄，

・・全．
I
t

.―一・
f

9
-・
 

.

.

 

1

.

 

g
t
 
• 

• 

-

.-.~ 『

f
t
.竺

-

迄
さ

t

.

委
二

f
●

f
,

ク
こ
至
愛

一

9
q

.

＇ 
ー・
芸

含
l

-

？

．

 
舟

6
 

辛

4
 

門い

一・..99- • •一 `"
．，ノ吝.-．各津•• i •9遥4••“ ―茫｀ふ：、） ｀ 

_, •令· 4v. ’’‘‘•, 9 ' ‘が序
屹丸、ビ` 9 :• 3’でr.，』，上＇，乞:'‘‘‘ト

袋涛窪忍，
~'＇、土；ペ・心叫：・ク 好g•'が＇ ←ら年‘ふi

心→哨

門
45

・ク:,,,んニー・・グ＿．． --・ ベ

そぐ全令-占:., ,.. 
. -. 

レピー:_．．----“
t. -•.. • . -,． 9 デ・

'.---;,. 一• ·
紆入‘-'` - ’•一一 ―
―‘こ・ざ ・ ̀ --・ ・そ笠2

,‘
 

.
＇
,
＇
,
 

，．．
．
 

9

,
.
 

9
,
 .

.

 

,
 

1
.
r
^
・
9
 •• 

,
 

•. 

，
ヽ
＇
•• 

，
~
、

．．
 
~, 

•
、
.
;
t
,
9
.

、
＇

翌

J
1

、•. 

，
 

••• 

＇”. 

9

9

 

点
．
．
．
，
．
？

t
'
•
•
V

公
・
・5
..,
．
,
t‘,．

，＇ 

•9 

•
• 

5
9
,
f
 

9

.

 

"’
 

•9 

.. 

.
、芯
．．．．
 

．
 •• 

,
 

••. 

”
 

•.• 

•
•

9, 

．．
 

t
c

...
',
．
 

岳
応
、
一

9

．ど
＼

＇夕
3
9
9
,
t
,

r』、

．．
 

こ
i.

9
.
 A'.' 

「
F
”•
t
~

`

4
 

、グし
、(

4

 口
／
 

7
 

4
 

門
出叫和・

恥
芯
＾

T}f.＂ 

心
符
匁
"

込
ぃig
9

．．
 
翌

．淵

即

薗攣
元

＂．淵ぃ
5

祢．

3
 

4
 

門

50 

•9―’ヘ

ム 、場：g邸屯
Zー年―,_・-,; ； -．，...j 

ド岳守汽唸手令
9J 9.- ~̀～・.,_.た々-

只死⇒安・・--・---・ 土—: ; . ¥ 
”̀. -・ 一← ．二：て． つ・守..., -~-

/9 ・文：-,. 
ー、t.：．．g、'・．・．．．．．．
:•’祐―.；存；―．

・い 、
.,• ＜ 

夕：'--..,-".ク？必が冴 •
9’:．ム魯・只露．

• ．． 、.,;；該
~,,:,, _-:・,・-・ーぷ.,か落'.t:ヽ:.：

、9•四怒． ,:,.·:.:.-:i―:.,,.-．•
9ぐ・・；．．：＇ば、． ．．．．．．．—. 氏

9-.4...；委．，t•そ尿．裕
、,,・ぶ・9

．．
 
，
 

,8-
・ヽ＂

な
r令さ＂尽ふ

•• 
,．
 

"＂
t,
 

i
"
i

「一ー

尺

□[
5

-

8

 

:4 

t
 

ぷ

i?

‘
.
i
 

i

え
・
・

し・

ペ

急
｛

ヽ-
g
}・

— 
.
 

• 

E
-

．ヽ・

..r

・
〒

]
．

."

・
 

．

．
 

,

．

ば
t

-『｝
．

.g.1.
ヤて．＂＿

．
9

．．
 

二
字
喜
／

•• 

-

i

-3
ぷ
＿

L
｀

ぷ
g

、.

J

、.. 

・-'～` ・ • • 一● ・＾ ● -. •. ー・る●9 

`”  翠堪臨戸咤史

ニ＝ユ旱箋" . ' ,・ .. 
•--..,司戸望 ＇

•• t．盤旭→・
沢：m••• 
•二ャ ・

.，

3"y 

急

9
翌
贔

量

ぎ
ば
喜
信

委咋，いよ

，
 

¢fL 

4
 

八

’̀ 
i

タ

え`
ふ1、i

翌
書
塁
急ヘ

羹
へ稔
望
[

象
夏
・

望翠．
9f̀

、心苓ぐゞ
．

2
 

忍

ざみ・，

5
 

f

E
t
i
 

門
盆、
ふ．． ‘‘,・‘‘ , {, ’••下'、、．ヽ ．一

"0 •ー・ ｀
号亡—で 、．．．ばら・エ生‘～心、

企しと-袋ペ9• 9 ・ふ袖年;;;;-., ン
' . • 

と--/--
． 

・,,.7-ざ．なマ，•-マ9f
C、.. ；:.： ！・・・’• • .. ． ． ． . .O 

ぷヽ・ジヽ• ··~ ·

芯士京ふ、
点-ー:•.. •へ＼、

. -. • ．ヽ：‘t‘ヽ＜芯．：•忍’.t:.... 
.....-.. -.·.-:•. ·:·•· ・: 

ヽ;,_.·._·•.. : •• ,:・::-.::.:,-.・ 
・:・.・ ・. ・.・.., 
雰i• :、. .・．・¥;.. ・ • ̀  ̀ 

．．． 
.、. ・・..-.．． ・し ・,..:ヽ・ヽ・・.:、. ＿．a- t-・‘:2 

ア^9ナ合・9下 戻．▲と，．．．  
='--'-'•' 咋争 芦 菩 全返：1J-．．C: ＝,-:.エゴ圭て二

缶らそ琴
·・•一 —--

cc- ・: 

乏
主モ圭"'-'="'-幸 .. ,.=: 
▲`・ • ・ •ー・ニ・～一・ギニ．．i羊
宅手2そ..．Z-' 
・.,s,._:ざ,,_. 
~ ・ヽ 9: ．． 
互←···, • •

芦菜這
岳::.,.,.;;.
万戸• •: .. :• 
ご：ぷ・• ; 
・ •・—:：•:＝-と-：`さー・→.. ・.こ
主；•;... ―=

ご・至翠ぎ式
哀芯茎互・点碕

. •...-．． ；こぶ‘··:• •そ＼姦
苓・・・・—= ：→芸芽：冷恙
苓極奏冦；匹：ゞ
竺て5 ー屯5::.l・

• •-.. ” ..． ＿．`．． 
至含・,;;.:ー・；苓苓．
ヽ＿・ •. --こ；ぷ'.; で．ふ・．．姿呼

，． ・ぶ ‘ ・ゴ
‘: ~． ．: •へ迂

55 

‘―--―→ --？ ~̀`疇
9」・し、一 ・` ` ～‘'sロー ・-・・ ベ• '̂ 

ヽ ＂‘→疇.、. .,.-.;;<・
‘‘ヽ ． 、—·• • ・.， ｀ •ヽ ;ゞ,; ：べg ・ • .．．...，.o, '‘,9 

3ゞ`：．．．， タし・ さヽ

ゞ`翌：i
Tl-．三．菜完芦

58 せ

-1
 
.-̀
 

L
5
 

．
．．
 

[3....
-

•. 
．
．
 

~. 

5
r
.

；
-^
 

”

し

t
.

、

J
:
 

.
r
.
c
 

.-̀ 
「：ープ

l

.
•• 

』

^

j

 

5
t
.
 

万
/56

）
 

I
}"

‘
 

ー認
l
-
t
.ミ

9
}

芯
”
i

苓

f
竺・翌
：r.

r．迄
ジ

涵
{
i
i
l

．羞
~
．

.
-・
{̀f 

i

)

＂ •• 

．．．
 

ぃ
．~
i，.

ぷ
g.F
.
I
咤．怜
．

•• 

3
"
 

••. 
....
.
 

..
 
”-

ー．．
 

•• 

-

ざ
買
i

.

、

/
5
9
.9
.
 

‘、

f
 
.• 、••• 

`
 

．．
 

>．
 

吟ヽ
．．
 
7
9
 

•
. 

2
 

・ヽ
4
9.
 

、ゞ．
t

．

｛
咲
喜
忍
｀
．
．

i

•
4

."
•-.,
9•,. 

i
 
••
•
•• 

?．" ．．
 .. 

V
 .
.
.
 

i

ーぞ令ざ・ノ
f

It
.
...
、よ
f

委
．＿えぷ．．．

i
 

J

ア
・
、
＂ぶf

乏』｝）＜

—
• ▲

i
.
 

4
 

5
 

ー□日
U
I

1

日
1

4
 

バ・鼻．
A

．
、J

．．
 
ぃ

．．
 
7
 

．．
 

戸
姿
ぞ

．
：
二
〗i
i
r

3
~
1
[

｀
 

.̀.
i~--―
 

｝
 

L
 .

.

.
 ,
 
．
 

．
 

~
ゞ
・
中
＿

1
-
t
--

.-．
 4

 
• 

••.
•• 
1-
•} 

．．．
 
ぷ}"

,
＼

.9 

祐
．`

•• 
,̀
 

し``、／
57

¥
r
へL

.̀
；
（
 

•• ..̀・・ 

•.• 
•.• 

,
 

r
.
 

．
．
 
、．
4
 

、
•• 

i

.

1
 

-.>~
t

,

r

 • 

•• 
‘.・ ヽゞ

ぷ

i
.

い・`
，．

も
f..'
-3
'
‘

g

ざ
心
．
J
r
"
J

i

-

―̀
}ミ
｀`

ヽ

ふ

•
‘
4

1
し

）

＼
 

『-・・・ヽ~
．．
 患長ぞ息―

＼ 

竺こ三／／。
゜

20cm 

-̂・：唸翠訟迄:
• 一
.. 

" --．．こふ ， 
：ヽ'" ,._._•.

を笠：；．五や．． 
・9 •ノょ．．；

• :C. -哀~一
¥ •• -・. -:.,.. ・-＇ソ

一▲

兵こー：一.シ-~ 
‘・ •-C 

r:□ 
第 19図 丸墓山古墳第 2(43~~0) , 第 3 (51~54)，第 4トレ ンチ(55~61)出土遺物

- 28 -



ヽ＇t：え ，〗•,t＇訊·1・ぢ祓ii・，1.¥,;：.： ・;: 
.＇.l峠，4t霜唸，褪囀§・,＇,
研，'.滞サrt!; ；1.；'姜1し'

＜ • . 岱 ．． 氏＇裕＇闘 ¥:: •.;.• ^ 9 

.、¥i'姜`
’ヽ，．．・ • :.,.:;.，. • ` .． ．., . 、•9こ9’•9. A .. 

• I'9 : • 
・'・ •. 
1 

t • :•石苓r‘.→•••9m 登．｛ヽ‘
\：:＄＇•9’．：可‘：r ,9v. ．． 9呼．，

／ 

｀ 
＼
 

が
f

ー`

匂磨翌＇，

芥げ
"
t,1,9
．
ぃ
／

~
f
i
.
.

.
，礼
泌
'
,
\

↓
 
.• 
9

”ゞ
"

4

し，・虐
・ぷ
g
・

‘"
．匂
1

'ヽ5"

'ヽ:泊心

ヽ

•
,
9

.

.̀f..
.
.
.
 
•
• 
,．湘

、

”
t
 

••

• 

’ヽ，

．．
 

r

，↓．
．．＂
そ
，
↑

.‘" 浴

な
‘’
y

.• 
『
＇

it

",
 

『．．．
 

.

,

9
 

t
.
,
 

ャ

.

,

•
、•• 
•
• 

Y,'＼
｀
．

i
.9.̀し

.9."
r

1

しな・ふ`
‘

"

f

 

t, .
 

.

.
 9
&
 綸．

9

．．． 
／
 

、

.

'
,
•

5
.
t

"．
1
,
5
1

.
’
•
K
,

＇
，
ト
'

／
63 

・ベ‘ ふ
• 9 てP・`̀ 

•• ・・・・ :；,＼吟 •ゞ＾9, 

,．文',rをこa・:.，・，：；玉` ．． i. ．． ・ヽ,．̀'．-：羹’恥
．ヽ`  9-ゞゞ心＇ •-●，•

....．: s、• ・.．． 9 ; •· •い・→ミ’’· • : ・.<. ．． ． 9 

．ヽ点：ダ' ． : _• _ _;_,~.--"-さ ヽ ・ ”. • 
ゞ‘f 吟・ 9 

・ •9ク·· · ,

‘̂． ‘―̀・---べ
＼・ペク（ん． ‘ . • -2凸 ・・̀s．し荼斐ごミー:

..9. ・.'応`和・・,ず＇唸 ・:”、.．． ．:;_,_
ご けと ＇

勺苺点ゞ b
℃認•• --9‘ー・～ ＇ニ年ごふ.., 

こ． ，．9，1 .‘‘i・・ ,．、 9●• 
, 1,', '‘ ’’•\ 1，＼や I’梵 ヽ＼＇·，＼1' 涌’’岱＼9’rt；• •..•，.｀定） ＇壽§.";)翌，＼：ぷ＇り'‘!'
I’¥＼＼II , ．， ； ,＼点·\応．＇，’ \；＇，恥，＼ヽ•ヽ し、、＼＼，；し＼＼i] 1`採1,'• >． ,t叫'.'’ ’ ’','，'，¥ J 

‘’’’・，,¥,,,; ;- •.. ＇`1 ; 9. e',•\ 

炉̀_. •9.s 

r, ・ぶ念';T_.？芯・・二．、
<・-・’ . ,•. 9ー・：！と！・、'・• • ・ヽサ'’‘.,・;.. ． ;, •_."_ : ＇"芥S ~· ..}. 9 → 
ヽ• Og)_.，-. tそて• ・

ヽ• .
.:-• :.. ・・-~ ご‘‘

一•9べさ‘‘ • 
仝．ミ 9-→• . ． --、‘̀-
—·-―巴ヽ—-～べ ． "--- ----'-. ← ~ ｀`；、一―- -_. 吋c,;:-. . -~ 

全：・全＇・ざ’念忍 ．` 、
. .. ,- ：ミ•丈ミ・らヽ· 7. 

・・デ•こ••ミミ＇ 文 ・ ，·苓―姿芯・．． '.,;.-;.:. --•.• _.、̀...．．：--、． 、 、~ ．．．ゞ・・-ミミこ`• ~ ?― 
: S：ミ・.．さ

•ふ．、 ． ． ．,..ヽ．，•<... ・. . --.,,_.. 65 

,.,•. ＿―̀ ¢鴫や心唸鷲訊→桑、．，．． ・ ,. 
•、 . ．．、

麿累亨一芦尉了
・, ’ ・ ’ 
，，v,ヽ，冷やt'f'ぶ＇．．、＼造， ＇’‘心：，

• 9”• , 9,、 · •° 

玲．、．‘.．ヽ←．：；i'.； i＇，’',；．．． 
’,W:＇ 9 9 ¥し‘̂、；,；
，：、；‘.芯・.， ．＼,、し＇的‘¥,,..i ' s‘ • 9. ;’・;．)． ． 

^ ・・・• 曹ヽ・• ・ ; t 

←・ ヽ •~ • S , 
. 、,ン-..，だ・,竿 ，i．:：・・ •; ＇ ・‘・・・・・・

（ • • . 』 ·.’ `‘ 9· • ・ ふふ-.....．-• •9. ．、・ ・ヽ ．．．．｀・-·ょ·9. ．．ぶ•こ今•ー·？・・ ・・• -,．ー． •-．ふ・,．．．． ，9.．，． .，ぶ翌；．，＇．．・・芸岱． •..: ・ニ'
唸起・-,．:5：だ．討•守.:'．窯； e・ • ；ャ・・ー，；．‘ぃ已'-．、一 s 

．． ．ヽ．•．•;

•と．．；． ， r. ．．，ヽヽ ● p . ． .'，•；.こ・ぷ蕊··• •. -. ̀、;．・. ．●‘‘ 
ゞ守；9: ^ ｀ー・全全．ヤ•，.、`｀ ．:;：、.. '，. ·.'．‘応•

・・ 文・・ジゞ・， 9．ぇ；，• ;．・.̀ャ，．．、、翌
93'.. • ・・,',...,• :・..，..9', 

:ら. .• • .;,,.-•. こぶこ．．ヽ●．．心迄．．心・←:-
己··こ・ぐ｀9・・• 9．心・• ̀で3さ吝5. .，.ス．：••• •．．．二·.
,ヽ. f・・翠●て・t;-・.・ヽ,．．．, ~.·.· 

i．が心応．．9．d・ • • こ・,．..．．卜``．．．4．．
｀，．．＿．．ぃ•

;．’・`．，3~＿ ぷさ` 5、y.：ャ
｛’森祁油斧 ,..序裕涵ぶ．．．さゞ屯況心・

・;`~,^ `9, 1 
.t ―.． ＾＇ , '•9べ • 9•r·←云； •,..'• 字｝’g匹

.,~ ・--ら，, 1ぉ． •

; -9..,....一`＂，t ！ ： •’'.1- ・,h rつ苓’iぎ
? ^dャp. _-．・，J：ヽ 込・，.．9→,之:・_,．,．．. v‘ 
i'. .. ---.. --..,．. A - -..•. 9 

ヘ
が

..
• 
9.I
`

'` 

囚べ．

ゞ
忍`
ヽ

J

．．ヽ
・・§

’,＂tr

}1
9
$
,
．ヽ
1`

S

4
 ．．
．．
 
さ

＂ ．． 
；
』．
ヽ

，
｀
侶
‘9．し
、ご

・

翠
灼、.
}

A
 

L
 

ヽ

く、
！

誓
璽

鯰
脳

文
唸．ふ

'
;
i
1
,
‘、

?

‘．ぶ＂芯

ぶt

翌

．森
邸

]＇A

9

、し
し・

2

．ヽ9

＂； 
．．
 

，翌‘
｀
 

ン

•じ
ぶ
・

．．
 

/
 
．．
 
A

・・
屯
，さ
・拿f
à
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第 21図 丸墓山古墳第 4(75~80)，第 5トレ ンチ (81~93)出土遺物
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丸墓山古墳出土遺物観察表

昭和48年度

（胎土、麟については、荒砂を l、中粒砂粒をm、鰤を f、4頭 しを Sと略（）内はその多寡

で5（多罷） ←→ （少磁）の5段階表示、 焼成についてはHと略、 （）内はその硬軟で5（硬緻）

ー1（軟弱）の5暉表示、疇は新版標準土螂（小山、竹原、日本醐、昭和4呼）による。）

番号 種 別 形態、調 整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

普通円筒の小破片。外面はタテハケメ（左傾するものもあり）、 1: f(5)H(2)橙(2.5YR6/8) 18T周堀覆土。

1~3 円筒口縁 端部はヨコナデして端面を作り出すが、 3はくずれている。 2: f(3)H(4) 11 (2.5YRG/6) 

3. f. s II ( 

＂ ） 

朝顔形口縁の小破片。直線的な開き方をしてお り、外面タテハ 4 ・ f(3)s.H(5)にぶ＇ヽ橙(5YR7/4) ＂ 4, 5 
＂ ケメ、端部は端面を作り出しヨコナデで仕上げる。 5 : f(3) H (3) 

6 ＂ 
朝顔形口縁の下方位。内面は部分的にナナメハケメ。 f.s にぷい橙(5YR7;4) 2.6 ＂ 
やや薄手なので上方部位か。外面タテハケメ、内面ナナメナデ、 f（表面ざらつ〈 ）淡橙(5YR8/4) 1.8 ＂ 7 円筒体部
ハケメ、オサエ痕残る。 8、14と同一個体か。

同一個体と考えられる。外面タテハケメ、 内面ナナメハケメで 8 : f．買橙(lOYR7/8) 18-1.9 ＂ 8, 14 
＂ オサエ痕が残る。タガはくずれた台形。 14 : f. s II 

， 
＂ 

外面荒いタテハケメ、内面はタテナデとナナ メハケメ。 f. s.にぷい橙(5YR7/4) l. 5 ~ 1.8 ＂ 
10 ＂ タガはくずれた台形だが、やや突出する。 f. s.橙（2.5YR6/8) 2.5 II 

11 
＂ 

外面タテ、内面ナナメハケメ 。タガは偏平な台形。 f. s(4)橙 (5YR6/8) 1.9 ＂ 
12 ＂ 

II s.明褐色(2.5YR5/8) 2.0 ＂ 
13 II タガの上方で直径18cm位で、形象の台部の可能性が強い。 l. H(2)橙 (5YR6/4) 2.4 

15 II 外面タテ、内面はナナメハケメ 。タガは偏平な台形。 f. s. 黄褐(7.5YR7/8) 2.3 II 

16 
＂ 

外面タテハケメ、内面ナデ。タガはやや突出度が高い。 l(4)H(2)橙 (5YR7/8) 2.2 ＂ 
17 

＂ 
II 。タガは偏平でくずれたM字形。 l (4) sH (4) 1. 7 ＂ 

18 ＂ 円形のスカシのある破片。外面タテ、内面ナナメハケメ 。 s.明赤褐(2.5YR5/6) 2.3 ＂ 
19 II 外面タテハケメ、内面ナデ。タ ガはくずれた台形。 s.橙（2.5YR6/6) 1. 7 ＂ 
20 

＂ タガは三角形。内面タテにナデ。 !(4) 
＂ 

21 
＂ 

内面ナナメハケメ、タガはくずれた台形で三角形に近い。 s.明褐(2.5YR5/6) 1. 7 ＂ 
22 

＂ 円形のスカシのある破片。外面タテ、内面ナナメハケメ 。 s. 11 (2. 5YR 5/8) 2.0 II 

やや薄手。外面はご〈浅いタテハケメ、内面は木口状工貝でヨ H(4)橙 (7.5YR6/6) ＂ 23 円筒底部
コにナデの部分がある。底面に禾本科茎圧痕あり 。

24 II 外面タテハケメ、内面ナデだが磨滅する。 H(l)にぶい黄橙(10YR7/2) 2.5 ＂ 
やや薄手（形象の台部の可能性あり）。外面左傾するタテハケメ、 H(4)にぷい橙(7.5YR'/ /3) 1.8 ＂ 25 

＂ 内面は底面に近い部分をヨコにナデている。

26 
＂ 径が小さく、形象の台部の可能性あり 。内面タテにナデ。 f(5)橙 (2.5YR6/6) 2.0 ＂ 

27 ＂ 薄手で外反度が強く、形象の台部であろうか。 H(4)橙 (5YR6/6) 1.4 ＂ 
28 II 上位で直径約18cm。内面はタ テにナデ。 f. s.淡黄(2.5Y8/3) 3.2 II 

盾形の下部縁部と考えられる。表にタテのハケメが残る。側面、 f. s. H(2)淡橙(5YR8/2) ＂ 29 盾
裏面はナデ。裏の円筒部分は剥落。
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番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハ ケメ

備 考(cm/10本）

顔面の破片。かなり大形の人物であろう 。内面にマキアゲの接 l (4) s橙(7.5YR6/8) 18T周堀裂土。
30 人 物

合痕が残る。顔面は丁寧にナデている。

器種不明。32は下位の破片だが、 31と同器種と 考えられる。上 31. l.にぷい橙 (5YR7/4) 1.5 ＂ 
31,32 形 象方が外反して開きヨコナデにより端面を作り出す。下部はヘラ 32. f s.橙（2.5YR6/6) 2.0 

状工具で水平に穿孔する。円筒のスカシとしては不自然。

33 ＂ 形象の付属品。裏面に本体のハケメが反転して残る。 l(2)H (2)橙(5YR6/8) 
＂ 

表面が馬の背状とな っており、ヘラ先による長さ約1.5cmの同一 l(2)淡黄橙(lOYR5/2) 
＂ 34 ＂ 方向の陰刻が施されている。器種不明。

形象の付属品と考えられるが器種不明である。左側に面が形成
＂ 

され袋状の穴があけられており、上方にも面があり、竹管によ
35 ＂ る穴があけられてい る。 右側は緑に向い薄 〈なる。表は平滑、

裏はナデだが荒いハケメが消えずに残っている。

甕体部破片。外面は平行タタキ (39はカキメを加える）、内面は 36. H.明青灰(10C 7 /1) 
＂ 36,37 須 恵 器

同心円タタキ。 37: H.明紫灰(5B7/1) 

脚破片。外面はヘラ ミガキに赤彩、内面はタテにナデ （シポリ f(5)灰白色(lOYRS/1) 12T出土。古培
38 土師器

目残る）、接合痕以下はヨコにナデ。和泉式で相当磨滅する。 と直接関りなし。

昭和60年度

番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(crn/1咋）

復原口緑径は55cm前後と大形である。外面タテハケメ、内面ヨ 明赤褐色(5YR5/8) lT出土。

コ方向のナデ及びハケメ。端部は外湾させ、端面を作り出して
1 円筒口緑

いる。タガは偏平な台形で、 8.3cmに 1条貼付される。多段(8

段？）タガで、器高は90cm前後に復原されうる。

断面は 1とほぼ同様だが、口縁から第 1段タガまでは 1よりや f(5)H(2) 2.0 ＂ 
2 ＂ や狭く、タガ間は逆に 1よりやや広い。タガはやや突出度の強 橙 (5YR7/6) 

いM字形である。

3 ＂ 端部は、 1、 2とほぼ同形態。端面が潰れる部分がある。 f(4)H(2)明赤褐(5YR5/6) 2.1 ＂ 
4 ＂ 端部を小さく屈曲させている。端面は鈍く丸味がある。 s(4)黄橙(7.5YR7/8) 2.6 ＂ 

小破片。 5は端面がシャープ。 5.s燈(7.5YR7/6) 1. 7 ＂ 5, 6 II 

6. /, H(4)橙(2.5YR6/6) 1.6 

端部が直線的に開〈状況から朝顔形と考えられる。端面は 7は 7 : s.橙（7.5YR7/6) 1. 9 ＂ 7, 8 ＂ シャープだが 8は鈍い。 8 : f．浅黄橙(lOYR8/3) 1.8 

， 
＂ 朝顔形の下方部位。タガは幅広で偏平なM字形。 f(4)H(4)橙 (5YR6/6) ＂ 

10 ＂ ＂ 。タガは偏平なM字形。 l(3)H(4) 11 ( 

＂ ） 0.8-1.0 ＂ 
外面タテハケメ、内面ナデ及ぴナナメハケメ。タガは偏平なM s.にぷい橙(7.5YR6/4) 2.2 ＂ 11 円筒体部
字形又は台形。タガの間隔約10cm。
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番号 種別 形態、調整技法等 の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

外面タテハケメ、内面タテナデ（上方にナナメハケメあり）。重 l (4)s. 1.8 lT出土。

12 円筒体部 厚な作りで、タガは突出度の強い狭頭な台形をしている。タガ 橙(5YR6/6) 

の間隔10cm。33(2 T) と同一個体か。

13 ＂ 
円形のスカシ部分の破片。外面タ テ、内面ナナメハケメ。 l. H(4)にぷい橙(5YR?/4) 1.8-2.0 ＂ 

14 II 外面タテ、 内面ナナメハケメ。タガは偏平な台形。 s．橙（5YR6/7) 2.1 ＂ 
15 ＂ 

外面のタテハケメは荒く、タガは12と略同形態。 s(4)H(4)橙(5YR7/6) 2.6 ＂ 
厚手で底部に近い部分か。タガはくずれた台形でやや突出度が l(4)ss(4)H(4) 2.0 ＂ 16 ＂ 強い。タガの間隔約10cm。外面タテハケメ、 内面タテにナデ。 赤(lOR5/6) 

17 ＂ 
外面タテ、内面ナナメハケメ。タガは偏平な台形。 l.s.H(4)浅黄橙(7.5YR8/4) 1.8 II 

体部の小破片で、外面はいずれもタテハケメ (20は左傾）、 内面 18 : s．橙（5YR6/8) 1. 7 ＂ 
18~ はナデ及びナナメハケメ。タガは偏平でやや租雑。 19 : l(4)s.明褐(7.5YR5/8) 2.3 

II 

21 20 : s．橙（5YR6/8) 1. 7 

21 : l. s.明赤褐(2.5YR5/6) 2.4 

底径33-34cmと推定。外面タテハケメ、内面ナナメにナデ。タ s．橙（5YR6/6) 2.3 II 

22 円筒底部
ガは鈍い台形でやや突出度が強い。底面に禾本科植物圧痕。

23 ＂ 
外面はタテハケメの後ナナメにナデ、内面はヨコにハケメ。 s.明赤褐 (2.5YR5/6) 2.3 ＂ 
底部小破片。外面タテハケメ、内面はナナメにナデ又はハケメ。 24:s.H(2)明赤褐(2.5YRS/6) 2.2 ＂ 24~ 

II 底面には禾本科植物の圧痕が残る。 25は低位にタガがある。 2625 : l. s. H (4) 11 ( ＂ ） ＂ 26 
は基底部内側に粘土が三角形に突出、上方は内湾している。 26 : l II （ II ） 2.3 

器種不明。タガ以下は直径14.7cmの円筒状、上方は円錘状にせ l(4)s(4)H(2) 2.0 II 

27 形 象 ばまる。器材の台部か。外面タテハケメ、内面ナデ、マキアゲ 明褐(2.5YR5/8) 

痕の残る部分あり。タガはやや突出度が強い。

タガ下方で直径16.8cm。27同様器材の台部かと思われる。外面 l(4)s(4) 1. 7 ＂ 28 ＂ タテハケメ、内面ナデ。不正楕円のスカシが一対ある。 明褐 (2.5YR5/8) 

大形の円筒の口縁で直径は50cmを超すだろう。端部は外湾させ s.橙（2.5YR7/6) 2.2 2T出土。
29 円筒口縁

ョコナデで端面作り出す。外面タテ、内面ヨコハケメ。

30 ＂ ロ縁部小破片。直下の部分はやや薄〈なる。 明赤灰(2.5YR7/2) 1. 7 ＂ 
31 ＂ 朝顔形口緑の下方部位。タガは幅広の台形。 s.にぶい橙(5YR7/4) II 

円形のスカシのある破片。外面タテハケメ、内面ヨコハケ メ。 s.橙（2.5YR6/6) 2.2 ＂ 32 円筒体部
タガはややくずれた台形で突出度強い。直径約47cm。

11同様狭頭な台形タガを有する。外面タテハケメ、内面タ テに l(2)H (4) 1. 9 ＂ 33 ＂ ナデ。器厚はやや大きい。タガ直上で直径約45cm。 橙(5YR7/6) 

タガは突出度の強い裾広がりの台形。外面タテハケメ、内面ナ /(3)H(2)H(4) 2.1 II 

34 ＂ ナメのナデ及ぴハケメ、タガ直下で直径約38cm。 橙(5YR6/8) 

直径が17~18cmと小さ 〈形象の台と考えた方がよ いだろう 。外 l橙(7.5YR7/6) 1.8 ＂ 35 II 

面タテハケメ、内面はタテにナデ。タガはしっかりした台形。

円形のスカシ部分の破片。外面タテ、内面ヨコハケ メ。タガは f(5)s.橙（2.5YR7/6) 2.0 II 

36 II 

偏平でくずれた台形、直下の直径は約37cm。
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番号 種別 形 態 、 調 整 技 法 等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/1眸）

37 円筒体部 外面タテハケメ、内面ナデ、部分的にヨコハケメ。 f(5)s．橙（5YR6/6) 1. 7 ＂ 
38 " 外面タテハケメ、内面ヨコハケメ、タガは くずれた台形。 l. s. H(4)橙 (5YR6/6) 2.3 ＂ 
39 ＂ 

II 、タガは偏平な台形。 l.s. H(4)にぷい橙(5YR7/4) 2.3 II 

40 II 薄手で、 上方部位の破片か。タガは突出度の強い台形。 l.橙（5YR7/8) 2.6 ＂ 
41 ＂ タガは33と略同形態で突出度が強い。内面ナナメハケメ。 l. s.橙（2.5YR6/8) ＂ 
42 ＂ タガはくずれた三角形。内面はナデ、ナナメハケメ。 l. f.橙（7.5YR6/6) 2.3 II 

43 ＂ タガはやや突出度の強い裾広がりの台形。間隔は約 8cm。 l.橙（5YR6/6) 2.3 

44~ 体部小破片。外面タ テハケメ、内面ナデ又はハケメ。タガは47、
＂ ＂ 49 49を除き突出度は低い。 48は円形のスカシ部分の破片。

大形円筒の破片で、底部径は約33cm、タガはやや偏平な台形。 l(4)H(4)橙 (5YR6/8) 2.0 ＂ 50 円筒底部
外面タテハケメ、 内面ナデ（オサエ痕残る）。

体部小破片。タガはやや突出度の高い台形。 51: f(4)H(4)橙(5YR6/8) 2.0 3T出土。
51,52 円筒体部

52 : l．橙（2.5YR6/8) 2.0 

53 II やや厚手で、下方部位か。外面タテハケメ、内面ナナメナデ。 f.l.橙（5YR6/8) 1.8 ＂ 
付属品と思われるが、器種等不明。幅3.6cm、厚さ1.3cm、断面 f. s.橙（5YR7/6) II 

54 形 象
は隅丸の長方形。表、裏にうす くハケメが残る。

体部にかけての破片。 2と近似した断面形態を示し、外面ナナ l(4)H(4) 2.5 4T出土。
55 円筒口縁

メハケメ、内面ヨコハケメ。口縁径約55cmと推定される。 明赤褐(2.5YR5/6) 

56 ＂ 
ョコナデにより小さな凹んだ端面が形成される。 l. s. H(Z)橙 (2.5YR6/8) 1.6 ＂ 
口緑部小破片。いずれも端部は ヨコナデで端面を作り出してい 57: f.H(4)橙(2.5YR6/6) 2.0 II 

る。61はその開き方から朝顔形か。外面はタテ（ナナメ）ハケ 58: m.H(2) 11 (SYR 7/8) 
57~ 

// メ、内面はヨコハケメ。 59: s 11 (5YR 7/6) 2.2 
61 

60 : f.H(2)明赤褐(7.5YR5/8) 1.5 

61 : l.H(2)橙(5YR6/8) 2.2 

62 ＂ ロ縁直下の破片と思われる。外面タテ、内面ヨコハケメ。 s．橙（5YR6/8) 2.2 ＂ 
朝顔形の口縁下方部位。63はタガ直下にスカシがあり穿孔面を 63: m.赤橙(lOR6/6) 1.5 ＂ 63、64円筒口縁
ナデている。 64のタガはやや突出度の高い台形。 64 : f.橙（7.5YR7/6) 1. 7 

朝顔形の口緑下方部位。タガは突出度の高いM字形。外面はナ m.H(2)橙(5YR7/6) 1. 7 II 

65 ＂ ナメ ハケメ、内面もナナメ及びヨコハケメで接合痕が残る。

朝顔形の体部上方部位。タガは偏平な台形で、下方はタテ、上 l(4)s(4)橙 (5YR6/8) l. 4 ＂ 66 円筒体部
方はナナメハケメ。内面はナナメのナデ及びハケメ。

タガは変形した三角形で突出している。外面タテハケメ、内面 s.橙（5YR6/8) 2.3 ＂ 67 ＂ ョコハケ メ。胎土、色調等から62と同一個体と思われる。

68 II タガは偏平でくずれた台形、内面はナナメのナデ。 l．橙（5YR6/6) ＂ 
69 II 外面タテ、内面は ヨコないしナナ メハケメ。 橙(7.5YR7/6) 2.2 ＂ 
70 ＂ 外面左傾するタテ、内面はナナメハケメ。タガは偏平なM字形。 s.橙（5YR6/8) 2.3 II 

71 ＂ タガはやや偏平幅広の台形。 外面ナナ メ、 内面ヨコハケメ。 l. s.橙（5YR6/6) 1. 9 ＂ 
タガは狭く小さく丸味を持つ。外面タテハケメ、内面ナナメナ s.橙（2.5YR6/6) 1. 7 II 

72 ＂ デ。

―-35 -



番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

73 円筒体部 タガは幅狭の台形。外面ナナメハケメ、内面ナナメのナデ。 l.明赤褐 (5YR5/6) 2.0 4T出土。

稜が三つある特殊な タガを持つ破片。外面ナナメ ハケメ、内面 s. H(4)赤(lOR5/6) 2.6 ＂ 74 ＂ もナナメハケメ 。オサエ痕、接合痕を残す。

厚手の作りで、上下の遺存状況から 、タガがあっても不思議で s.明赤褐(2.5YR5/6) ＂ 75 ＂ ないが、それがない、形象の一部か。

76 II 薄手で、タガは偏平で三角形に近い。 s.橙（2.5YR6/8) ＂ 
底部小破片。 外面タテハケメ、内面ナデ、 78は底径が20cm前後 77 : l.明赤褐(2.5YR5/8) 1.8 ＂ 77,78 円筒底部
と思われ、形象の台部の可能性がある。 78 : l.橙（2.5YR6/8: 2.0 

79 形 象 〈の字形に屈曲する小破片で、形象の一部であろう 。 l．赤橙(lOR6/8) ＂ 
80 ＂ 

形象の付属物であろう 。断面不整楕円形で浩曲している。 m(4)H(4)橙(7.5YR7/6) ＂ 
81 円筒口縁 やや薄手で、端部はヨコナデで端面を作り出す。 l.橙（7.5YR7/6) 2.2 5T出土。

82~ 体部小破片。87はスカシ部分。タガは、 87、90がやや突出度が ＂ 円筒体部
90 強い。外面タテハケメ、内面ナデ又はハケメ。

底部小破片。91は径が20cm前後と小 さく形象の台部の可能性あ 91 : /. s.橙 （2.5YR7/8) 2.0 ＂ 91、92円筒底部
り。91は外面タテハケメ、内面ナデ。92は内外タテハケメ 。 92: m(4)橙 (7.5YR'l/6) 1.6 

厚さ 1cm強の板状で、靱等の一部であろう 。表はナナメ、裏は f(4)s(4)H(5) 
＂ 

93 形 象 タテにナデ。周縁部分はヨコナデで仕上げている。左下部分は 明赤褐(2.5YR5/8) 

ヘラ状工具で内側に切込みが認められる。

94 形 象 器種、部位不明。板状で表はハケメ、裏はナデ。 s.にぶい橙(5YR7/41 2.2 II 

伝墳丘出土遺物

番号 種 別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

外方に屈曲して開き、ヨコナデで端面を形成する。口縁径約48m.橙（2.SYR6/6) 2.6 
1 円筒口縁

cmと大形。 外面ナナメハケメ、内面ナナメナデ。

径が22cm前後と形象の台部の可能性あり 。外面タテ、内面ナナ m.H(2)橙(7.5YR7/6) 1.5 
2 円筒体部

メハケメで接合痕顕著。タガは小さく、偏平な台形。

径約44cmと大形。外面タテ又はナナメハケメ、内面ナナメハケ m.s.H(4) 1.6 
3 II 

メで接合痕残る。 橙(2.5YR7/8) 

径約18cmと形象の台部の可能性が強い。外面タテハケメ、内面 f. s赤(lOR4/6) 2.1 
4 II 

ナナメにナデ。タカ゜は偏平なM字形。

薄手で円形のスカシが認められる。タガは偏平なM字形。 タガ l(5)橙(5YR7/4) 2.6 
5 II 

直下で直径約28cm。外面タテハケメ 、内面ナナメナデ。

6 II 外面タテ、内面ナナメハケメ。直径約36cm。 m.s.にぷい橙(5YR7 /4) 1.8 

7 II 直径20cm前後。タガは偏平なM字形。 m.s.H(4)赤(lOR5/6) 2.1 

8 ＂ 朝顔上位部分。外面タテハケメ、内面ヨコにナデ。 m.s．橙（2.5YR7/6) 2.7 

60年度 4T74と同様のタガ形態。内面ナナメハケメ。 9 m. s.橙（2.5YR6/6) 2.7 
9, 10 ＂ 10: m. H(2) 11 (5YR 7/6) 

11 円筒底部 外面タテハケメ、内面ナナメナデ。タガは三角形で突出。 m 橙(5YR7/8) 2.2 

12 ＂ 
外面ナナメハケメ 、内面ナナメナデ。底径約33cm前後。 m.s．橙（5YR7/8) 1.8 
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。

D
区
か
ら
は
男
子
人
物
埴
輪
が
出
土
。
同
じ
く
D
区
で

は
周
堀
が
掘
り
残
さ
れ
、
プ
リ
ッ
ジ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

昭
和
四
九
年
―
一
月
二
四
日

C
、
D
区
の
堀
の
検
出
を
終
了
す
る
。
同
区
内
で
は
堀
底
に
粘
土
が
堆
積
し
て
い
る
。

D
区
出
土
の
男
子
人
物
埴
輪
の
周
辺
か
ら
同
埴
輪
の
も
の
と
思
わ
れ
る
腕
や
美
豆
良
部
分

が
出
土
。
同
じ
く
D
区
か
ら
須
恵
器
の
甕
の
破
片
が
や
や
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。

堀
内
側
の
立
ち
上
り
部
分
を
破
壊
し
て
い
る
。

―
二
月
五
日
し
六
日

製
品
出
土
す
る
。

A
、
B
区
で
の
周
堀
の
検
出
作
業
を
終
了
し
た
が
、

A
区
で
は
こ
れ
を
明
瞭
に
確
認
で

き
な
か
っ
た
。

る。
B
区
で
は
、

C
、
D
区
と
同
様
、
堀
底
に
粘
土
が
堆
積
し
て
い
た
。

B
区
堀
底
か
ら
鉄

―
一
月
二
八
日

周
堀
覆
土
の
除
去
を
完
了
し
、
全
体
を
写
真
撮
影
。
実
測
を
一
部
残
し
、
調
査
終
了
。

埼
玉
三
号
墳

ま
た
、

B
区
で
は
D
区
同
様
、

昭
和
四
九
年
―
一
月
二
六
日
し
三

0
日

東
西
、
南
北
に
直
交
す
る
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
発
掘
開
始
。
周
堀
の
西
の
部
分
と
考
え

ら
れ
る
位
置
か
ら
土
師
器
杯
が
出
土
。

―
二
月
四
日

周
堀
の
プ
ラ
ン
確
認
後
覆
土
除
去
を
開
始
。

周
堀
が
掘
り
残
さ
れ
プ
リ
ッ
ジ
が
存
在
す

周
堀
覆
土
の
除
去
を
終
了
し
写
真
撮
影
。
平
面
図
、

る。
埼
玉
四
号
墳

―
一
月
二
八
日

断
面
図
を
作
成
し
調
査
を
終
了
す

東
西
に
直
交
す
る
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
調
査
を
開
始
。
梅
塚
古
墳
と
同
様
A
l
D
区
に

地
区
区
分
す
る
。

―
一
月
二
九
日
し
十
二
月
三
日
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東
西
、
南
北
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
調
査
を
開
始
す
る
。

埼
玉
六
号
墳

D
区
で
周
堀
を
掘
り
残
し
た
プ
リ
ッ
ジ
を
検
出
。

A
区
の
大
部
分
と
B
区
内
で
は
周
堀

―
二
月
五
日
し
六
日

周
堀
覆
土
除
去
終
了
。
写
真
撮
影
終
了
後
、
平
面
図
、
断
面
図
を
作
成
、
調
査
を
終
了
。

埼
玉
五
号
墳

―
二
月
五
日
し
八
日

東
西
、
南
北
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
調
査
開
始
。
各
所
で
埴
輪
片
の
出
土
多
い
。

―
二
月
―
―
日

周
堀
の
プ
ラ
ン
を
略
確
認
。
南
西
部
は
周
堀
を
掘
り
残
し
て
ブ
リ
ッ
ジ
を
造
り
出
す
。

ご
一
月
―
二
日
し
一
五
日

周
堀
の
覆
土
除
去
す
る
。
プ
リ
ッ
ジ
東
の
周
堀
内
か
ら
、
三
個
体
分
の
円
筒
埴
輪
が
出

土
。
ま
た
、

プ
リ
ッ
ジ
西
側
の
周
堀
内
か
ら
も
多
数
の
埴
輪
片
が
出
土
し
、

堀
内
か
ら
も
円
筒
埴
輪
片
や
土
師
器
杯
が
出
土
し
た
。

―
二
月
一
七
日
し
一
八
日

―
二
月
五
日
し
八
日

―
二
月
―
二
日
し
一
四
日

A
区、

D
区
周
堀
内
か
ら
土
師
器
杯
出
土
。

が
浅
く
な
っ
て
い
た
た
め
か
検
出
で
き
な
い
。

北
東
部
の
周

周
堀
覆
土
の
除
去
を
終
え
、
写
真
撮
影
、
平
面
図
、
断
面
図
を
作
成
し
、
調
査
終
了
。

周
堀
は
そ
の
西
の
部
分
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
部
分

周
堀
の
発
掘
を
終
了
し
、

こ
ま
、
t
,
＂`
 

写
真
撮
影
及
び
実
測
を
行
い
調
査
を
終
了
す
る
。

周
堀
を
掘
り
残
し
た
プ
リ
ッ
ジ
が
あ
る
が
、

二
個
体
出
土
し
た
。

―
二
月
一
五
日

そ
の
南
の
周
堀
内
か
ら
土
師
器
杯
が

周
堀
覆
土
除
去
後
、
写
真
撮
影
。
平
面
図
断
面
図
作
成
し
、
調
査
を
終
了
す
る
。

埼
玉
七
号
墳

―
二
月
一
四
日
し
一
九
日

東
西
、
南
北
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

に
接
し
て
周
堀
を
検
出
す
る
。

―
二
月
二

0
日
ー
ニ
―
―
日

周
堀
の
北
か
ら
東
側
部
分
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
西
部
に
は
周
堀
を
掘
り
残
し
た
ブ

リ
ッ
ジ
が
あ
り
、
北
側
の
周
堀
中
か
ら
土
師
器
杯
が
出
土
し
た
。

昭
和
五

0
年
一
月
一
八
日

調
査
を
開
始
。
東
西
に
走
る
道
路
の
北
側
と
南

丸
墓
山
南
方
円
墳
群
の
概
要
（
第
23
、
24
図）

埼
玉
古
墳
群
に
は
、
前
方
後
円
墳
ば
か
り
で
な
く
円
墳
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数

は
推
定
を
含
め
、
現
在
群
全
体
で
約
三
五
巷
、
稲
荷
山
古
墳
の
周
辺
、
奥
の
山
古
墳
の
南

西
方
、
そ
れ
に
、
す
で
に
消
滅
し
た
若
王
子
古
墳
東
方
の
三
箇
所
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て

所
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
直
径
一
〇
五
ば
の
丸
塞
山
古
墳
を
別
格
と
す
れ
ば
、
周
堀

を
含
め
て
も
直
径
四
〇
ば
に
も
満
た
な
い
、
小
規
模
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
今
回

報
告
す
る
も
の
を
除
け
ば
、
調
査
さ
れ
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
耕
作
な
ど
の
た
め
開
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名
称
で
あ
ろ
う
。

2
号
古
墳
と
し
て
、

以
下
調
査
の
順
に
付
し
た
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

天
王
山
、
梅
塚
古
墳
を
1
、

丸 墓 山 南 方 円

こ
の
ほ
か
の
、
数
字
を
冠
し
た
も
の
は
、

墳

ボ
ッ
チ
山
古
墳
は
、

梅
塚
古
墳
は
、
か

つ
て
聖
徳
太
子
の
舎
人
、

（註）

わ
れ
る
白
梅
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

墳
丘
の
遺
存
状
況
を
示
し
た

（
註
）
『
忍
名
所
図
會
』
に
は
こ
の
梅
を
丸
梅
と
呼
び
、
『
史
韻
埼
玉
』
は
こ
の
梅
の
植
わ
っ
て
い
た
古

墳
を
麿
梅
塚
と
呼
称
す
る
が
、
本
書
で
は
、
地
元
の
呼
称
な
ど
か
ら
梅
塚
と
し
て
報
告
す
る
。

岩
崎
長
容
『
増
補
忍
名
所
図
會
』
天
保
六
年
七
月
（
昭
和
六
一
年
九
月
、
行
田
郷
土
文
化
会

再

刊）
高
木
血
早
三
郎
『
史
蹟
埼
玉
』
埼
玉
村
教
育
會
、
昭
和
―
一
年
一

0
月

群

こ
と
に
よ
る
ほ
か
、

調
子
麿
が
植
え
た
と
い

な
お
、

各
古
墳
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

天
王
山
古
墳
が
、

天
王
神
社
が
か
つ
て
所
在
し
た

立
地
す
る
一
〇
基
の
小
規
模
古
墳
中
の
七
基
で
、

そ
の
概
要
は
下
表
に
ま
と
め
て
お
く
。

本
書
で
報
告
す
る
の
は
、

墾
さ
れ
渥
滅
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、

稲
荷
山
古
墳
北
東
三
五

0”
い
に
所
在
す
る
白
山
古
墳
（
直
径
約
五

0”
い
）
が
墳

丘
に
露
出
す
る
石
材
や
、

式
石
室
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
、
中
の
山
古
墳
東
方
に
隣
接
し
て
所
在
し
て
い
た
と
い
う

戸
場
口
山
古
墳
が
石
棺
の
出
土
を
伝
え
る
ほ
か
は
不
明
で
あ
る
。

丸
墓
山
、
稲
荷
山、

二
子
山
の
各
古
墳
に
囲
ま
れ
る
地
域
に

そ
の
付
近
の
土
採
取
を
し
た
と
い
う
周
辺
住
民
の
話
か
ら
横
穴

い
て
も
、

墳
丘
を
留
め
る
も
の
も
数
少
な
い
。

内
部
主
体
に
つ

覧

No. 名 称 墳 形 規 模 出 土 追 物 備 考

1 天 王 山古墳 円墳直径27m 高さ1.2m 埴輪（円筒，人物），土師器
昭和49年度調査

（埼玉 1号墳） 主体部不明，方墳状に現存

2 梅塚古墳 円墳直径23.5m 埴輪（円筒，人物），土師器， 昭和49年度調査

（埼玉 2号墳） 周堀 2箇所にブリッジ 須恵器，鉄製品 周射のみ追存，主体部不明

3 埼玉 3号墳円墳直径12.5m 埴輪 （円筒，形象），土師器 II 

4 
円墳直径17.5m（推定） 昭和49年度調査

4号墳 周堀 1箇所にプリッジ 埴輪 （円筒，人物， 馬），土師器 周射一部追存，主体部不明

5 
円墳直径26m 埴輪 （円筒，人物，馬）， 土師 昭和49年度調査

5号墳 周堀 1箇所にプ リッ ジ 器 周坑］のみ追存，主体部不明

6 
円墳直径22-22.5m（指定） 昭和49年度調査

6号墳 周堀 1箇所ブリッジ 埴輪 （円筒，形象），土師器
周如一部追存，主体部不明

7 
円墳直径21~22m（推定）

埴輪 （円筒），土師器
7号墳 周堀 1箇所にプリッジ ” 

8 ボッチ山古墳 円墳直径15-20m 昭和10年頃削平

9 無 名 墳 II 墳丘：は現存しない

10 天祥寺裏古墳 円墳直径約25m 円筒埴輪片多数（周堀内）
昭和56年度行田市教育委

員会一部調査（未報告）

※ No. 1-7は本書にて報告。
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裾
部
分
に
周
堀
確
認
用
の
八
巷
（
第
4
l
l
l
ト
レ
ン
チ
）
を
設
定
し
て
行
っ
た
。

九
・
五
―
―
-
l

ぃ‘

周
囲
の
水
田
面
は
一
七
•
四

i

五
〉
い
な
の
で
約
ニ
ッい
の
比
高
差
が
あ
っ
た
。

調
査
は
、
墳
丘
上
に
主
体
部
確
認
用
の
ト
レ
ン
チ
三
唾
（
第
1
ー
3
ト
レ
ン
チ
）
と
墳

こ
の
結
果
、
墳
丘
は
方
墳
状
に
遺
存
す
る
が
、

周
堀
の
平
面
形
か
ら
、
直
径
約
二
七
ば

の
円
墳
と
判
明
し
た
。
周
堀
は
墳
丘
の
北
と
東
の
第
6
、
第
9
ト
レ
ン
チ
で
幅
が
七
只
を

超
え
る
が
、
他
の
部
分
で
は
五
・
七
ぃ
い
前
後
で
あ
り
、

周
堀
の
外
側
で
の
計
測
で
は
直
径

は
三
九
•
五
l

四
二
ば
と
な
ろ
う
。
周
堀
の
深
さ
は
、
墳
丘
の
西
か
ら
北
に
か
け
て
は
、

確
認
面
の
ロ
ー
ム
層
上
面
か
ら
約
二

O
~
四

0
仕
丘
だ
が
、
東
の
第
8
、
9
ト
レ
ン
チ
付

近
で
は
約
八
〇
パ
〗
ト
ク
と
や
や
深
い
。
南
側
の
周
堀
は
農
業
用
水
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

墳
丘
部
分
は
、
黄
褐
色
の
ロ

ー
ム

上
の
暗
褐
色
土
（
第
8
層
、

分
で
の
ト
レ
ン
チ
で
は
、

（
上
面
の
標
高
は
一
七
•
四
ー
五

M
)

旧
表
土
層
か
）
を
巷
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
が
盛
土
で
あ

る
。

墳
丘
は
こ
の

巷
盤
面
か
ら
約
一

•
五
ば
程
残
存
し
て
い
る
も
の
の
、
上
部
は
宅
地
化

に
際
し
て
相
当
削
ら
れ
て
変
形
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
か
、

墳
丘
部

主
体
部
は
検
出
さ
れ
ず
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、

粘
土
椰
系
の
主
体
部
の
可
能
性
が
あ
る
。

遺
物
（
第
35
、
36
図
）
出
土
遺
物
は
、
埴
輪
片
と
土
師
器
片
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ

も
破
片
で
周
堀
覆
土
中

の
出
土
で
あ
る
。
埴
輪
は
普
通
円
筒
の
ほ
か
、
朝
顔
形
の
破
片
も

で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め

墳
丘
は
一
辺
約
二
六
”
い
の
方
墳
状
を
程
し、

最
高
部
は
標
高

）
 一

（
 

遺
構
（
第
25
ー
27
図）

さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
設
置
の
昭
和
四
二
年
以
前
は
、
宅
地

天
王
山
古
墳
（
埼
玉
一
号
墳
）

四

調

査

の

成

果

ス
カ
シ
は
円
形
の
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。

あ
っ
た
。

ー、

4
は
直
径
な
ど
か
ら
四
段
タ
ガ
の
普
通
円
筒
の
可
能
性
が
あ
る
。
外
面
は

ヨ
コ
ハ
ケ
メ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

全
て
タ
テ
ハ
ケ
メ
で
仕
上
げ
、

て
端
面
を
作
り
出
し
、
タ
ガ
は
偏
平
な
台
形
又
は

M
字
形
を
基
本
と
す
る
。

形
の
も
の
が
確
認
で
き
た
。

わ
れ
て
お
り
、

ば
で
あ
る
。

ロ
縁
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
し

円
筒
の
ほ
か
、
冑
を
か
ぶ
っ
た
人
物
の
頭
部
や
腕
の
破
片
が

あ
っ
た
。
土
師
器
の
脚
の
破
片
は
五
領
式
期
の
も
の
で
、

ーヽノ二
梅
塚
古
墳
（
埼
玉
二
号
墳
）

（
 

遺
構
（
第
28
、
29
図）

本
墳
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。

付
近
の
標
高
は
一
七
•
四
只
、
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い
た
地
区
に
あ
っ
て
墳
丘
は
全
く
失

周
堀
の
み
が
検
出
さ
れ
た
。
主
体
部
に
つ
い
て
は
、
も
ち
論
不
明
で
あ
る
。

直
径
は
周
堀
内
側
の
計
測
で
二
三
・
五
”
ぃ
‘

周
堀
は
幅
二
し
四
•
四
ば
‘

は
浅
深
は
あ
る
が
、
舟
底
状
を
程
し
て
お
り
、

埴
輪
は
普
通
円
筒
の
ほ
か
、
朝
顔
、

メ

周
堀
を
含
め
た
直
径
は
二
八
ー
ニ

九
•
五

北
の
部
分
で
浅
く
な
り
途
切
れ
て
い
る
。
断
面

黒
色
土
が
堆
積
す
る
が
、
底
に
枯
土
が
堆

積
す
る
場
所
が
あ
り
、
水
が
溜
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
東
南
の

も
の
は
内
幅
ニ
・
―
―
―
只
、
外
面
三
・
五
2

い
で
外
開
き
の
台
形
状
、
西
南
の
も
の
は
内
幅
ニ
・

四
仄
、
外
幅
四
・
六
”
い
で
や
は
り
外
開
き
の
台
形
状
で
あ
る
。

人
物
な
ど
が
あ
っ
た
。

円
筒
は
外
面
を
タ
テ
ハ
ケ

な
ど
体
し
底
部
の
遺
存
の
良
い
も
の
か
ら
す
る
と
二
段
タ
ガ
の
小
形
品
で
、
器
高
は
三
五

し
四
〇
勺
后
弱
の
も
の
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
角
形
の
も
の
も
あ
り
、
粗
雑
な
部
分
も
多
い
。

ロ
縁
部
は
外
反
さ
せ
て
端
面
を
作
り
出
し
、

タ
ガ
は
偏
平
な
台
形
や
M
字
形
、

54
の
人
物
埴
輪
は
西
側
の
周
堀
底
か
ら
、
頭
を
東
に
向
け
、
仰
む
け
の
状
態
で
出
土
し
た

も
の
で
、
ほ
ぽ
完
形
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

55
、

56
の
よ
う
に
美
豆
良
や

57
、

58
の
よ
う
に

ョ
コ
ナ
デ
で
仕
上
げ
て
い
る
。

4i5 

48 

遺
物
（
第
37
ー
41
図）

い
ず
れ
も
周
堀
内
の
出
土
で
あ
る
。

丸
墓
山
南
方
の
小
円
墳
群
の
う
ち
で
は
最
も
北
に
位
置
す
る
。

ス
カ
シ
は
円
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墳
丘
盛
土
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、

で
、

人
物
の
倶
刀
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
複
数
個
体
の
人
物
埴
輪
の
樹
立
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、

59
し
61
は
大
刀
形
の
玉
飾
り
の
、

土
師
器
坦

(65)
、
杯

(66
、

土
し
た
が
、
そ
の
状
況
か
ら
、

ず
れ
も
鬼
高
式
の
古
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
須
恵
器
杯
は
蓋
杯
で
三
セ
ッ
ト
あ
り
、

の
ほ
か
、
甕
の
口
縁
部
破
片

(68)
や
四
窓
ス
カ
シ
の
高
杯
脚
破
片

(76)
な
ど
、
古
い

要
素
を
有
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
鉄
製
品
が

3
点
あ
る
が
、
用
途
は
不
明
で

埼
玉
三
号
墳31

図）

62
は
馬
形
の
鈴
飾
り
の
可
能
性
が
あ
る
。

67)
、
須
恵
器
杯

(70
ー
75)
が
、
東
南
の
周
堀
底
か
ら
出

同
所
で
の
祭
祀
行
為
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。

あ
る
。ーヽノ三（

 
遺
構
（
第
30
、

径
―
ニ
・
五
尺
外
側
の
計
測
で
も
一
四
・
五
”
い
と
今
回
調
査
し
た
古
墳
中
最
も
小
規
模

で
あ
る
。
水
田
耕
作
さ
れ
て
い
た
地
区
で
、
耕
作
土
表
面
の
標
高
は
一
七
・
三
ば
‘

そ
そ
の

主
体
部
も
不
明
で
あ
る
。
周
堀
は
幅
八
〇
パ
炉
心
l
-
〗

一
五
ー
三
〇
パ
ー
ン
ト
心
で
、
断
面
は
台
形
状
で
あ
る
。

遺
物
（
第
42
図
）
円
筒
、
形
象
埴
輪
片
が
出
土
し
た
が
、
点
数
は
少
な
い
。
ま
た
、

土
師
器
杯

(
4
)
が
一
点
あ
り
、
ほ
ぽ
完
形
で
、
形
態
、
法
量
は
、
梅
塚
の
も
の
に
近
い
。

四

埼

玉

四

号

墳

（
 

遺
構
（
第
30
、
31
図
）
三
号
墳
の
南
東
に
隣
接
し
て
所
在
す
る
。
東
ー
北
西
側
の
約

半
分
強
の
周
堀
は
浅
く
な
り
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
墳
丘
盛
土
、
主
体
部
と
も
発
見
さ
れ

ロ
ー
ム
検
出
面
か
ら
、

て
い
な
い
。
直
径
は
周
堀
内
側
で
約
一
七
•
五
ッ
い
、
外
側
で
ニ
―
•
五
ば
と
推
定
さ
れ
る
。

検
出
さ
れ
た
周
堀
の
西
の
部
分
に
、
ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
た
プ
リ
ッ
ジ
が
造
り
出
さ
れ
、

内
幅
一
・
六
リ
ベ
外
幅
ニ
・
九

M
の
台
形
状
を
呈
す
る
。
周
堀
は
幅
―
•
五
ー
ニ
・
七
昇

下
に
遺
構
確
認
面
の
ロ

ー
ム
が
存
在
し
、

そ
の
上
面
は
一
七

•
O
し
一
七
・
―
豆
い
で
あ
る
。

梅
塚
古
墳
の
西
南
約
三
五
ば
に
位
置
し
、

周
堀
内
側
で
、
直 1,ヽ

黒
色
土
、
暗
茶
褐
色
土
、

ロ
ー

ム
検
出
面
か
ら
深
い
と
こ
ろ
で
約
三

0
[
〗
卜
り
、
断
面
は
舟
底
状
を
呈
す
る
。

遺
物
（
第
43
図）

や
、
人
物

(16)
、
馬
形
と
思
わ
れ
る
破
片

(17
ー
20)
が
あ
る
。

わ
か
る
ま
で
に
復
原
で
き
た
。
細
部
で
各
個
体
に
差
異
が
あ
る
が
、

古
い
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

埼
玉
五
号
墳32

図）

円
筒
は
二
段
タ
ガ
の
小

一
点
は
小
破
片
だ
が
、
他
は
全
体
の
形
状
が
十
分

プ
リ
ッ
ジ
の
南
と
北
で
周
堀
内
に
落
ち
込
む
形
で
出
土
し

こ。t
 ノヽ五（

 
遺
構
（
第
31
、

西
南
に
か
け
て
、
稲
荷
山
古
墳
に
至
る
道
路
の
下
に
な
っ
て
い
る
。

本
墳
も
周
堀
の
み
の
遺
存
で
、
盛
土
、

主
体
部
と
も
全
く
残
っ
て
い
な
い
。
付
近
の
標

高
は
一
七
•
三
以
、
遺
構
確
認
面
の
ロ
ー

ム
上
面
は
一
七
．

0
し
一
七
・
一
”
い
で
あ
る
。

直
径
は
周
堀
の
内
径
で
二
六
只
、
外
径
で
三
一
•
五

l
-
―
―
ニ
・
五
〗
い
で
、
丸
墓
山
南
方

の
小
円
墳
群
で
は
天
王
山
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
周
堀
は
北
東
部
分
が
や
や
広
く
、
幅

三
・

三
只
、
そ
の
他
の
部
分
は
お
お
む
ね
三
．

0
ば
前
後
で
、
最
も
狭
い
部
分
は
―
―
•
六

ば
で
あ
り
、
ほ
ぽ
全
周
し
て
発
見
さ
れ
た
。
断
面
に
つ
い
て
は
舟
底
状
を
呈
し
、
深
さ
は
、

遺
構
検
出
面
で
あ
る
ロ
ー
ム
面
か
ら
三

0
ー
四
〇
パ
い
心
強
の
深
土
が
あ
る
。
覆
土
に
は
、

周
堀
に
は
、

ロ
ー
ム
ロ
ッ
ク
を
含
む
茶
褐
色
土
が
堆
積
し
て
い
た
。

そ
の
南
西
部
が
ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
て
プ
リ
ッ
ジ
が
造
り
出
さ
れ
て
い
る
。

内
幅
は
七
り
べ
外
幅
七
・
九
ぃ
い
で
、
や
や
外
開
ぎ
に
な
る
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
天

王
山
古
墳
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
他
の
梅
塚
以
下
の
各
古
墳
と
の
比
較
で
は

梅
塚
古
墳
の
東
南
約
四
〇
ば
に
所
在
し
て
お
り
、

土
師
器
は
六
個
体
あ
り

(21
ー
26)

西
北
か
ら

い
ず
れ
も
鬼
高
式
の

り
の
も
の
が
多
い
。

形
品
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
破
片
で
出
土
点
数
は
少
な
か
っ
た
。

タ
ガ
は
粗
雑
な
作

周
堀
覆
土
中
か
ら
埴
輪
及
び
土
師
器
が
出
土
し
た
。
埴
輪
は
円
筒

で、
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遺
物
（
第
49
、
50
図）

周
堀
内
か
ら
埴
輪
及
び
土
師
器
の
出
土
が
あ
っ
た
。

分
に
は
、

こ
の
周
堀
の
西
側
部

本
墳
の
プ
リ
ッ
ジ
が
最
も
幅
広
く
、
古
墳
の
規
模
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
墳
か
ら
は
埴
輪
及
び
土
師
器
が
出
土
し
た
。
埴
輪
は
道
路

遺
物
（
第
44
ー
48
図）

西
側
の
周
堀
中
か
ら
円
筒
埴
輪
の
全
体
の
わ
か
る
個
体

(
I
、

し
七
号
墳
中
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
出
土
量
で
あ
る
。

器
高
は
四
ニ
ー
四
―
―
―
パーソト[
、

面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
は
主
に
タ
テ
方
向
の
ナ
デ
に
加
え
、

部
は
外
反
さ
せ
端
面
を
作
り
出
し
ョ
コ
ナ
デ
で
仕
上
げ
て
い
る
。

に
は
不
整
円
形
と
言
う
べ
き
だ
が
）
で
あ
り
、

器
杯

(61)
は
口
径
が
一
八
・
八
パ
炉
心
と
大
形
で
あ
る
。

、ヽノ六

埼

玉

六

号

墳

（
 

遺
構
（
第
33
図）

鳥
埴
輪
」

の
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
墳
で
あ
る
。

西
側
の
周
堀
が
部
分
的
に
検
出
さ
れ
た
だ
け
で
、
盛
土
、

五
号
墳
の
東
南
に
隣
接
し
て
所
在
し
、
以
前
に
、

県
指
定
の
「
水

ロ
縁
部
内
、
外
面
に
焼
成
前
の
ヘ
ラ
書
き

ス
カ
シ
は
円
形
（
正
確

ロ
縁

2
)
の
出
土
が
あ
り
、

遺
存
の
良
好
な
部
分
で
ロ
ー
ム
面
か
ら
二
〇
し
二
五
パ
い
二
で
あ
る
。

ブ

リ
ッ
ジ
付
近
で
も
口
縁
部
の
全
周
す
る
も
の
が
何
点
か
出
土
し
た
。
今
回
、
調
査
し
た
一

円
筒
埴
輪
は
二
段
タ
ガ
の
も
の
で
、

ロ
縁
径
二
五
ー
ニ
九
[

I

げり
、
底
径
一
三
し
一
五
パ
ーげ
心
で
、
外

ナ
ナ
メ
の
ハ
ケ
メ
、

に
よ
る
窯
印
「
X
」
(
1
、
11)
「
（
」
（
6
、
8
)
の
描
か
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
形
象
で

は
馬
形

(51
ー
54)
、
人
物

(55
ー
57)
、
家
形

(50)
と
思
わ
れ
る
破
片
も
あ
っ
た
。
土
師

主
体
部
な
ど
、
全
く
遺
存
し

て
い
な
い
。
遺
構
検
出
面
で
あ
る
ロ
ー
ム
面
の
標
高
は
約
一
六
・
ニ
ぃ
い
で
あ
っ
た
。
直
径

は
、
周
堀
の
遺
存
が
あ
ま
り
良
好
で
な
い
の
で
、
推
定
が
む
つ
か
し
い
が
、
周
堀
内
径
で

約
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
・
五

訂
、
外
径
で
二
六
•
五
ー
ニ
七

ば
と
考
え
ら
れ
、
梅
塚
古
墳
よ
り
は

わ
ず
か
に
小
形
で
あ
る
。
周
堀
は
、
幅
一
・
七
ー
ニ
•
四

”
いで
、
舟
底
状
を
呈
し
て
お
り
、

ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
て
幅
五
•
六

M
の
方
形
の
プ
リ
ッ
ジ
が
造
り
出
さ
れ
る
。

一号
墳
同
様
量
的
に
は
極
め
て
少
な
い
。

遺
物
（
第
51
図）

遺
物
は
、

周
堀
内
か
ら
埴
輪
片
及
び
、

土
師
器
杯
が
出
土
し
た
が
、

円
筒
は
、

1
、
2
、
10
、
15
な
ど
の
大
形
の
破
片
か
ら
す
る
と
、
器
高
約
三
三
し
四
忙
戸
心

位
の
も
の
が
主
体
か
と
思
わ
れ
、
朝
顔
の
破
片
も
あ
る
。

が
多
く
、
突
出
度
も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。

筒
以
外
で
は
形
象
の
台
部

(21
、
あ
る
い
は

16
も
そ
う
か
）
や
、

り

(22)
と
思
わ
れ
る
破
片
も
あ
っ
た
。

土
師
器
で
は
、
完
形
の
杯
一

点
と、

器
形
の
わ
か
る
杯
二
点

(23
ー
25)
が
あ
っ
た
。

小
形
化
が
見
ら
れ
る
点
や
口
縁
の
外
反
度
が
や
や
大
き
い
の
は
、

の
よ
り
新
し
い
要
素
で
あ
ろ
う
。

ノヽ七

埼

玉

七

号

墳

（
 

遺
構
（
第
34
図）

五
号
墳
の
南
西
約
五

0
二
、
稲
荷
山
古
墳
に
通
じ
る
道
路
と
東
西

に
直
交
す
る
市
道
の
交
差
点
に
所
在
す
る
。

が
一
部
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
墳
丘
盛
土
、

四
号
墳
や
六
号
墳
同
様
、

主
体
部
も
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
遺
構
検
出

面
で
あ
る
ロ
ー
ム
上
面
の
標
高
は
一
七
・
ニ
り
い
で
あ
る
。
古
墳
の
直
径
は
周
堀
内
径
で
約

周
堀
の
幅
は
ニ
ー
三
・
五
”
い
で
、

二
―
ー
ニ
ニ
只
、
外
径
で
二
六
ー
ニ
七
ば
と
推
定
さ
れ
、

六
号
墳
同
様
、
西
部
を
、

の
南
の
部
分
は
、
道
路
下
と
な
り
不
明
で
あ
る
。

タ
ガ
は
一
一
段
で
、
偏
平
な
も
の

玉
（
あ
る
い
は
鈴
）
飾

二
号
墳
、

四
号
墳
の
も

周
堀
の
西
側
部
分

ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
て
プ
リ
ッ
ジ
を
造
り
出
し
て
い
る
が
、

ス
カ

シ
は
円
形
の
も
の
が
確
認
で
き
た
。

そ 円
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合
わ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
）
。

る。 の
古
い
段
階
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
さ
れ
た
七
基
の
古
墳
（
跡
）

n

ら
、
埴
輪
、

．． 

力

埴
輪
は
全
て
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
が
、

タ
ガ
の
小
形
品
が
主
体
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
普
通
円
筒
を
観
察
す
る
と
、
二
段

(

1

)

 

そ
の
形
態
や
製
作
上
の
特
徴
か
ら
、

川
西
編
年
の
＞
期

土
師
器
に
つ
い
て
は
、
天
王
山
古
墳
を
除
く
各
古
墳
で
、
須
恵
器
を
模
倣
し
た
杯
が
出

土
し
て
お
り
、
多
く
は
古
式
の
鬼
高
式
土
器
で
あ
る
。
梅
塚
古
墳
及
び
第
3
、
4
、
7
号

墳
の
も
の
は
、
法
量
、
形
態
か
ら
、
同
一
型
式
と
認
め
ら
れ
る
。
ほ
ぽ
垂
直
な
体
部
や
、

(
2
)
 

忠
実
に
口
縁
端
面
を
作
り
出
す
点
は
、
陶
邑
編
年
の
第
1
期
後
半
の
杯
の
模
倣
と
考
え
ら

れ
る
。
第
6
号
墳
の
完
形
品

(23)
は
、
や
や
小
形
化
し
て
お
り
、
陶
邑
編
年
第

I
期
末

の
杯
の
小
形
化
現
象
を
反
映
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
や
や
新
し
く
な
る
要
素
を
も
っ
て
い

第
5
号
墳
の
も
の
は
、
陶
邑
編
年
第

II
期
初
頭
の
大
形
化
し
た
杯
を
模
倣
し
た
と
思
わ

れ
、
さ
ら
に
新
し
く
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
こ
の
こ
と
は
、
第
5
号
墳
の
プ
リ
ッ
ジ
が

他
の
古
墳
の
も
の
よ
り
南
に
偏
っ
た
位
置
に
あ
り
、
築
造
時
期
の
差
の
反
映
と
し
て
考
え

古
墳
の
具
体
的
な
時
期
は
、
梅
塚
古
墳
出
土
の
須
恵
器
で
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
古
墳
か
ら
は
甕
及
び
蓋
杯
が
出
土
し
た
が
、
蓋
杯
は
法
量
、
立
ち
上
り
部
分
の
形
態
な

ど
か
ら
、
陶
邑
編
年
の
第

I
期
末
、

T
K
4
7
型
式
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
甕
は
、
体

部
内
面
に
タ
タ
キ
メ
を
ナ
デ
消
す
比
較
的
古
い
製
作
技
法
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
体
部

五

ま

|
ー
各
古
墳
の
築
造
時
期
と
そ
の
性
格
I

と

め

土
師
器
、
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

外
面
の
平
行
タ
タ
キ
や
頸
部
が
無
文
な
ど
の
様
相
か
ら
、

(
3
)
 

ろ
う

の
で
、

同
期
の
所
産
と
し
て
よ
い
で
あ

以
上
の
須
恵
器
は
、
古
墳
の
埋
葬
時
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
、
放
置
（
放
棄
）
さ
れ
た
も

型
式
の
年
代
観
は
、
六
世
紀
前
葉
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
古
墳
の
築
造

時
期
を
示
す
も
の
と
し
て
考
え
る
と
共
伴
し
た
土
師
器
杯
の
年
代
も
、

そ
の
製
作
年
代
が
お
さ
え
ら
れ
る
。

梅
塚
古
墳
の
須
恵
器
に
よ
る
年
代
比
定
に
よ
れ
ば
、
出
土
埴
輪
の
様
粗
か
ら
同
時
期
と

と
に
な
る
。

か
な
り
磨
滅
し
て
お

思
わ
れ
る
天
王
山
古
墳
を
含
め
た
七
基
は
、
六
世
紀
前
葉
頃
に
相
次
い
で
築
造
さ
れ
た

こ

こ
の
時
期
は
、
埼
玉
古
墳
群
内
の
大
形
古
墳
で
は
、
稲
荷
山
古
墳
が
出
現
し

た
直
後
で
、
あ
る
い
は
、
丸
墓
山
古
墳
や
二
子
山
古
墳
の
築
造
と
重
な
ろ
う
か
と
い
う
時

期
で
あ
る
。
時
間
的
に
、

ま
た
、
位
置
的
に
近
接
す
る
こ
と
、

そ
し
て
古
墳
の
規
模
か
ら

す
る
と
、
大
形
古
墳
に
葬
ら
れ
た
埼
玉
古
墳
群
の
最
高
首
長
層
を
支
え
た
小
首
長
の
墳
墓

（註）

1

川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』
6
4
|
2
日
本
考
古
学
会

2

田
辺
昭
―
―
-
『
須
恵
器
大
成
』
角
川
書
店
昭
和
五
六
年
七
月

3

こ
の
ほ
か
、
高
杯
脚
破
片
は
、
短
脚
四
方
ス
カ
シ
と
古
い
要
素
を
持
つ
が
、

り
、
確
実
に
古
墳
に
伴
う
と
判
断
で
き
な
い
。

昭
和
五
一
＿
一
年
九
月

こ
の
須
恵
器
か
ら
、
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第25図
天王山古墳乎面図
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A --A' 
19.70 

B 8 ’ 
1 9.70 

D
 

ユ'
19.70 

二 攪乱

゜
4m 

oo
v
 

， 
Q_____ c 

□ /  
E
 

E 
， 

18.90 

A-A'、B-B/、C-C'、D-D土 層説明
l．黄褐色（ロームブロ・、＇クを含む）
l'．黄褐色
l”．黄褐色
2黄褐色(1に比べて暗い）
3暗褐色（ロームプロックを含む）
4．暗褐色（土質は堅くしまっている）
5．黒 色（土質は堅くスコップを入れると縦にわれる）
6黒 色(5に比べるとやや明るい）

7．灰褐色（土質は緻密で堅くしまっている粘土質）
8暗褐色（土質は緻密で堅くし まっている粘土質）
9．ロ ーム（黄褐色ローム）
E-E'土層説明
L暗褐色（ロームプロック 、炭化物を多く含む）
2暗褐色（ロームプロックを含む）
3暗褐色（堅緻な土質）

4黒色（堅緻な土質、埴輪出土層）
5．暗褐色（ロームプロックを含む、動かされ持ち込まれた土陪）
6灰褐色（枯性に富む）
7.ローム

第 26図 天王山古墳第 1~4トレンチ土陪断面図
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゜
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L — I ＇ 
18.90 

← 

4 

“ 
///  

攪乱

一＇
18.90 

F-F'土層説明
]．黒色（粘性が強い）
2．暗掲色
3．暗褐色（堅質な土層）
4．灰白色（粘土質）

5. 3と同じ
6.ローム

G-G'土 層説明
1．暗褐色（粘土質） 6糾色
2．黒 色（鉄分を多く含む） 7．暗褐色
3灰白色（粘土質の土庖） 8.ローム
4．暗掲色（鉄分を含む）
5 暗黄褐色（ロームプロック含む）
H-H'土 層説明
]．暗褐色
2.11音掲色（堅くしまった土@)
3．暗褐色（やや粘性をもつ）
4. n音灰褐色（鉄分を含む）
5黒 色（鉄分を含む、粘性をも つ）
6.ローム
1- 1'土 層 説明
l．賠褐色 5.ローム

2 暗黄褐色（鉄分を多く含む）
3 暗褐色（鉄分を含む粘例のある土陪）

4．暗褐色
J-J'土層説明
l．暗褐色（ロームプロックを含む）
2．暗褐色（ロームプロック、炭化物を多く含む））
3 暗 褐 色 （ し ま っ た 堅 緻 な 土 層 ）
4．暗灰褐色
5．暗褐色（粘性をもつ）
6．暗褐色（粘性が弾く、鉄分を多く含む）
7.ローム

6
t
 

第 27図 天王山古墳第 5~10トレソチ土層断面図
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第 28図 梅塚古墳（埼玉 2号墳）乎面図及び断面図
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l．灰褐色（鉄分を含む）

2．黒色（鉄分を含む）

第 29図 梅塚古墳土層断面図



ー
＼ 

ー
3号瑣

朽3

¥ 

＼ 

I
I
I
I
I
I
 I

I
 

I
I
 

1

1

,

．, 

ー

1

,

`

、

、

'

、

、

`

‘

,

1

ー

`

,

・
 

｀
 

、

、

ヽ
’
 

‘
 

ー

ヽ
ヽヽ

I
ー

ヽ

ー

ヽ

ー

ヽ

＇ 

ヽ

／
 

ヽ‘ヽ

’

 

‘

’

 

ヽ

／

ヽ

／

ヽ

'，
 

／
 

ヽ

／
 

ヽ
ヽ、

＇

、

‘

/

/
 

｀
 

/
 

｀
 

、

/

｀

，

 

`

』

`

/

9

}

-

’

 

{

t

-

i

-

}

-
―

―

 

-

＼

4
 

―

―

 

ー

『

-

i

 

¥f. 

一-
i

-

'

，

-

`

 

'

，

`

 

,

4
3
 

'，
 

＇ 
ー

¥
:
＼
`
／
ー

1
1
1
1
1
1
1
1

ー1
ー／ーーーーーーーー

9

ー

、

、

、

I

ヽ

、．

ヽ

／
‘

’

 

、

／

＇ 

、‘

＇ '，
 

、`
、‘、

`

'

,

-̀ -— ー『

t-

[

-

―

-

一一

｛
 

一
――
 

t
グ

ヽ/
 

A区

D区

／
 

C,.__ 

C似．

B区

4 "，J•瑣

冥

ー
o
t
 

15m 
I 

第 30図 埼玉 3号墳及び 4号墳平面図
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3号墳土層断面

A_ A' D D ， 
G 17.4G 0 ， 

17.60 A-A'土層説明 17AO 

l．耕作土（灰褐色）

2灰褐色（ローム小プロック、鉄分を含む）

3．茶褐色（ローム小プロック、鉄分を含む）

， 
17,4H 0 ， B 

17.6B0 ’ 
E 声 E H 

B-B'土層説明

l耕作土

2灰褐色

3．茶褐色

c' F 
17.4F 0 ， I 

， 
g_ C-C'土層説明

I 
1 7.60 17.40 

l耕作土

2．黒色（鉄分を含む）

3．黄褐色（ローム小プロックを含む）

゜
4m 

4号墳土層断面

A
 論 B-

B' 
17.40 

D
 

o' 
17.40 

゜
4m 

旦一
A-A'土層説明

l．耕作土

2．暗褐色（鉄分を含む、3と比べて、黒味が強い）

3．暗褐色（鉄分を含む）

C
 両

E-
E' 

17.40 

5号墳土層断面

旦 ~ F 
17.60 

D-
D'G  

17.60 

G' J 
17.60 

E
 

＇ E H 
17.60 

F I 
17.60 

l’ 
17.60 

J 
17.60 

H' 

゜17.60 
4m 

第31図 埼玉 3,4, 5号墳土層断面図
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゜
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B-B'土層説明
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2．暗褐色

第32図 埼玉 5号墳平面図及び土層断面図
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g C ＇ 

17.60 
E-

E' 
両

B
- 嘉 D -p' 

17.60 
F
 

_E’ 
17.60 

゜
4m 

A-A'土層説明

1耕作土 3茶褐色（ロ ームプロックを含む）

2灰褐色（耕作土） 4. llff褐色（鉄分を少紙含む）

B-B'土層説明

］．耕作土 3．暗褐色

2．灰褐色 4．茶褐色（鉄分を含む）

第 33図 埼玉 6号墳平面図及ぴ土図断面図
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Ǹ̂

fヽ.`↓’

.• 
t
`
,
 ．．
 

ぷ
忍

.
1
 

ク
{
,,・

哀
＂

祁

晨

＾`

でヽ
、勾
．ヘ

忍釘
｀

各
鸞

[

ぷ‘

5
 

.
• 

•[
.̀
.3i,

. 

．ヽ．
 

忍

．一
索
、．
g
奏
淳

『翌
苓

恣
心
＆
•：

9
\
‘

.'
 

[
 芝

ぶ
ぃ5
望
警
濾
ぶ腎'•• 
"f̀
`̀
21
 

，i

．
這

さ‘、
5

ぶ

ぷ

詈

魯

・＇
t

足
苔
包

苓．
芯
．．
 
起
言
怠
遂
｀ヽ

夏

'
[
ふ
ピ

急

／

・ベ}:`‘

•

沃
注

這
ミ
童
心
｀

忍
唸

、̀9.iiし
．

筵
怒
竺
‘
ご
、

•J
t‘

令
裟
紐
f• 

.
 
，
 

,< ,,..、・•-： •‘‘-・ 
ふ況・一’←̀ -

箔翌必 ・ベ．：4
ゃ ~-'・:.ら::,;、守•ふ，．·.な
‘s.冑;;•` ;，・:-’.9炉さ・・9‘
.. •i·澤ヅ ｀な；
心＼＜応・- ツ
vふぃヽ
し t・・ ‘̀‘”; t.¥') tマ、、9

ンーが

二10cm 

゜

4
 

l
 刀

二

l-
5
9.
C
2
 

．．．
 

f

ぃ．．
 99・

1

t
-
．i

 

ー

.
f
5
贔

＇` 
••9 
ヽ
c
ぃ
・

I
・

いい・d'

＂"-

[
f
 

t
.i
翌＇
r
,

店
5
S

.
,

‘
.
`
‘
~
、

一~
＇
~巧

＇
．芸

｛

P
．ぶ羽

E

.̀
？
,.
 

,

．,
 ．
 

．．．
 

、

.r.
 

＼
 

••• 
念
・ぃ
・
ク
••• 

翌
99
.5

、'．

.；
．唸
・t•• 
}
：ぃ
'.
ふ
↑一；

`.
~ .• 

、＂｝.,．
9
.

• ••. 

・
3
 
.
.

.
 

9
t
 .
.
 

•
•
• 
r
.
S
.'
r
"
 

••• 

；ん

．

i
.
-
F
"
 

ビ
乙
．
A

．．
 
喜
．

芯
五

．．．．
．`
＂ 
．
．
．
 ，ク・・・

之
、
文・、

•

ぶ
、．
＂
~
＂；

 

＂̀内
A
．ゃ
’
．
,．

.. ,

＇-
9.‘‘
 

•
9 

.
.
 

,＂
r
 

•
,7.

,,.I 

.‘
 
.• 

，
 

••••
••• 

,`

 

•
••
• 
1

,•9
,' 

9rい
．．．
 
9

．．
5

．ぃ
・

•• 
＂
・
 

."
．i:L

.＂・,
＂り
"t

•
• 
，
 
．．
 
,' •••••• 

'
 

r,
;
 
.
.. •

9 

.
 

••
••• 

，
ヽ

•
9
,

.. 
9●
 

9.

｀
 

'
,
'

・
1
・

．．
 

9
 .

.

.
 

さ
・
＼
怠
囁
パ
加
．ヤ．

L
i
 

•• 

..
 
11
札
．．1

心
．．
．．．
 

,.，
1
 .
.
 
｝
 

9.‘ 

-“" 7―ヽ .r-̀  
文ぷ芯応．芦、5

”・:¥翠巡';や・ゞ

気：：令ぢ• ·ヽ·:•
ゞ•‘.

c. ..、.,.. ●、..、． ． .... J •. •! 
.，・・ ・ヽ.:乞・,..·•·· '...,, . ., 
. ：-. 9‘’ '＂‘ • ・.． ．s •9. :．9’.! 
なぶ.・学!・.'
.-<9.：・,;', ..？ヽ
へ‘;,f・J>-・・‘.千， ． 

•C r. 
，、で・

：̀.-
4..ら

門
日

□
．ヽ
'

,μ,"医
r--
l
i

羞；

パ
―iz芝
言

哀

ー・含
．．
 `1 

-i
・
 

.-f. 
必
．ど

1
.

.`，f

し

b
『
•

ふ`
母

9,
•も
唸

鴫

9,
'
rf
．死

、ぐ．

玉嘉

沢＼
，翌
’f.

ー．
さ

',.
屯

．．
 
で．
Y
むぷ．

み
塁
食
〗声

f
i
i

ぎ
喜

翠
租
ゃ
恕
'

ベ危
・
}•. 
＇ 

『

.

.

.
 

、'

i
`

＾
 

‘̀
'
 

4
i

、『
―

-6
 a
 

カ 、応、
• • 9 叫I嗚年ぶ

，ヽ • -・ •ぷ岳が，拿．．．．？a、
"-・・，巧'.べ.,..,:;:..,,,...---.,.， ．． ．． ・ ピ• 二？， ｀ ，ー・ '-"・ヽ

沢蕊••• ・ふe.t・-;；俎？五•' ・・ヤ
・心令唸．翠主

を・埒ご・：淫；を’ク和9.ts．ふ・-ざ←~，，，.ぷテ ・→....9.,グ•-,9. ;;;fa"r!~滋• . ． ．～
ずで

如虫辛屈,?

ら・・・←なマSざ-~ 0::::::,
' → • → - • • • tニ9,．．39.← ・'""' 會'’

心-• • •`--·9 こと，ニで｀
ー 、 ぺ→シ・
”~_．-—'、-4．ー’｀'

- •'r.^., . 
ー し、さヂ当i,2、

‘'ぶ1,99
今＇

＼ 

々ミ—,. ，99 1

＇唸？戸
芯髯 ・ - - -ちや・全へて・な―..:-.~-̀ _，そ•
""-"'・,.c.:.,; ~ こ．
a"'- •-'-＾勺ロ・｀
珂；ぶぢ・'”5→
→ 9 ；塁·迂 ~i
._,•#.i gi’.j息．，

• '--'.、“‘
,
}
 

g

．
ぎ
ぎ
・
，
~
、
イ
ー

こ‘..,.•.••• 

,
 
．．
 
,．
 

r̀
.？.,
,
;
 

ざ茫
立
吹全・3

.,．

“-i 

為
~
9

5

:
99
.
‘
..
 

．．
 

:7 

—全
筈．等翠3
亨―芯・遠完→§．ヽt匹岱

噂／I虞
／ノ ＼

 

謬望
；啜

姦
冨
掌

、i
.5、
f§
ぉ
妥

-

9
 

バ

□8
 

忍
守f

.｝
l一

,＇
・
 

., J

'
 

．．．
 

1
.
 

.3
 書

云
．

i-

・ヽ・
・・1

.
 

•. 
,
．,J..`
..,
 

r・'.
• 
f
 

L
g
h
-,
．
 

/
”
t
.
 

ご9, 9, ．ふ 9 ・添9わ‘
ゃ, ·:•;
;..： C‘・・＇．・・・..．., ;，.9'f .,．. ..... 
＿． ．、．丘9:・.，・Yト・，
:,''ふ＼t；ノ',・ ・ 29• 

芯が•?‘’:'.＇、＼ ＇

もジ；らゞ・'-----._ 
／ 

叶
〗1

3

J
 .
.
.
 
,
 

d
1
5
.
~r
2
、

芯
いよ
ふ

t
'-
．．
 
>
・な

ぶ
4

姦ー
ぷ

．`9
 

．．
 
ァ

．．
 
↑．
 

ら、
fi

＞．
＂一今a

f
J
.
 

↓ぺ↓
l

●
9
-

dr
.9• 

“̀
 

9
W
 

ぷ
4
-

•• 

-.«':.':"'~,;...,.. 
，`ば^ 憂弐’索七..,^ ヽぷ へ9．、

A
J
"
1

・・＞．

""~
\ §

 
•• 

1
E
“
 

"
 
．．
 

9
 

9
.
.. 

奇
．
位
．
＂t
.• 

-

i
i
'49,r 

《

.llぶ

[
 

屈
．9

・b:
・
も
．．
 

心
ど

i
.

唸
を
恥

＂ざ‘9.‘
 

一

¢
 
•. 
，

t'＼． 

゜
/
1
 

'̂‘i.I?‘7訳： ・ヽrtt・
ふ批：ぶ令'99 •・ 9r; ；I-•9 99 み ＼ ，.., 9 99.．'・ •,·,, ，J-ぶ 咄•; ’!,'喝:•·

I'..a・ 
忍'.¥L・・r.＼ •ゞ．!t
3 誤':•寄＇

‘̀̀ '"-,:. • ごタ ・· •. .• -．，、、・ ';↓..，．t..J9? ：· ’•、.． ・.．.． 
心

..、,．．．--•” • 9 .．..―’ 」゚
こ``た・しーと・`

万
□14

ぷ→巧．9．
厨 ；“；f唸
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埼玉 1~7号墳出土遺物観察表

天王山古墳 （埼玉 1号墳）

番号 種別 形態、調整技法等 の特徴

円筒口縁
ロ縁径約32cm前後。口縁端部は小さく屈曲して開き、ヨコナデ

1 
で端面を形成。外面ナナメハケメ、内面ナナメナデとハケメ 。

2 ＂ ロ縁部小破片。 ョコナデでわずかに凹む端面を形成。

3 ＂ 
朝顔形の下方部位。普通円筒の口縁状の部分の内側に上方部位

を乗せている。タガは偏平な台形。外面 タテ、内面ヨコハケメ 。

円筒体部
半周弱が遺存するが、直径約42cmと薄手な割に大形。形象の台

4 
等の可能性がある。外面タテハケメ、内面ナナメナデ。

体部小破片。外面はいずれもタテ （又はナナメ ）ハケメ、内面

5~ はタテ（又はナナメ）のナデやヨコ、ナナメハケメ 。 タガは11

＂ 15 がやや突出度が高いほか、偏平で〈ずれを見せる。 6、12-14

はスカシ部分だが、いずれも円形と考えられる。

底径14.2cm遺存高16.3cm。外面タテハケメ、内面ナナメにナデ、

16 円筒底部 タガはくずれた台形。上方に円形と考えられるスカシがある。

基底部は粘土が内側に突出する。

底部小破片。外面タテハケメ、内面は17がナナメハケメ、 18が
17,18 ＂ ナデ。底面に禾本科植物の圧痕残る。

冑をかぶる男子人物の顔面右半から首にかけての破片。顔面部

19 人物頭部 分の幅は約llcm。粘土ヒモマキアゲで成形し、アゴ及ぴ冑裾部

分は粘土を貼り足す。小札は沈線で表現、各所にハケメを残す。

20 人物腕
19の左上腕部と考えられる。粘土を棒状（胴体挿入部のみ筒状）

に作り、 接合部分は粘土を貼 り出し、 ハケメにて仕上げる。

高杯脚部上位部分の破片。遺存高5.5cm。外面タテヘラミガキ、

21 土 師 器 内面ヘラ先でタテにナデ。五領期のものと思われ、古墳と直接

関係するとは思われない。

梅塚古墳（埼玉 2号墳）

番号 種 別 形態、調整技法等 の特徴

ゆる〈外反して開き、ヨ コナデでわずかに凹む端面を形成する。
1 円筒口緑

外面タテ、内面ナナメハケメ 。 口縁径約25cmと推定される。

端部を小さ〈外方に屈曲させヨコナデで端面を作り出す。 3は

2, 3 ＂ 薄手に作る。両者とも外面に焼成前のヘラ書きによる窯印あり 。

外面タテハケメ、内面はナナメナデ(2)、ヨコハケメ (3)。

4 ＂ 1と同様の断面形態。外面タテハケメ、内面ナデ及ぴハケメ 。

5 ＂ 端部は小さく屈曲させヨコナデで鈍い端面を作り出す。

6 ＂ ゆるく外反させ、鈍い端面を作り出す。内外ナナメハケメ 。

7 ＂ 端部に近い部分で外反させ端面を作り出す。

8 ＂ 6と略同様の断面で、端面は鈍い作りである。

ロ縁部に小破片。ゆる〈外反するもの、小さく屈曲するもの、

9~ 直線的に開〈もの (15、16:朝顔形か）があるが、例外なくヨ
II 

17 コナデにより端面を形成する。外面はタテ（ナナメ）ハケメ、

内面 もハケメを施す部分が多い。

18 ＂ 
朝顔形と考えられる破片で、ゆる＜屈曲して開〈。端部はヨコ

ナデで鈍い端面を形成。外面タテ、 内面ヨコハケメ及びナデ。

- 71 -

胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

I (4) s (4) 2.1 

にぶい橙(5YR6/4) 

f橙 (2.5YR6/8) 

l(2)橙(2.5YR7/6) 1. 6 

l. s橙(5YR6/8) 1.0 

橙や赤褐色のものが多いが、

5 （赤灰 lOR 5/1) 7（にぷ

い赤褐 ・25YR 5/3)は迎元

色。

f (15) H (2) 1 3 

橙 (2.5YR7/6) 

17 ・ m.橙 （2.5YR6/6) 1 4 

18 l f.橙 （5YR7/8) 1.1 

s(2) l (2) H (1) 

橙 (5YR6/8) 

胎土、色調等19と同一。

l(5)二次的に被熱しもろい。

にぶい褐(7.5YR5/4) 

胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

m.H(2)橙 (25YR 7/6) 2.1 

2 : m.橙（2.5YR6/6) 0.8 

3. l．灰白 (lOYR7/1) 1. 9 

m 橙 (5YR7/6) 2 4 

m. II ( ＂ ） 2.5 

橙 (2.5YR7/6) 2.6 

m.橙（2.5YR7/6) 0.8 

m.H(2)浅黄橙(7.5YR8/4) 2.2 

橙色のものが多いが赤

褐色(16)のものもある。

l. H(2)橙 (2.5YR6/8) 3.3 



番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/1眸）

19 IIJ筒体部 外面タテハケメ、内面ナナメハケメ。タガは偏平な台形。 m.s.赤橙(lOR6/8) 1.8 

20 ＂ 
II 、内面ヨコ （一部タテ）ハケメ。スカシ有り 。 l(5)橙(5YR7/6) 2.2 

円形と考えられるスカン部分の破片。外面タテ、内面ナナメハ 21 f.浅黄橙 (7.SYR,3/6) 1. 7 
21、22 II 

ケメ 。 タガは21が偏平でくずれた台形。22が偏平な三角形。 22. m(4)H(4)赤橙(lOR.6/8)

外面タテハケメ、内面ヨコのナデ及ぴハケメ 。 タガはご〈偏平 m 橙(5YR7/6) 2.3 
23 II 

で、その直上部での直径約22cm。

24 ＂ 外面タテハケメ、内面ナナメハケメ 。 タガはご〈偏平な台形。 f.m 橙(5YR7/8) 2.4 

25 II 内外ナナメハケメ 。 タガの直上での直径18cm。 s. H(2)橙(5YR7/8) 2 4 

26 ＂ 厚手の作りで、タガは幅広で鈍い三角形。 l. s(4)浅黄橙 (lOYR8/3) 

体部小破片。外面タテ （又はナナメ ）ハケメ、内而はナデ又は 橙色のものが多〈赤橙(30、

27~ ナナメハケメで仕上げる。タガは偏平な台形又はM字形のもの 38)明赤褐色 (34) のもの
II 

40 が多いが、三角形に近いもの (38)もある。33、35、36、38に もある。

は円形と考えられるスカシがある。

41~ いずれも外面に焼成前の沈線による窯印を有し、口緑部に近い

＂ 45 ものと考えられる破片である。窯印全体のわかるものはない。

体部中位以下、％周遺存。遺存部高25cm。底径約16cmと推定。 l(4)s H(2) 1.1 

円筒体～
上方のタガ直上部の直径19cm。小形の円筒としては厚手の作り 。橙(7.5YR7/6) 

46 外面タテハケメ、内面ナナメナデ。 〈ずれたM字形のタガ間に
底部

円形のスカシが一対ある。基底部分は高さ約 4cmの断面三角形

の板状の粘土で形成、底而内側が突出する形となる。

図示部分略完周。遺存高15.2cm。タガ直上の直径183cm、底径 m(4)H(2) 1.5 

47 円筒底部 12.2cm。外面タテハケメ、内面基底部ナデ、上方はナナメハケ 浅黄橙(lOYR8/4) 

メ。 タガは〈ずれたM字形で上方に一対の円形のスカ シあ〈 。

図示部分％周遺存。遺存高15.7cm。底径約12.5cmと推定。外面 m(4)H(2) 2.4 
48 ＂ タテハケメ、内面ナナメハケメ。タガ上方にスカシあり 。 橙(2.5YR7/6) 

49 ＂ 外面タテハケメ、内面ナナメナデ。底径約20cm。 l(4)明赤褐(2.5YR5/8) 

50 ＂ ＂ 、底径約12cm。 m.橙（5YR6/8) 

51 ＂ やや低位にごく偏平な三角形のタガが付く 。底径約16cm。 l(4)にぷい黄橙(10YR7/4) 

52 II 外面タテハケメ、内面ナナメナデ。底径約14cm。 m(4)橙(5YR7/6) 

53 ＂ ＂ 、内面ナデ及ぴナナメハケメ 。底径約13cm。 m(4)橙 (25YR 6/8) 2.0 

天冠と美豆良、指先の一部を欠〈が略完形。店さ53.1cm。断面 粗砂を含み、全体にやや軟 西側プリ ッジ

わずかに楕円形の円筒状の台部に、胴体から上が直接表現され 質の焼成。橙(2.5YR6/8)を 北側周堀内出

る。頭部は天冠と思われるが、外方にラ ッバ状に開き、端面を 基調とする。 土。 （第28図）

作り出す。顔面は下顎部分に粘土を足し平坦に成形、側面から

見ると孤を描〈ように§,Iを作り、眉も偏平に粘土を貼り表現す

る。目は偏平な（つぶれた）楕円形に、目尻を下げて穿孔、ロ

は細長い木の葉状に穿孔する。側面には先端が前方に小さく突

54 男子人物 出する美豆良を付け、耳の表現はない。後部には断面が偏平な

方形の垂髪を付ける。右腕は湾曲させ、前方に水平に差出し、

左腕は指先（欠損するが粘土をヒモ状にして五指を表現）を下

に腰にあてがう 。腕、胴体には、衣服、装飾品等の表現は全く

ない。腕は胴体に近い部分を中空にしており、胴体に挿入後、

周囲に粘土を貼り接合する。円筒状の台部は外面タテハケメ 。

上方のものは帯の表現ともとれるが、 2本のタガは偏平なM字

形。内面は全面をナデ、頭部は接合痕顕著。

美頭良と思われる破片。浅い沈線が外側部分のタテ方向に 1条、 l. H(5)橙(5YR6/6) 

55 形 象 その下方に直交して短か〈 2条施される。断面楕円形で逍存長

13 8cm。上方の裏に脱落痕がある。
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番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ノヽ ケメ

備 考(cm/10本）

56 形 象
人物の美頭良と思われ、棒状に作り、下部は平たく前後に突出 /. H (2)橙 (5YR7/8) 

させる。遺存長8.5cm、ナデにて仕上げ。全体やや磨滅。

人物に付属する大刀柄頭部分と考えられる。逍存長105cmで断 l. H (2)橙 (5YR6/8) 

面楕円形、先端は コプ状に膨らむが、周囲に脱落痕があり、装
57 ＂ 飾が施されていたものと思われる。表裏に斜格子風に沈線文が

施されるが衷面はやや雑で、本体に貼付けていた痕跡がある。

人物付属の大刀柄頭と考えられる。遺存長5.0cm、柄間は断面わ l. H(2)橙 (5YR7/8) 西側プリッジ

58 ＂ ずかに縦長 (2cm強）の楕円形で、厚さ 1cmの、孤の顔形の粘 北側周堀内出

土板で柄頭を表現する。全体をナデで仕上げている。 土。

59~ 馬あるいは大刀形等の鈴飾りと考えられる。球形部分の直径は 59. /. H (2)橙 (5YR7/8) 
II 

61 59が3cm、60、61が2.5cm。いずれも 孔の表現はなく同巧。 60.61: l. H(4) 11 ( II ） 

62 ＂ 馬形等に付属の鈴飾りであろう 。鈴部分ややつぷれた球状。 !(4) H (2)橙 (2.5YR6/8) 

人物に付属する椀と思われ、手ヅクネで成形、ナデで仕上げる。 /(3)H(4) 
63 ＂ ％周の破片で外面には何かに貼付いていた痕跡がある。 明赤褐 (5YR5/8) 

64 II 器種不明。底径8.3cmで、上方は急に径を増す。 l. H(4)橙 (5YR6/8) 

底部を部分的に欠くが略完形。高さ 15.4cm、口径11.3cm体部最 l(l) H(2) 南東部周堀内

大径13.9cm。偏平球形の体部にわずかに内湾気味に開く口縁が 赤彩(lOR5/8) 出土。（第28図）
65 土師器増

付〈。口縁部内外及ぴ体～底部（中心はヘラケズ リ）をヘラミ

ガキして赤彩。体～底部内面はナデ。

高さ5.5cm、口径12.6-12.9cm。所謂須恵器模傲杯。体～底部わ l(l)H(4) 南東部周堀内

ずかに欠くが略完形。口縁部はわずかに屈曲、開き気味で、端 橙 (2.5YR6/8) 出土(67の下か

部に内傾する小さな凹面（端面）が形成される。外面は、口縁 ら出土）。
66 土師器杯

部がヨコナデ、体～底部は周囲を軽くヘラケズリの後、 2度に

わたり一定方向にヘラケズリ 。内面は底部のみナデで、他はヨ

コナデ。

66と略同形態だが、口縁部は直立気味である。完形で高さ51cm、l (l) H (2) 
＂ 

ロ径ll.9-12.2cm。作りはやや粗雑である。底部外面は周囲を 橙 (5YR7/8) 
67 ＂ 周縁に沿ってヘラケズリ後、一定方向にヘラケズリ 。口緑部外

面及ぴ内面は底部中央付近までヨコナデ。内外やや磨滅。

甕の口縁～体部上位部分の破片。約％周の遺存で、口径約23cm。細砂を少最含み、非常に堅

ロ縁部は体部から〈の字状に外反して開く 。端部外面には下方 緻。灰白色(lOY7/1) 

68 須恵器甕 に小さく突出する 2条の突線がめぐる。端部はやや丸味があり

鋭さを欠く。体部外面は平行タタキ、内面は同心円タタキをナ

デ消す。口縁部内外はヨコナデ、頸部は無文である。

小形の壺（又は聰の可能性もある）破片。体部最大径は約12cm。l(l)f(l) 
69 須恵器壺

内外ヨコナデで、外面は暗緑色に釉ののる部分がある。 暗緑灰(lOG3/1) 

有蓋杯の蓋。完形で、高さ4.7cm、口径12.2cm。口緑、体部は略 粗砂を少量と、黒いビッチ 南東部周堀内

直立し、わずかに内傾 して凹む端面が形成される。天井部はあ 状に融解した粒子を含む。 出土。（第28図）

70 須恵器杯 まり高くないが丸味があり、体部とは小さな稜により区画され 非常に堅緻で天井外面に淡

る。天井部外面を回転ヘラケズ リ （ロクロ左回転）のほか略全 黄灰色の自然釉がかかる。

面をヨコナデ（天井内面中央はナデ）。

71 ＂ 70と同巧だが、器肉はやや厚い。完形。高さ4.4cm、口径12.0cm。/{l)H(5)灰白 (N7/0) 
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番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(crn/10本）

70、71に比べ作 りは粗雑で、天井、体部の稜にシャープさは無 /(1) H (5)青灰(6BP6／こ） 南束部周堀内

く、体～口縁部も幅が狭く、端面も内傾度が強い。口縁～天井 出土。

72 須恵器杯 部若干欠〈 。高さ4.6cm、口径120cm。天井部外面を回転ヘラケ

ズリするほか、全面をヨコナデ。内面はロクロによる凹凸がや

や目立つ。

有蓋杯の杯身。完形で高さ5.2cm、口径10.4cm。端部は％周が歪 粗砂と 小最の小石粒を含み 南東部周堀内

む。体～底部は丸味があり 、受け部はやや突出する。口縁部は 非常に堅緻。灰色(lOY5/1) 出土。 (74の下

73 ＂ 
やや内傾して立上 り、わずかに凹む端面を作り出す。底部外面 から出土。）

を回転ヘラケズ リ （ロクロ左回転）するほか、内外面ヨコナデ

（底部内面中央はナデ）で仕上げる。

73と同巧だが、底部がやや平たく、立上りはやや内傾、端面は 胎土、色調は70と同一で同 南東部周堀内

74 ＂ 
あまりシャープではない。体～口縁部の一部を欠く。高さ4.9cm、時に製作、入手された l:)の 出土。 (73の上

ロ径9.9cmでわずかに歪んでいる。 であろう。 から出土。）

73、74と同巧。底部はやや平た〈、立上りは74よりさらに内傾 小塾の祖砂、小石粒を含む 南東部周堀内

し、やや高さも低〈、器肉も厚い。端面も三個体中最も内傾。 が、焼成は非常に座緻。 出土。 (72の下

75 ＂ ロ縁％周欠〈 。高さ4.7cm、口径10.0cm。底部外面を回転ヘラケ 方から出土。）

ズリ （ロクロ左回転）するほか、内外全面をヨコナデ（底部内

面中央はナデ？）で仕上げる 。作 りは比較的丁寧。

小形高杯の脚部小破片。左右にスカシがあり、その間隔から四 細砂を含み、全く軟質に焼

76 
須恵器 方スカシであろう。端部は下方に小さく折曲げるように作り、 上る。灰白色 (SY8/2)。

高杯 外面の上方には小さな二条の凸線を作り出している。ス カシ部

分の外面にカキメがあるほかはヨコナデと思われる。

断面が丸〈、太目の針金状。左側は矢印部分で折れており先端

77 鉄製品 が鶴首状に曲がる。右側は湾曲して略直角に曲がっている。器

種不明。

78 ＂ 
右端で折れており、器種不明。断面方形でゆる＜湾曲し先端は

角錐状に尖がっている。遺存長6.3cm。

79 
完形と思われ、長さ 17.0cm。断面方形で、先端と思われる左側

＂ 部分はクサピ状に尖がっている。器種不明。

埼玉 3号墳 出土遺物

番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

1 円筒体部 外面タテハケメ、内面ナデ。タガは三角形。 l.灰白 (2.5Y8/2) 

2 ＂ 内面ナナメハケメ 。 タガは平面で〈ずれた台形。 l. s.浅黄橙 (7.5YR8/4) 

3 形 象
器種、部位不明。下部に粘土ヒモをタガ状に偏平に貼付ける。 l. H(4)橙(2.5YR7/6) 

左上方に円孔がある。外面タテハケメ、内面ナデ。

所謂、須恵器模倣杯。薄手の作りで、底部を若干欠〈 。高さ5.3l(2)H(l) 

cm、口径12.2-12 8cmとわずかに楕円形に歪む。丸い底部に、 橙(SYR6/6）。口縁部）

4 土師器杯 わずかに外反気味に開く 口縁部が付き、端部にわずかに内傾す 外面に赤彩の痕跡。

る。端面が形成される。底部外面ヘラケズリ、口縁部内外をヨ

コナデ。全体に磨滅し調整不明瞭である。

埼王 4号墳 出土遺 物

番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/I潤）

体部から直線的に開き、端部はわずかに外方に屈曲し、ヨコナ m.s．橙（2.5YR7/8) 2.8 

1 円筒口縁
デして端面を形成する。外面タテハケメ、内面ナナメハケメ（部

分的にナデが残る）で、タガは祖雑な作りで断面三角形。タガ

下方に円形と考えられるスカシがある。口径24cm前後と推定。

2 ＂ 直線的に開き端面を作り出す（朝顔形の可能性あり）。 s(4)橙(2.5YR7/8) 2.8 
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番号 種別 形 態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ノヽケメ

備 考(cm/1咋）

3 円筒口縁 端部は小さ〈屈曲して開く。 外面タテ、内面ナナ メハケメ。 m.橙（2.5YR7/8) 2.5 

4 ＂ 薄手の作りの小破片。外面タテ、内面ナナメハケメ。 l. 11 (5YR 7 /6) 

体部小破片。体部外面はいずれもタ テハケメ 、内面はナデ又は 砂粒を多最に含み、橙色を

5~ ハケメ。タガは偏平でくずれた台形 (5、10)や三角形 (7、 呈するものが多い。
円筒体部

12 8)等がある。 8、 9は円形と思われるスカシ部分で、 10にも

スカシがある。

13~ 底部小破片。外面タテハケメ (13は最下部にヨ コにナデを加え 13: s. H(2)橙(5YR7/8) 1.5 
円筒底部

14 る）、内面ナデ。 14は基底部分がやや肥厚している。 14 : s.赤橙(lOR6/8) 1.9 

上方に開いて立上っている。底径約14cmと推定。外面タテハケ m.橙（2.5YR7/8) 2.3 
15 II 

メ、内面ナナメナデ。底面に禾本科植物の圧痕が残る。

顔面部分の破片。眉は下 り気味、顎は丸くふく よかである。目、 m(5)H(4) 
16 人 物

ロの半分は欠損、鼻の部分は全くない。耳は円孔で表現。 橙(2.5YR6/8) 

器種、部位不明。円柱状に作ってお り、 端部に平らな面を作っ l.橙（2.5YR6/6) 
17 形 象

ている。この部分は丁寧にナデるが、 他は雑にナデる。

馬形等に装着さ れる鈴飾り。鈴部分の直径 4cmで、 上方に鋲の !(4)明赤褐 (2.5YR5/8) 
18 ＂ 表現がある。 小さな凹凸があ り、 作り はあまり良くない。

鈴飾り。鈴の直径4cm。本体との接合部分は粘土を そぎ取って成 l(4)橙(5YR6/8) 
19 ＂ 形する。 18同様、あま り精巧な作り とは言えない。

器種、部位は不明。外反する板状の本体に、垂直に粘土板を貼 l (4)橙(5YR7/6) 
20 II 

付けている。 外面ハケメ 、内面と 貼付された粘土板はナデ。

須恵器模倣杯（以下26まで略同巧）。 口縁部％周を欠く。高さ5.5多批の細砂と 、ごく少量の プリッジ南周

cm、口径122cm。体～底部はやや深く 丸味を持つ。口縁部はわ 粗砂含む。 0.1-lmm径の赤 堀底出土。

21 土師器杯 ずかに開き気味で、略水平で鈍い端面を形成。底部外面は一定 色粘土粒も含む。しま り欠

方向のヘラケズリの後、周縁部を右廻りにヘラケズリ 。口縁部 き軟質。

内外及ぴ底部内面上位を ヨコ ナデ（底部中央はナデ）。 明赤褐色(2.5YR5/6) 

高さ 4.9cm 、 口 径12 . 0cm。底部½を欠〈。 口縁部わずかに外反気 内外赤彩残る部分あり。

22 II 味に開き端面を形成。口縁部内外ヨコナデ、底部外面ヘラケズ l(l)H(3)橙(2.5YR5/8) 

リ。内外やや磨滅している。

21、22と比べ底部に丸味、深さがない。口緑部は直線的でやや 砂粒含み、軟質。 プリッジ北周

長く、開き気味でわずかに内傾する鈍い端面を作り 出す。口縁 橙(2.5YR6/8) 堀底出土。
23 ＂ ～体部％周を欠く 。高さ4.3cm、口径11.5-11. 9cm。底部外面へ

ラケズリ、口縁部内外は ヨコナデ。

全体の％程を欠く。高さ 5.1cm、口径12.8cm。口縁部はわずかに 細砂及ぴ0.5~5mm径の赤色 プリッジ南周

外反気味に開き、略平担な端面を作り出す。調整は21と略同じ。 粘土粒含む。 H(2)明赤褐色 堀底出土。
24 ＂ ロ縁内側ヨ コナデが左上に抜ける部分があ り、右廻 りの回転台 (5YR 5/6) 

を利用して調整か。

口緑部若干と底部中央を欠く。高さ5.9cm（推定）、口径12.0cm。細砂多批に含み、 21と同様 プリッジ南周

ロ縁外見は直立するが内面に肥厚する部分があ り、わずかに内 の赤色枯土粒含む。軟質。 堀内出土。
25 ＂ 傾する端面を作り出す。底部外面ヘラケズリ、口縁部内外はヨ 橙(2.5YR6/6)一部暗赤

コナデ。内外磨滅し調整は不明瞭。 灰。

口緑～底部破片。高さ5.3cm、口径12.5cm前後に復原される。 ロ f(5)橙(5YR7/6) 
26 ＂ 縁はわずかに開き気味で小さな端面を形成。
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埼王 5号墳出土遺物

番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎士焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

約％周が追存。高さ42.0cm（推定）、口径24cm、底径14.5cm。体 小石粒と多批の粗砂を含 2.1 北西部周堀内

部は内湾気味に立上り、口縁部は小さ〈外方に屈曲して開き、 み、比較的堅緻。 出土。

ョコナデで端面を形成する。タガは 2条で偏平な台形。下のタ 明赤褐色(2.5YR5/8) 

1 fil筒埴輪 ガは底部から17cmに付けられ、上のタガとの問に（不正）円形

のスカシが一対あけられる。外面タテハケメ、内面中、下位は

タテにナデ、上位はナナメハケメ。口縁部内面にヘラ描による

焼成前の窯印「x」がある。底面に禾本科植物の圧痕残る。

約半周遺存。 1と略同巧で高さ415cm（推定）、口径約25cm、底 /(4) H(4)上方赤(lOR5/8) 1.5 ＂ 2 II 

径約13cm。内面は全体をナデにより仕上げる。 下方、橙(5YR6/6) 

ロ縁端部内面がやや凹み薄くなるが、 1と同巧。タガは偏平で l.明赤褐(2.5YR5/8) 1. 7 

3 I/ くずれた台形。追存高28.5cm、口径26.0cm。図示部分半周逍存。

外面に窯印「＾」の一部が認められる。

ロ緑部の屈曲度は 1、 2などと比べやや弱く、端面も丸く作ら l (4) s. 1. 9 プリッジ束周

4 ＂ れている。図示部分下方部位を除きほぽ全周。追存高26cm、ロ 赤(lOR5/6) 堀内出土。

径280cm。内面ナナメハケメで接合痕を残す。

図示部分半周遣存。遺存高22.5cm（推定）、口径27cm。口縁部外 l. S. H(4)赤(lOR4/8) 1. 9 プリッジ西側
5 II 

湾して開き凹んだ端面を形成。内面ナナメハケメ。 周堀内出土。

図示部分半周造存。遺存高17cm（推定）、口径275cm口緑端部は 小石粒を含む。北較的堅緻。 1.5 プリッジ束側

6 ＂ 外方に湾曲させ、比較的シャープに作る。外面に窯印「＾」が 赤褐(2.5YR4/8) 周堀内出土。

あり、円形のスカシも認められる。内面ナデ（剥落著しい）。

ロ縁部分は略全周。口径26.0cm。タガはくずれた台形で上下し l. s.暗赤褐 (2.5YR3/6) 1.6 ＂ 7 II 

ている。端部は全体的に薄い。外面に窯印(「^」の一部か）あり。

外面タテハケメ、内面ナデ。窯印（「へ」）、円形のスカシあり。タ m.s. H(2) 1 7 周堀北西周堀
8 円筒口縁

ガはつぷれた台形。復原□径約27cm。 赤(lOR5/6) 中出土。

外面タテ、内面ナナメハケメ。タガは偏平なM字形。円形のス l. H(3) 1 7 ， 
＂ カシあり。窯印の一部が認められる。復原口径28cm。 橙(2.5YR6/6) 

10 II 外反度がやや強い。内面ナナメハケメ及ぴタテのナデ。 l.明赤褐(2.5YR3/6) 1.6 

11 II 外面に窯印「 X」あり。復原口径約29cm。 m.s.赤橙(lOR6/8) 1. 9 

12 II わずかに屈曲して開き、ヨコナデにより端面を作り出す。 m. s 11 (lOR 6/6) 1. 9 

13 ＂ 外面に窯印あり。円形のスカシがあり、内面全体をナデ。 l s. 11 (lOR 6/8) 1.8 

14 II 端部の屈曲度やや強い。内而ナナメハケメ。復原口径約28cm。 浅黄橙(7.5YR8/3) 2.4 

15 ＂ 端部内側はヨコナデで凹面が形成される。内面ナナメハケメ。 l.橙（2.5YR6/8) 1. 4 

16 ＂ 外面に窯印あり。内面はナナメハケメ。 赤橙(lOR6/6) 1 8 

17 ＂ 外湾度の大きい破片。外面タテ、内面ナナメハケメ。 l赤橙(lOR6/6) 1.6 

18~20 ＂ 外面タテ、内面ナナメハケメ。 20の端部は薄い作り。

21 ＂ 端部が水平に近く強く屈曲して開く。朝顔の可能性強い。 浅黄橙(lOYR8/4) 2.4 

ロ縁直下に焼成前の直径約 8mmの円孔がある。端部は丸味を持 l. H(5) 1 3 
22 ＂ ちヨコナデで仕上げ。外面タテハケメ、内面ナナメハケメ 。 明赤褐(2.5YR5/8) 

23~ 
23は薄く外湾度が強〈朝顔の可能性がある、外面はタテハケメ 23 : l.橙（2.5YR6/6) 1.3 

＂ 内面は23がヨコ、他はナナメハケメ。 24、25は内面に窯印。
25 

24 ・ l.赤（lOR5/6) 1.3 

25 ・ l.明赤褐(2.5YR5/8) 1.2 

26 II 朝頻形の口縁部。外面タテハケメ、内面ナデ及ぴナナメハケメ。 l (4) s.橙（2.5YR6/6) 1.8 

27 ＂ ゜ ＂ 
、内面ナナメハケメ 。 l (4)s(4)赤(lOR5/6) 1. 7 

28 ＂ ＂ ゜ ＂ 
、内面ヨコハケメ。 l.橙（2.5YR7/6) 2.0 
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番号 種 別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

29 円筒口緑 朝顔形の 口縁下位破片。内面はナデ及びヨコハケメ。 浅黄橙(7.5YR8/4) 2.7 

30 ＂ 
II 。内面ナデ。 タガは全く〈ずれている。 l．橙（75YR 7/6) 1. 4 

31 II II 。内面ナナメハケメ及ぴナデ。 浅黄橙(lOYR8/3) 3.0 

外面タテハケメ、内面ナナメハケメ、タガは〈ずれた台形。タ m.s. H(4) 1.6 
32 円筒体部

橙(2.5YR6/6) ガ直下付近で直径約22cm。

33 ＂ 内面ナナメナデ。タガ直下で直径約16cm。上方にスカシあり。 浅黄橙(lOYR8/3) 2.2 

下方は肥厚し、内湾して立上る 。外面タテハケメ、内面タテハ l.赤橙(lOR6/8) 2.6 
34 ＂ ケメ 及びヨ コハケメ 。タガは偏平なM字形。

35 ＂ 外面タテハケメ、内面タテのナデ。円形のスカシがある。 l.橙（2.5YR6/6) 1.1 

36 ＂ 
II 、内面ナナメのナデ。 ＂ ゜

m(4)H(4)赤(lOR5/8) 1.8 

37 ＂ 内面はナナメナデ、オサエ痕残る。タガ直上位で直径約20cm。 m. l．橙（2.5YR6/8) 1.6 

38 ＂ 
外面タテハケメ、内面ナナメハケメ 。 l. s. II ( ＂ ） 1.4 

39 ＂ 内面タテにナデ、左上に円形のスカシが認められる。 f(5) 11 ( II ） 1.4 

40~ 外面タテハケメ、内面ナナメナデ (43はハケメも認められる ）。

＂ 43 40、42は円形と考えられる スカシあり。41のタガは相当くずれる。

44~ 外面はタテハケメ、内面タテ又はナナメのナデ。底径は44が約 47、49が赤橙のほか橙系。
円筒底部

49 20cm、47が14cm。

箱形の形象の隅部分の破片。タガが横走し、角の部分もタテに l(3)s(2)H(4) 

50 形 象 タガの脱落痕がある。左下に円孔。外面ナデ（タガ周囲はヨコ 橙(5YR7/6) 

ナデ）、ハケメが残り、内面はナナメにナデ。家形の一部か。

いずれも馬形の一部で、 51は耳、 52は鞍、 53は顔面、 54は背の 51 : / (5) H (1)橙(5YR7/8)

51~ 
一部と考えられる。51はナデ、 52は表襄ハケメ 、周縁をヨ コナ 52: l(5)H(l)橙(2.5YR6/8)

＂ デ。 53は外面をハケメ、 頭絡部分を ヨコナデ、内面はナデ。 目 53: l(4)H(4)橙(2.5YR6/6)
54 

と思われる円孔があり穿孔後穿孔面をナデている。54は尻繋部 54 ・ l(4)H(4)橙(2.5YR6/8)

分を幅約1.7cmの粘土紐で表現する。内外ナデ。

人 物
顔面右下部分の破片。 口を偏平な楕円形、耳 を円孔で表現。顔 /(2)s(l)H(4) 

55 
面部分はナデ、側面はタテに浅いハケメが残っている。 橙(2.5YR6/6) 

厚さ 1.4cmの撥形に作っており、島田盤の一部であろう。ナデで /(2) H(4) 
56 ＂ 仕上げ、 ハケメ残る。 赤(lOR5/6) 

57 
人物の右腕、粘土を棒状に作ってお り、ナデにて仕上げる。55、l(2)H(4) 

＂ 56と同一個体の可能性がある。 橙(2.5YR6/6) 

58.59 形 象 本体に粘土紐で表現がある。人物の一部であろうか。

60 
器種、部位不明。本体に偏平、幅広の凸帯があり、下方に円孔 l. H(4)橙(2.5YR6/6) 

＂ がある。外面ハケメ、内面はナナメのナデ。

大形の模倣杯。約％周遺存。高さ 5.3cm、口径約18.8cm。丸い底 f(5)H(5) 北東部周堀中

61 土師器杯
部から稜を持ち、口縁部はわずかに内湾気味に開〈。端部には 淡橙 (5YR8/4) 出土。

水平な端面が形成される。外面は底部ヘラケズリ、口縁部がヨ

コナデ、内面は底部中央がナデの他はヨコナデ。

埼玉 6号墳出土遺物

番号 種別 形態、調 整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/10本）

ロ縁～体部破片。口緑端部はわずかに屈曲して開き、ヨコナデ s.にぶい褐色(7.5YR6/8) 1.8 

1 円筒埴輪 でわずかに凹む端面を形成する。外面ナナメハケメ、内面タテ

のナデ、タガ付近の内面にオサエ痕残る。復原口径24cm。
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番号 種別 形態、調整技法等の特 徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハケメ

備 考(cm/I暉）

ロ縁部は小さく屈曲して開き、ヨコナデで端面を形成。外面ナ s.にぷい橙(7.5YR7/4) 2.0 

2 円筒埴輪 ナメハケメ、内面ナナメナデ、口縁直下はヨコハケメ。タガは

偏平につぷれた台形。復原口径約26cm。

3 円筒口縁
端面は鈍い作りで丸味がある。外面に窯印「x」あり。外面ナ s.橙（7.5YR7/6) 2.2 

ナメハケメ、内面はナデで、口縁直下はヨコハケメ。

4 II 端部はわずかに屈曲して開く。端面はやや丸〈鈍い作り。 s.にぷい橙(7.5YR6/4) 2.1 

5 ＂ 略直線的に開き 、端面はわずかに凹む。 s. ＂ (5YR 7/4) 2.0 

6 ＂ 端部はやや薄手で、湾曲して開く 。内面ナデ及ぴヨコハケメ。 s. ＂ (5YR 6/3) 2.0 

7 II 小さく屈曲して開き、端面を形成。内面はナデ。 s.明赤褐(5YR5/6) 2.2 

8.9 ＂ 朝顔形の口縁下位部分。タガは偏平な台形。内面ナデ。

円筒体部
外面ナナメハケメ、内面タテ又はナナメのナデ。タガ間にスカ s.にぶい褐(7.5YR6/3) 2.2 

10 
シが 2箇所に認められる。下方のタガ直下で直径約16cm。

11、12 II 外面タテハケメ、内面はナデ。 11は上方に円形のスカシあり。

13,14 ＂ いずれも外面に窯印と思われる、焼成前の沈線が認められる。

15 
円筒 底径約15cmと推定される。外面タテハケメ、内面ナナメナデ、 s.にぷい橙(5YR7 /4) 2.4 

体～底部 タガ間に円形のスカシあり。タガは偏平な台形。

円筒底部
やや厚手でタガの突出度も 高い。復原底径は約46cmと大きい。 l．橙（25YR 6/6) 1. 9 

16 
外面タテハケメ、内面ナナメハケメ。

17 
＂ 復原底径約13cm。外面タテハケメ、内面ナナメのナデ。 l (4)s.にぷい橙(7.5YR7/4) 2.3 

18 
＂ 

II 13cm。内面ナナメナデ。外面底部一部還元色。 l (4) s.橙（7.5YR7/6) 2.3 

19,20 
＂ 底部小破片。外面タ テハケメ 、内面ナナメナデ。

形象の台部の可能性が高い。遺存高22cm、底径13-14cm。タガ 多量の荒砂 と小石粒を含 2.3 

21 
間に一対スカシがあり、一方は五角形、一方は半円形で、上の み、軟質。赤色の粘土粒子

＂ タガの上方にもスカシが一対ある。一つは円形、他は変形した も含む。

半円形と思われる。外面タテハケメ、内面ナナメのナデ。

22 形 象 鈴飾りと思われる破片である。鈴部分の直径24cm。追存不良。 m.橙（7.5YR7/6) 

所謂須恵器模倣杯。完形。高さ4.7cm、口径11.9cm。比較的作り 細砂を少量含み、焼成よ軟 プリ ッジ南側

23 土師器、杯
は丁寧。丸底で、口縁部は外湾気味にやや開き、鈍い端面を形 質。明赤褐色(2.5YR!i/6) 周堀中出土。

成。底部外面は中央を不整方向に、周辺は周縁に沿うように長

目のヘラケズ リ。口縁部内外、 底部内面中上位はヨコナデ。

底～口縁部約半周遺存。底部と口縁部立上りの稜は鈍い。高さ 粗砂を含み軟質。

24 II 5.0cm、口径12.0cmと推定される。底部外面はヘラケズリ、内面 にぷい橙(5YR7 /4) 

はナデ、口緑部の内外ヨコナデで仕上げる。

25 
底～口縁部が部分的に遺存。高さ5.0cm、口径は12.5cm前後と推 砂粒を少量含み、焼成は堅

＂ 定。 23、24より作りは良い。口緑端部にやや凹む端面を形成。 緻。

埼玉1号墳出土遺物

←― l 
ノヽ ケメ

番号 種別 形態、 調 整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴 (cm/10本）
備 考

1 円筒体部 外面タテハケメ、内面ナデ及ぴナナメハケメ。 m(4)s.にぶい橙(7.5YR.5/3) 1.8 

外面タテハケメ、内面ナデでオサエ痕残る。やや厚手の作りで f (4)s.橙（2.5YR7/6) 1.4 
2 II 

タガはやや幅広のM字形。

所謂模倣杯。完形で、高さ5.0cm、口径12.4cm。底部は丸底で外 粗砂含み、やや軟質。 プ リッジ 北側

3 土師器、杯
湾気味にわずかに開く口縁部端部には内傾する端面が形成され

る。底部外面ヘラケズ リ、口縁部内外は ヨコナデ。底部内面は

橙(2.5YR7/6) 周堀中出土。

中央をナデ、 口縁部にかけてはヨ コナデで仕上げてい る。
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的
な
制
約
も
あ

り
、
完
掘
し
た
の
は
さ
ら
に
そ
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
。
調
査
面
積
は
約
八

0
0伊
卜
戌
‘

堀
状
の
遺
構
の
プ
ラ
ン
を
確
認
し
、

り
下
げ
る
。

そ
れ
と
直
交
す
る

二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
掘

ま
た
、
西
方
に
所
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
ボ
ッ
チ
山
古
墳
の
確
認
用
の
ト
レ

座
標
化
を
軸
と
し
た
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
し
調
査
に
と
り
か
か
り
、

そ
の
一
部
が
調
査
さ
れ
た
の
が
第
一
回
目
で
、

こ
こ
に
報
告
す
る
の
は
、
第
二
回
目
の
前

石
材
が
一
部
露
出
し
て
、

こ
れ
が
地
元
村
民
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
七
年
の
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遺
構
（
第
52
図）

て
お
り
、

‘ー＿
 

（
 

調
査
区
内
で
確
認
さ
れ
た
の
は
幅
約
一
四
”
い
、
深
さ
二
五
ー
三
〇
パ
炉
り
（
ロ
ー
ム
層
検

出
面
か
ら
の
最
深
部
分
）
の
堀
状
の
遺
構
で
、
調
査
区
北
東
か
ら
中
央
付
近
に
か
け
て
検

出
さ
れ
た
が
、
中
央
付
近
以
西
で
は
浅
く
な
り
途
切
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
側
の
立
ち
上

り
上
端
の
ラ
イ
ン
は
内
側
に
膨
ら
む
部
分
も
あ
っ
た
。
調
査
区
内
は
ロ
ー
ム
が
削
平
さ
れ

調
査
区
東
壁
の
農
道
際
の
ト
レ
ン
チ
の
土
層
か
ら
、
調
査
区
内
の
ロ
ー
ム
検
出

面
よ
り
さ
ら
に
二
〇
勾
ら
程
上
方
ま
で
ロ
ー
ム

深
さ
は
少
な
く
と
も
五

0
て、卜
心
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
堀
状
の
遺
構
は
、
覆
土
に
埴
輪
片
を
含
み
、

調

査

の

成

果

埋
戻
し
を
行
い
調
査
を
終
了
す
る
。

そ
の
走
向
方
向
を
検
討
す
る
と
、
半

（
漸
移
層
）
が
あ
り
、

そ
の
場
合
、
堀
の

も
大
形
の
朝
顔
形
埴
輪
の
一
部
が
出
土
し
て
い
る
。

部
と
判
断
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

一五パ
Iy
ト
り
と
復
原
さ
れ
、

円
筒
埴
輪
の
全
体
の
器
形
に
つ
い
て
は
、

比
較
的
大
形
の
、

以
上
の
破
片
か
ら
推
定
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、

ロ
縁
部
に
近
い
破
片
の

4
は、

タ
ガ
の
上
方
の
部
位
で
、
直
径
三
四
し

ロ
縁
部
が
遺
存
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
直
径
は
三
七
ー
三
八
忙
戸
心

前
後
と
な
ろ
う
。
埼
玉
古
墳
群
の
二
子
山
古
墳
以
下
、
大
形
前
方
後
円
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、

い
ず
れ
も
口
縁
部
径
が
一
―
―
五
パ
Iyト
心
以
上
、
六
し
八
段
タ
ガ
の
大
形
品
が
主
体
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
出
土
の
円
筒
埴
輪
も
そ
う
し
た
大
形
の
円
筒
埴
輪
の
系
譜
を
ひ
く
大
形
品
の
一

ち
な
み
に
、
行
田
市
教
育
委
員
会
の
前
回
の
調
査
で

調
整
は
認
め
ら
れ
な
い
。

形
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
底
部
は
底
面
に
禾
本
科
植
物
の
茎
の
圧
痕
が
残
り
、
押
圧

六
月
二
三
日

平
な
M
字
形
の
も
の
が
多
い
。

ス
カ
シ
部
分
の
破
片
が
何
点
か
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
円

さ
き
に
設
定
し
た
二
本
の
ト
レ
ン
チ
及
び
そ
の
間
を
掘
り
下
げ
て
精
査
。
確
認
面
の
ロ

ー
ム
面
か
ら
堀
底
ま
で
は
深
い
と
こ
ろ
で
二
五

l
-
―-
0忙
后
と
浅
い
。
ま
た
、
調
査
区
の

中
程
で
さ
ら
に
浅
く
な
り
、
堀
が
途
切
れ
て
い
る
。
覆
土
か
ら
は
埴
輪
片
が
出
土
す
る
が
、

小
破
片
が
多
い
。
調
査
区
東
の
農
道
際
に
も
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
土
層
を
観
察
す
る
。

堀
状
遺
構
の
土
層
断
面
図
を
作
成
す
る
。

推
定
す
る
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

ボ
ッ
チ
山
部
分
の
ト
レ
ン
チ
は
そ
の
存
在
を

ロ
縁
部
は
外
反
さ
せ
て
端
面
を
作
り
出
し
ョ
コ
ナ
デ
で
仕
上
げ
る
。
体
部
は
外
面
が
タ

テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
が
ハ
ケ
メ
及
び
ナ
デ
で
仕
上
げ
る
。
タ
ガ
は
粗
雑
な
作
り
で
、
ご
く
偏

六
月
ニ
―
日
ー
ニ
ニ
日

も
な
か
っ
た
。

六
月
一
五
日
し
一
九
日

ン
チ
も
設
定
。

壊
の
状
態
に
あ
り
、

正
確
な
主
軸
線
の
想
定
は
困
難
だ
が
、
そ
の
方
向
性
の
一
致
か
ら
、

将
軍
山
の
周
堀
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
今
回
調
査
さ
れ
た
堀
は
外
堀
の

西
方
部
分
で
あ
り
、
二
重
の
周
堀
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ノヽ二

遺

物

（

第
53
図）

（
 

今
回
の
調
査
で
は
、
外
堀
覆
土
か
ら
埴
輪
片
の
出
土
が
あ
っ
た
。
種
類
は
円
筒
埴
輪
片

し
か
確
認
で
き
ず
、
磨
滅
し
た
小
破
片
が
多
か
っ
た
。
も
ち
論
、
原
位
置
を
留
め
る
も
の
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（註）
る。

川
西
宏
幸
「
円
箇
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』

6
4
|
2

て
推
察
さ
れ
て
き
た
が
、

二
重
の
周
堀
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
回
、

調
査
さ
れ
た
堀
状
の
遺
構
は
、
将
軍
山
古
墳
の
外
堀
の
一
部
と
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

し
末
葉
段
階
）

い
ま
ま
で
、

し
か
し
、
将
軍
山
古
墳
周
堀
の
全
体
を
想
定
す
る
の
は
、

な
お
不
十
分
で
あ
り
、
稲
荷

山
古
墳
や
二
子
山
古
墳
に
み
ら
れ
る
中
堤
造
り
出
し
の
存
在
の
有
無
を
含
め
、
平
面
形
が

方
形
が
楯
形
と
な
る
の
か
の
確
認
調
査
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
出
土
し
た
埴
輪
片
の
成
形
、
調
整
は
、
埼
玉
古
墳
群
内
の
大
形
古
墳
で
は
、
鉄

（註）

砲
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
と
大
差
が
な
く
、
川
西
編
年
の
＞
期
の
新
し
い
段
階
（
六
世
紀
後

の
所
産
で
あ
り
、
遅
く
と
も
六
世
紀
末
に
は
構
築
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

日
本
考
古
学
会

昭
和
五
三
年
九
月

四

ま

と
同
古
墳
の
周
堀
は
地
籍
図
の
地
割
か
ら
楯
形
の
一
重
堀
と
し

め
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A-A'・B-B'土層説明

I./.1.＼褐色（軽右粒、ローム拉含む）

2. m 色（酸化欧の粒子含み、 1柑l生，;n心ヽ ）

3.出 色 (2と 1li)樟だが、やや明る＜恨色がかる）

c-c'土 回説明

1..llJI'作土

2 茶艇色
3．茶褐色（J直綸片包含、ローム粒多贔に含む）

4. lll'f茶褐色（埴鯰片包令、ローム粒 ・プロックを多；，tに含む）

5.rI.＼褐色（ハードロームのプロックを含む）

6..'.I．し 色（酸化欧の粒チ含み、利i•I’噂し、 。 A-A'O) 2 Iゃ1と 1,i)'rt)
7.茶 褐 色

8 褐 色（ローム漸移！団 、土粒細かく、 il炊質）

9. IIiそ芥孔枯色（酸化鉄の3-5mmo)粒 r-を含む、 A-A'0)3/悦に近い）

第 52図 将軍山古墳昭和 59年度調査区乎面図及び土陪断面図
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第 53図 将軍山古墳出土造物
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将軍山古墳出土遺物観察表

番号 種別 形態、調整技法等の特徴 胎土焼成、色調等の特徴
ハ ケメ

備 考(cm/10本）

円筒口緑
端部は小さ 〈屈曲して開き、ヨコナデによりわずかに凹む端面 1 ・ /. H(4)明赤褐(25YR5/8) 1 5 

1, 2 
が形成される。外面タテ、内面 ヨコハケメ。 2 /. H(4)赤褐(2.5YR4/8) 1 8 

3 ＂ 朝顔形と思われる小破片。ヨコナデでわずかに凹む端面を形成。 m. H(2)赤褐 (2.5YR4/6) 

タガの上方での直径が約38cm前後に復原できる大形円筒の一部。微細砂を含み、砂っぽくザ 1.5 

やや薄手で、口縁に近い部位と考えられる。外面ナナメハケメ、 ラザラした感じでやや軟質。

4 円筒体部 内面はナデで、部分的にナナメハケメを加える。タガ部分の内 内外断面とも灰白色 (7.5Y

面にユピ オサエ痕残る。タガは偏平な三角形で、左下方に 円形 8/2) 

のス カシが認められる。外表面に小さなヒピ割れが目立つ。

外面タテハケ メ、 内面ナナメ のナデ及びハケメ。タガは偏平に /. H (2) 1. 4 
5 ＂ つぷれており、内外やや磨減する。 赤褐 (2.5YR4/8) 

上下方向にやや湾曲があ り、 朝顔形の可能性がある。タ カ＇はご m(3)H(4) 1.5 

6 II ＜偏平で稜の部分が鈍〈突出する 程度だが、枯土紐を用いて い 赤褐 (2.5YR4/8) 

るものと思われる。外面タテハケメ、内面ナナメハケメ。

7 II タガ部分の破片。外面タテハケメ、内面はナナメ ハケメ。 m.H(4)明赤褐(2.5YR5/6) 1. 6 

8 ＂ タガはご〈偏平である。内面はナナメハケメ。内外やや磨滅。 m.H(4)赤褐 (2.5YRI/6) 

， 
＂ タカ＇は幅広で、ご 〈偏平。左下位に円形と思われるスカンあり。 m.H(4)赤褐 (2.5YR-1/8) 

タガ下方で直径約20cm程度、形象の台の可能性がある。外面タ l (1) H (2) 1.4 
10 ＂ テハケメ、内面ナナメハケメ、タガは偏平なM字形。 橙 (5YR6/8) 

11 ＂ 外面タテハケメ、内面ナナメナデ及びハケメ 。タガはご〈偏平。 l. H (3)明赤褐 (2.5YR5/8) 1 3 

12 ＂ 右上方がタガ部分。外面タテ、 内面ナナメハケメ。 l. H (4)赤褐(2.5YR4/6) 1.6 

13 ＂ 内面ナナメ ハケメ。タガは偏平なM字で下方のナデが粗雑。 m(4)H(4)赤褐(2.5YR4/8) 1.1 

14 II 厚手で、タガは幅広で偏平なM字。内面はナナメ ハケメ。 m(4)H(4) 11 ( 

＂ ） 1 5 

15 ＂ 外面やや剥落する。外面タテハケメ、内面ナナメ ハケメ。 m (2) H (3) 11 (2. 5YR4/6) 1. 7 

16 II 左上部にスカシが認められる。下方はタガに近い。 m(2)H(3)明赤褐(2.SYRS/6) 1 5 

17 II 内外磨滅。 タガはご〈偏平。内面ナナメハケメ。 m(3)H(2)橙 (5YR6/8) 

18 II 右下にタガ部分を切込んでスカシがある。タガはごく 偏平。 /(2)H(4)明赤褐(2.5YR5/6) I 5 

19 ＂ スカシ部分の小破片。内面オサエ痕とナナメハケメ 。 f(3)橙(5YR6/8) 1.2 

20 ＂ 
II 。内面ヨコ、ナナメハケメ。 m(4) II ( 

＂ ） 

21 ＂ やや厚手で砂っぽい。 タガは偏平で〈ずれた台形。 m(4)H(2)にぷい黄橙(IOYR7/4) 1. 7 29と同一個阻窃。

22 ＂ スカン部分の小破片。 タカ＇の上方の稜にスカシが及んでいる 。 m(2)H(2)明赤褐(2.5YR5/6)

23 ＂ タガ部分の小破片。 タガはごく偏平なM字形。 s(2) H (2)明赤褐(5YR6/8) 

24 ＂ ＂ 。タ ガ上方は強いヨコナデ。 m(3)H(3)赤褐(25YR4/6) 

25 II 朝顔形の口緑部との接合部分。内面オサエ痕とヨコハケメ 。 /(2) H (2)橙 (5YR6/8) 

26 II タガ部分の小破片。タ ガは幅広で偏平なM字形。 f (3) I-:I（3)赤褐(2.5YR4/8) 1.3 

27 II 

＂ 。タガは偏平なM字形，内面ナナメ ハケメ。 m(l)H(4)明赤褐(2.5Y)も／8) 1 7 

28 ＂ 上下方向外浩気味で、口緑部に近い部分か。下部はタガに近い。m(4)H(3) II (2 5Yl~5/6) 1.5 

29 ＂ タガは偏平で〈ずれた台形。内面は平滑にナデる。 m(4)H(2)にふか黄橙(lOYR7/4) 21と同一個体か。

30 ＂ タガ部分の小破片。 タガは偏平なM字形。内面ナナメハケメ。 m (2) H (4) 明赤褐 (2 . 5'1-]~5/6) 1.5 

31 円筍底部
やや厚手で、底径は約30cm前後と推定される。外面タテハケメ

内面はナナメナデ。底面に禾本科植物の圧痕がわずかに残る。

m(4)H(2)赤褐(2.5YR4/8) 1.8 内外磨滅。

底径約40cm前後と大形円筒の底部。胎土は砂っぽ〈 、 4、21な m(4)H(2) 1.6 
32 ＂ どと略同一。外而タテハケメ、内面ナナメハケメ 。 浅黄橙 (lOYR8/3) 

33 ＂ 底径約30cm前後。外面タテハケメ、内面ナナメハケメ 。 m(3) lI (2)明赤褐(25YR5/6) 1.6 
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ì 
{
・
 

J

一

｛デ――
Y

'
[d

 

9.ダ

宣
[
'9
|
‘
,
t
i
f
、4

図版 1

丸墓山古墳近景

丸墓山古墳

第18トレ‘ノチ近影

同上

第16トレンチ等近影



図版 2

丸墓山古墳

第 1、2トレンチ

同上

第 1トレ ンチ遺物出土状況



同上

（墳裾部分）

図版 3

丸墓山古墳

第 1トレソチ土層断面

（周堀立上り部分）

同 上

（平坦部部分）



図版 4

丸墓山

第 3~5トレンチ

同上

第3トレ‘ノチ土層断面

同上

第4トレ ‘ノチ遺物出土状況 ・
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図版 5
6
 

13 

丸墓山古墳

第18トレンチ出土遺物

（埴輪）

38 

同上

第18、13トレンチ出土遺物

（埴輪、土師器）

同上

第 1トレンチ出土遺物

（円筒埴輪）



図版 6

丸墓山古墳

第 1トレンチ出土遺物

（円筒埴輪）
20 

23 

同上

第2トレンチ出土遺物

（円筒埴輪）

40 

41 42 

47 

~

5150 

同上

第2~4トレンチ出土遺物

（円筒埴輪）
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． 63 

87 

91 

86 
92 94 

同 上 第 1トレ‘ノチ出土遺物（形象埴輪）

同 左

72 

80 

90 
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図版 7

丸墓山古墳

第 4トレンチ出土遺物

（円筒埴輪）

同上

第 4、 5トレ‘ノチ出土遺物

（円筒、形象埴輪）



図版 8

丸墓山南方円墳群遠景

（昭和49年当時、右手は丸墓山古墳）

天王山古墳 （埼玉 1号墳）近景

同上
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図版 9

梅塚古墳 （埼玉 2号墳）

遠景

（丸墓山古墳上から。後方

は将軍山古墳

同 上 周 堀

同上 周 堀



図版10

梅塚古墳

東南側プリッジ

同上

円筒埴輪出土状況

同上

人物埴輪出土状況



図版11

梅塚古墳

土師器出土状況

同上

土師器、須恵器

出土状況

同 上



図版12

同上

遣物出土状況



図版13

埼玉 5号墳周堀

同 上

同 上 土層断面



図版14

埼玉 5号墳

遺物出土状況

同 上

同 上



図版15

埼玉 6号墳周堀

同上

同

同右



図版16

同

｀ ’ -. ` ・,..、7 ，ヽ＇` ｀ゞ•

．／ジ'•ヽ ．•.2 ?ぶr,シ , !`: 、 （ ••t
， ・ベ

1し・ ト
1.;·~; : ヽ・ヽ ， ．． •t

'~ 9. 

‘’心` ベ

｀` ＼ 

‘̀ ・ヽ
,,,... : 

や這ぢ"..．．3 •ぺ‘.，`^ゞ;“‘ 9,.~' ヽ
．—―; 、 . •• - ~ - <. 

~＾こ,;_ ·、

't.  ヽ
ヽ

， 
；、~.,  

， 
~v ,,, ., 

ヽ

｀ 
四 ・t‘‘べ℃ 4 , • V・、

粒nユii、み、ダ`

-＊て--→

' “ヽ ・--文4,4.. 
.̀、←，んヽ

IJT ．マ，．
:•/' 鼻“̀

： 

＇とヤ令＇`
,i r4ペヽ・

同上



14 15 

6
 7

 

F
 

囀

10 

17 

鼻

図版17

17 

天王山古墳出土遺物

（円筒埴輪）

同上

（円筒、形象埴輪ほか）

8
 

嶋 梅塚古墳出土遺物

（円筒埴輪）



図版18

梅塚古墳出土遺物

（円筒埴輪）
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図版19

梅塚古墳出土遺物（男子人物埴輪）
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図版21

梅塚古墳出土遺物

（形象埴輪、土師器、須恵器）
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図版22

梅塚古墳出土遺物（須恵器、鉄製品）
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図版23

埼玉 4号墳出土遺物

（埴輪、土師器）
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図版24

埼玉 5号墳出土遺物

（円筒埴輪、土師器）
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 図版25
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埼玉 5号墳出土遺物

（円筒埴輪）
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図版26

埼玉 5号墳出土遺物

（形象埴輪）

埼玉 6号墳出土遺物

（円筒埴輪）

同上

（円筒、形象埴輪）
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埼玉 6号墳出土遺物

（形象埴輪、土師器）

図版27

埼玉 7号墳出土遺物

（埴輪、土師器）



図版28

将軍山古墳

昭和59年度調査区近景

（右後方は将軍山古墳）

将軍山古墳

外 堀

同上

出土遺物 （円箇埴輪）
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